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1よ じ め とこ

奈良市は、古代の都であった平城京をはじめ、様々な遺跡が数多 く残

され、今日まで連綿と受け継がれています。

遺跡は、私たちの遠い祖先たちが残してくれた貴重な遺産で、開発事

業などが行なわれるにあたり、遺跡の発掘調査は必要で、現在調査を積

極的に取り組んでいます。

平城京跡を主とした遺跡の発掘調査が中心でありますが、その調査結

果を基に史跡整備事業なども行ない、埋蔵文化財の保存と活用を図って

います。

また、こうした発掘調査で明らかになった過去の生 きた証を過去の遺

産としてとどめることだけでなく、現在を生きる私たちはこれを大切 に

し、子孫に誤 りなく伝える責務があると考えております。

この報告書は、主に平成 8年度に実施 しました発掘調査の結果をまと

めたもので、多 くの人々に広 く活用 していただくことを願っております。

最後になりましたが、発掘調査の円滑な実施にご理解とご協力をいた

だきました地元の方々、関係機関の皆様に対 して厚 くお礼申し上げます。

平成 9年 3月

奈良市教育委員会

教育長 河合 利一



例

1 本書は、平成 8年度に奈良市教育委員会が実施した埋蔵文化財発掘調査の概要報告を

集録したものである。また、一昨年度及び昨年度に実施した下記の発掘調査の概要報告

を併せて掲載した。

平成 6年度 平城京第318。 324次調査

平成 7年度 平城京第325・ 327・ 331・ 334・ 3350339・ 344～ 346次調査、

史跡大安寺旧境内第69・ 71次調査

なお、本年度の発掘調査のうち、平城京第363～ 366・ 368・ 370。 373次調査、西大寺旧

境内第10次調査は次年度に報告する。また、平城京第356次調査 (史跡平城京朱雀大路

跡保存整備事業に関わる発掘調査)、 平城京第358次調査 (特別史跡・特別名勝平城京左

京三条二坊宮跡庭園整備事業に関わる発掘調査)、 菅原東遺跡埴輪窯跡群整備に関わる

発掘調査 (平城京第371次調査)、 史跡大安寺旧境内第73次調査 (史跡大安寺旧境内保存

整備事業に関わる発掘調査)については整備事業完了時に、五ッ塚古墳群第 3次調査、

正暦寺境内第 1次調査については継続調査終了時にそれぞれ報告する予定である。平城

京東市跡推定地第19次調査は別に概要報告書を刊行した。

2 発掘調査は下記の体制で実施し、各調査の担当者は発掘調査一覧に示した。

社会教育部文化財課   課長 安田龍太郎  主幹 森川倫秀

埋蔵文化財調査センター 所長 高谷明男

庶務係    係長 杉村武史

調査第一係  係長 西崎卓哉

技術吏員 立石堅志 鐘方正樹

久保邦江 池田裕英

技術員  大窪淳司 田林香織

調査第二係  係長 篠原豊一

技術吏員 三好美穂 森下浩行

中島和彦 久保清子

技術員  山前智敬

3 発掘調査と本書の作成にあたって奈良国立文化財研究所、奈良県教育委員会、奈良市

文化財保護審議会など関係諸機関からご指導とご協力をいただいた。記して感謝いたし

ます。

4 本年度の発掘調査や出土遺物整理作業等には、下記の方々の協力があった。

荒川 茂  今中 勇  植本武義  梅木繁一  奥田秀吉   北村 進

木村喜代之 木村嘉宏  小西綾子  小西貢造  塩野谷八十布 高橋敬輔

瀧田 勘  多久裕三  田回奈美江 辰田吉弘  辻 俊浩   辻中 具

辻本武雄  仲村繁夫  二宮信隆  林健太郎  原田章英   福田米光

松浦五輪美 安井宣也

原田憲二郎

細川富貴子

武田和哉 秋山成人

宮崎正裕



藤沢辰夫  増田義郎  松田十二 日 松村茂治  松本 威   吉村 章

市川剛司  岩崎大介  高力美和  小林佐知子 坂倉清彦   島軒 満

甚田真友子 田矢杏子  堂下尚生  徳野裕明  仲川裕美子  久富正登

藤井健太  松田知之  森谷貴弘  森本成絵  森本裕美   山形香保里

山口 均  伊東由美  岩下和江  浦元由紀子 大友明美   小川布子

角谷和美  金戸康子  北井育代  北尾史真  近藤富貴子  斉藤和子

佐伯全子  新谷弘美  芹川順子  芹野恒代  田島千津子  立石京子

手塚真理  中島満寿江 濱井美和  板東剛子  松嶋克樹   松山径子

山村光子  吉川三子  辻 寛子  猪井里佳  虫明富美

5 各発掘調査の次数は、奈良市教育委員会が実施 した調査に付 した、遺跡 ごとの通算次

数である。

6 本書の執筆は埋蔵文化財調査センター職員が分担 して行い、文末に文責を明らかにし

た。

7 平城京第325次調査、第349次調査の採取試料については、下記の方々による理化学分

析を行いその報告をいただいた。記 して感謝いたします。

放射性炭素年代測定  lMl古環境研究所

花粉分析  金原正明 (天理大学附属天理参考館)、 金原正子 (環境考古研究所)

珪藻遺骸分析 清水 晃 (奈良女子大学)

8 平城京第327次調査出土の桝については、日本計量史学会 篠原俊次氏のご教示をい

ただいた。平城京第327・ 349次調査出土の石製品の石材については、京都府立山城郷土

資料館 橋本清一氏に鑑定 していただいた。平城京第327・ 349次調査出上の木簡及び本

度実施 した発掘調査で出土 した墨書土器の釈読にあたっては、奈良国立文化財研究所

舘野和己氏・古尾谷知浩氏・ 山下信一郎氏・ 渡辺晃宏氏のご教示をいただいた。平城京

第354次調査出上の動物骨については、奈良国立文化財研究所埋蔵文化財センター 松

井 章氏に鑑定 していただいた。平城京第355次調査出上の上器の年代については、9)

京都市埋蔵文化財研究所 小森俊寛氏のご教示をいただいた。平城京第385・ 339次調査

にあたっては、奈良国立文化財研究所 国杵 勲氏、奈良女子大学 高田将志氏のご教

示をいただいた。以上、記 して感謝いたします。

9 本書で使用 した遺構の分類記号や遺物の名称、型式は奈良国立文化財研究所および奈

良市教育委員会の刊行物に準拠 している。ただし、遺構番号は各調査 ごとに付 した仮番

号である。

10 本書の遺構図、土層図に示 した座標値は国土調査法に定める国上方眼第Ⅵ座標系によ

っている。標高は海抜高である。

11 本書の編集は、安田龍太郎の指導のもとに埋蔵文化財調査センター職員の協力を得て

篠原豊―・ 安井宣也が担当した。
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次数 遺跡名 調査地 調査期間
査
積

調
面 事業者/事業内容

書類受付
番号

担当者

6AH」 338 平城原左原五条―坊十六坪 欄木町552-1他 H70904～ H80712 ヒラサワ/事務所ビル新集 H7・ 3017 中島、日林、山前

平城原左京三条一坊十一坪・

東一坊坊間路
四条大路2丁目37他 肛80403～ 0418 シェルホーム/分譲宅地造成 H7,3178

平域京左京四条四坊十五坪 三条宮前町313-2・ 314-2 ■80423～ 0028 奈良市長/」 R奈良駅地区土地区画整理事業 S63・ 3055 松浦、細‖|

0 平城京左京四条四坊十四坪 条大宮町344-1 H80430～ 0806 奈良市長/」 R奈良駅地区土地区画整理事業 S63・ 3065

平城京右京―条二坊十一坪 西大寺栄町231イ ー4他 奈良市長/近鉄西大寺駅北地区市街地開発事業 Hl,3076 池日、日林

平城京右京七条―坊十五坪 六条唖 4・ 99 180515～0712 1030∬ 医療法人康仁会/乏人保健施設新築 ■7・ 3218 三好

平城京左京五条四―坊九坪 大森西町145-1 180520～0625 382イ 奥日照雄/共同住宅新築 18,3011 森下

い 平城京右京二条三坊十一坪 音原町274他 H80603～0822 奈良市長/近鉄西大守駅南土地区画整理事業 S63,305G 立石、池日

② 平城京右京二条三坊二坪 青野町12 奈良市長/近鉄西大寺駅南土地区函整理事業 SG3,3066 池日、日林

平城京と京五条六坊八坪 南新H」19-1・ 4 H80530～9613 松川公明/共同住宅新築 H7・ 3302

硼 平城京左京四条四坊十四坪 三条大官町344-1 H80709～ 1114 奈良市長/」 R奈良駅地区土地区函整理事業 S63.3055 松浦、細州

9 平城京左京四条五坊三坪 三条本町336・ 387-1 H80808～ 1030 奈良市長/」 R奈良駅地区土地区函整理事業 S63・ 3055 久保邦

平城京左京三条五坊十三坪 西之阪町5-1他 奈良市長/QD西之阪児童館他建設事業 H8・ 301イ

平城京左京四条三坊六坪 三条桧町168-1 大西弘/共同住宅新築 H6・ 3219

史跡平城京宋雀大路跡 二条大路南3T日 200 180725～ 0902 教育長/史跡保存整備事業 立石

平城京左京三条四坊一坪 之辻2丁目10-ク ,3 H81002～ 1923 西日嗣/事務所付共同住宅新集 IB・ 3086 森下

常別史跡,特 別名勝平城京を

京二条二坊宮跡庭国
三条大路1丁 目642-1・ 7 H80925～ 1119 教育長/特男I史跡。特別名勝保存整備事業

平城京左京二条六坊十坪 法蓮南2丁目■44-1他 H80925～ 1024 五十鈴建設/共同住宅新築 18,3062

平城京左京四条五坊十二坪 杉ケ中町■-2他 H81001～ 10■ 松‖1公明/事務所ビル新集 H8,3079 宮対

平城京と京五条二坊II,十六坪 大安寺西1丁目 H81007～ 1115 奈良市長/大安寺大池遺跡範囲確認調査

平城京左京八条二坊三坪 香町427-1,2 H81023～ 1115 奈良市長/杏第■号市営住宅建誉事業 18・ 3161

平城京右京二条三坊七坪 青野町32-1、 33-1・ 2.4 181023～ 1204 奈良市長/近鉄西大寺駅南土地区画整理事業 S63.3066 鐘方

平城京右京二条三坊七坪 青野町4ワ ー1、 43-1他 06～■90129 1560∬ 奈良市長/近鉄西大寺駅南土地区画整理事業 S63,3056 盤方

平城京左京四条一坊十三坪 尼辻町乙432-1・ 2他 ■8■ 05～■90109 アルペン/店舗新集 R8,3120

平城京左京三条一坊十一坪 三条大路2丁目536-1他 ■8■ 27～1212 ケイ。ェム・ケイ/事務所ビル新集 H8・ 3183

松林苑跡 悟己東町内 ■81118 奈良市長/市道中部第194号線改良工事 H8,3094 松浦、久保邦、細‖(

平城京左京五条六坊一坪 西木辻字綿町250-1他 18103～ 125 富士ビル/共同住宅新築 H8,3173

佐紀中町2丁目他 181210～ 1213 奈良市長/公共下水道築造工専 H8・ 3191 松浦、久保邦、大窪

平城京左京五条一坊十六坪 和木町585-1他 181216～H90328 南都銀行/事務所ビル新築 H7・ 3017

官原東遺跡埴輪窯跡辞 横領町109他 190107～0331 奈良市長/近鉄西大寺駅南地区土地区画整理事業 S63・ 3055

平城京左京四条五坊十二坪 ■99110～9120 奈良市長/生涯学習センター建設事業 ■8・ 3289

平城京左京四条五坊五坪 三条本町7-■ 1090120～ 0215 秦良市長/」 R奈良駅地区土地区函整理事業 S63,3055

平城京左京七条―坊五坪 八条4丁目369-1他 190210～0225 奈良市長/灰からセンター建設事業 ■8,3277

6ATI-19 平城京東市推定地 H駐 1118～ 1227 重要遺跡緊急確認調査

6BDA-72 史跡大安寺旧境内 大安寺4丁 目■27‐ 1・ 4 180716～ 0813 桝谷紘/個人住宅建警 ■7・ 1060 森下

史跡大安寺旧境内 大安寺2丁目 181216～■903 教育長/史跡大安寺旧境内整備事業 H8・ 1063

6BGG-42 元興寺旧境内 芝突抜町3 ■80510～ 0620 高尾武彦/個人住宅足誓 H7・ 3283

元興寺旧境内 中新屋町■-2、 44-2 梶毅弘■く 人住宅建普 ■8・ 3075

一死 中新屋町8番地 190204～0207 今末俊雄/個人住宅建誉 H8・ 3281 宮的、久保清

6BTD-09 史跡東大寺旧境内 維司町88-1 181209～ 1224 奈良市長/転害門街区公園整備事業 H8,1029

6BSD-10 西大寺旧境内 西大寺新日町 奈良市長/緑 lI街づくり推進事業 ■8・ 3062

2XRY-01 鹿野回遺物散布地 白亀寺町 H80604～ 0710 奈良市長/市道北部第202号改良工事 H8・ 3044

4LFS-03 古市遺銃 古市町1560-1他 1800■ ～0,17 奈良市長/古市第10号 市営住宅建誉事業 H8・ 3045

古市遺跡 古市町1を31-1他 180805～ 1007 奈良市長/古市小集落地区改良事業 原日、大窪

4PlK-04 紀寺町581-6 H81105～ 1116 奈良市長/梅目地区住環境整備事業 ■3・ 3192

4PIZ-03 こつ塚古墳群 山町9冊 190113～■90127 遣跡範囲確認調査 森下

4PNN-01 七つ塚古墳群 山町1020他 ■90203～■90327 奈良市長/市道南部第478号繰改長工票 H8・ 3

7BSL-01 正暦寺境内 菩提山町 H80821～ 1225 奈良市長/市道東部第301号線改良工事 【7・ 3160 三好

平成 8年度 調査地一覧



平成 8年度 調査地位置図 (1/50,000)



I I平城京跡 。松林苑跡の調査



1 近鉄西大寺駅南地区土地区画整理事業に伴う調査

奈良市教育委員会では、奈良市が進める近鉄西大寺駅南地区土地区画整理事業 (総面積

約32万 N)に伴 って、昭和63年度から事業地内の発掘調査を継続 している。本年度 は表に

示 した 5件、計4,940rの調査を実施 し、初年度からの合計調査面積は76,738∬ に達 した。

第351調査は、平城京右京二条三坊二・十一坪における調査である。第 1発掘区は二坪

にあたり、昨年度実施 した第327次調査第 1発掘区の北隣接地で設定 した。第 2発掘区は

十一坪にあたり、昨年度実施 した第327次調査第 5発掘区の西隣接地で設定 した。第363・

364次調査は同七坪における調査で、昨年度実施 した第326次調査第 1発掘区の西隣接地に

あたる。第371次調査は菅原東遺跡埴輪窯跡群の整備に伴 う調査である。

●本年度報告する調査について

本書に収録 した調査は、本年度実施 した第351次調査と、昨年度未報告であった第327次

調査である。これらの調査地は、平城京右京二条三坊二・ 六・七 。九・ 十・ 十一坪にわた

る。ここでは、上記の調査を坪 ごとにまとめて報告する。なお、第363・ 8640371次 調査

については来年度以降に報告する予定である。

平成 8年度の調査地と周辺の条坊 (1/20,000 網目の範囲が土地区画整理事業予定地)

一
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発掘調査地位置図 (1/6,000 数字は調査次数)

平成 8年度発掘調査および本概要報告書掲載調査一覧

調査年度
調査次数・

発掘区
遺跡名 調査地 調査期間 調査面積 備考

平成 7年度

平成 8年度

327-1発掘区

-2発掘区

-3発掘区

-4発掘区

-5発掘区

351-1発掘区

-2発掘区

363

364

371

平城京右京二条三坊二坪

平城京右京二条三坊六坪

平城京右京二条三坊九坪

平城京右京二条三坊九坪

平城京右京二条三坊六・十一坪

平城京右京三条三坊十一坪

平城京右京二条三坊二坪

平城京右京二条三坊七坪

平城京右京二条三坊七坪

菅原東遺跡埴輪窯跡群

青野町10-1・ 11

西大寺芝町2102

青野町43-1、 46-1、 47、 49

西大寺芝町2100

菅原町210・ 273～ 277

菅原町274他

青野町12

青野町32-1、 33-1・ 2・ 4

青野町42-1、 43-1

横領町409他

H70707～ H80226

H70818～ H71012

H71002～ H71222

H71230～ H7■ 27

H71207～ H80322

H80603～ H80822

H80823～ H81204

H81023～ H81204

H8■ 06～ H90129

H90107～ ■90331

2,200nf

450nf

l,850だ

300Υ

2,500だ

1,660ピ

800だ

750∬

1,550ド

180言

平成9年度報告予定

平成 9年度報告予定

別途報告
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(1)平城京右京二条三坊二坪の調査 第327-1・ 351-2次

I 調査の目的

右京二条三坊二坪では、これまでに坪の南東部で平成 5年度に第283次調査、南西部で

平成 7年度に第273次調査第 1発掘区を実施 している。今年度は昨年度に引き続 き、坪の

南西部の様相を明らかにする目的で、第273次調査第 1発掘区の北側に近接 して発掘区を

設定 し、第351次調査第 2発掘区を実施 した。今回は第327次・ 第351次調査の概要を合わ

せて報告する。

Ⅱ 調査地の地形と層相

調査地は西から東へなだらかに下る微高地上に位置 し、発掘区内はさらに南から北に向

かってゆるやかに傾斜 している。基本的な層序は、黒灰色土 (作土)以下、灰色砂質土、

灰褐色土と続き、地表下0.3～05mで黄灰色粘土あるいは黄褐色土、茶灰色砂の地山に達

する。その標高は、701～ 70,7mで ある。なお、遺構はすべてこの地山上面で検出 した。

Ⅲ 検出遺構

検出した遺構は、奈良時代の掘立柱建物、掘立柱塀、井戸、土坑、土器埋納土坑、平安

時代以降の掘立柱建物、掘立柱塀、井戸、土坑、溝がある。これらの遺構は重複関係か ら

少なくとも5時期以上の変遷がある。以下、主なものについて記す。

なお、掘立柱建物、掘立柱塀、井戸については一覧表にまとめた。

奈良時代の遺構 掘立柱建物41棟、掘立柱塀 2条、井戸30基、土坑 1基、土器埋納土坑

2基がある。これらの遺構は、重複関係や配置などから少なくとも3時期以上の変遷があ

る。

S B221～ 247・ 250・ 251・ 260～ 270・ S A 248・ 249 概要

は一覧表にまとめた。建物に伴 って出土する遺物が少ないこ

とから、時期区分を明確にすることができなかった。

S E517～ 536・ 540～ 543・ 546～ 551 概要 は一覧表にまと

めた。枠が残存 していたものは12基 ある。 S E 520と S E 524

は一枚板を使用 した小型の長方形縦板組の井戸である。SE

523は径約0,83mの 瓦製円筒管を井戸枠として使用 している。

掘形の底には曲物を一段据え、その外側に縦板を瓦製円筒管

の内側に沿って立て並べている。この瓦製円筒管の上端部 に

は半円形の切 り欠きがあり、上下水施設等の他で用途に使わ

れていたものを転用 している可能性が高い。15世紀以降では

瓦製土管を井戸枠に使用 している例はあるが、奈良時代では

六「
Ю746
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遺 構
番 号

棟
方向

規 模
桁行 ×梁間 |

桁行全長
m(尺 )

梁行全長
m(尺 )

梁行柱間
寸法(m)

梁行柱間
寸法(m)

廂の出
(m)

備  考

S B 221 南北 3× 2? 57(19) 北から
'I一

1818 8等間 S B222と 柱筋揃う、妻柱未検出

S B222 南北 3× 2 54(18) 18等問 8等間 S B221と 柱筋揃う、S B223よ り新しt

S B223 南北 3× 2 54(18) 18等間 8等間 S B222よ り古ヽ

S B 224 東西 3× 2以上 495(165) 1) 165等間 65等間 S E531よ り古く、S E530よ り新しヽ

S B225 東西 4× 2 54(18) 18(6) 18等間 8等間 西18 西廂付建物

S B226 東西 3× 2 465(15の 西から16-15-105 95等間

S B227 南北 3× 2 495(16の 165等間 8等間

S B228 総 柱 2× 2 36(12) 18等間 8等間

S B229 東西 3× 2 54(18) 18等間 5等間

S B230 南北 3× 2 63(21) 1) 21等間 65等間

S B231 東西 3× 2 54(18) 18等間 21等間

S B232 南北 4× 2 735(245) 42( 21等間

S B233 南】ヒ 3× 2 585(195) 195等間 225等間 S B237よ り新しい、6763A出土

S B 234 南北 3× 2 63(21) 21等間 18等間

S B235 南北 3× 2 495(165) 165等 間 18等間 S E539よ り古い

S B236 東西 3× 2 585(19の 63(21) 195等 間 21等間 南21 南廂付建物

S B237 戻 西 3× 2 585(19の 48(16) 195等 間 4等間 S B 233・ 238・ 253よ り古 ＼ヽ6691A出土

S B278 東西 3× 2 54(18) 33(11) 18等間 65等間 S B237よ り新しヽ

S B239 東 西 3× 2 63(21) 36(12) 21等間 8等間 S B240よ り新しヽ

S B240 東西 3× 2 51(17) 36(12) 西から16-18-18 8等間 S B239よ り古ヽ

S B241 南北 3× 2 48(16) 30(10) 16等間 5等間 S E532より古(、 S B2冊・B42よ り新しい、6691B出土

S B242 南北 3× 2 48(16) 36(12) 北から16-1618 8等間 法隆寺式37E軒丸瓦出上、S B241よ り古い

S B243 南北 3以上×2? 36(12)以上 33(11) 18等間 S E522よ り古い、妻柱未検出

S B 244 総柱 2× 2 33(11) 30(10) 165等 間 15等間

S B245 南北 3× 2 585(195) 42(14) 195等 間 21等間

S B246 南北 5× 2 105(35) 45(15) 21等間 225等間 S K601・ 602よ り古く、S E520よ り新しい

S B247 3以上×2以上 48(16)以上 42(14)以上 24等間 21等間 S Dl10よ り古ヽ

S A248 東西 5 114(38) S E532よ り新しヽ

S A249 東西 4 9(30) 225等間

S B250 南 北 3× 2 63(21) 45(15) 21等間 225等 間

S B 251 南北 3× 2 57(19) 39(13) 北から1あ -10`-18 195等間 S B253よ り古ヽ

S B252 東西 4× 3 81(27) 675⑫ 25) 225等 間 根石あり、S K6114,S E536よ り古い、平安

S B253 南北 3× 2 675(225) 42(14) 225等間 21等間 S B237・ 251よ り新しい、平安

S B 254 東西 4× 2以上 93(31) 南10 南廂付建物、平安

S B255 2× 2 42(14) 42(14) 21等間 1等間 S B 263・ S E 543よ り新しい、平安

S B256 東西 2× 2 36(12) 21等間 8等間 S E543よ り新しい、根石あり、平安

S B257 東西 2× 2 36(12) 21等間 8等間 根石あり、平安

S B 258 東西 3以上×2以上 以上 30(10)以上 21等間 5等間 根石あり、平安

S A259 東西 4以上 11等間 平安

S B260 南北 4以上 × 2 〕6(32)以上 54(18)以上 24等間 27等間 商から3間目に間と切り、S EM9,SK肺より新い＼鰯子A出土

S B261 2以上×2以上 36(12)以上 48(16)以上 18等間 24等間 S B262よ り新しヽ

S B262 1以上×2以上 18(6)以 上 42(14)以上 21等間 S B261・ 271よ り古ヽ

S B263 3以上×2以上 63(21)以上 48(16)以上 21等間 24等間 S B255。 S E543・ 544よ り古 t

S B264 南北 1以上 × 2 42(14)以上 21等間

S B 265 東西 3以上×1以上 48(16)以上 16以上 16等間

S B266 南北 3× 2 45(15)以上 30(10) 15等間 15等間

S B267 南北 1以上 × 2 16以上 16 16等間

S B 268 2以上Xl以上 36(18)以上 18等間

S B269 南北 1以上 × 2 30(10) 15等 間

S B270 3以上Xl以上 72(24)以上 24等間

館立柱建物・塀一覧表
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第326次調査第 1発掘区

第327次調査第 1発掘区

40m

第327次調査第 1発掘区 第351次調査第 2発掘区遺構平面図 (1/400)



遺構
番号

掘 形 枠

主要出土遺物 備  考
平面形

平面規模
(m)

深さ
(m)

平面形・構造 内法
(m)

水溜・ 濾過
装置等

S E517 不整円形
長径27

短径25
曲物底板

粋は抜 き取 られてヽ
る

S E518 隅丸方形
東西145

南北145 岬
魅

方形ということ
のみ判明

木炭敷とその下
に礫敷

桃核
枠は抜き取られてい
る。 S K601よ り古い

S E519 不整円形
長径056

短径044 腑魅
曲物 (径035)曲
物内木炭・礫敷

曲物
曲物 2段分のみ蕪 、
S K601よ り古い

S E520 長円形
長径08

短径07以上
長方形横板組

５

ぉ

０

×
四方とも1枚板使用、外側に縦板を
あてているe S Bttlt222よ り古い

S E521 隅丸方形
東西20 曲物 (径 055)

曲物内礫敷
斎串、曲物底板、
箸、漆塗板、桃核

枠は抜き取られて、
曲物のみ残存南北185

S E522 隅丸方形 15 方形横板組
曲物 (径 073)、
曲物内木炭・礫敷 桃核、6732A 枠は2段分残存

S E523 不整円形
長径11

短径09以上
Ｈ
阻

円形瓦質円筒 垂07 曲物(径06)と 、その外
側には縦板を並べている

瓜種、6663M 瓦質導水管を転用 し
ている可能性あり

S E524 不整円形
長径

10 長方形横板組
汚

α
東面のみ 2段で、他
は 1枚板を使用短径

S E525 隅丸方形
東西19

10 方形縦板組横桟
留 礫、木炭敷 櫛、有孔円盤

銅、桃核南北21以上

S E526 隅丸方形
東西14

南北14
木炭敷 枠は抜き取られている。

S E 527よ り新しい

S E527 不整円形
長径17以上

短径17
枠は抜き取られてヽ
る。 S E526よ り古ヽ

S E528 隅丸方形
西
一北

東
一南

14 方形横板組
９

ａ

Ｏ

×

笠褒
Ⅲ
て実濯,(短径O

:とデ段(長径0な短窪墨書土器、桃株阻2B、 Ы枠 3段分残存

S E529 不整円形
長径19

短径16
12 上段方形横板組

下段長方形横板組
07
6X0 礫敷 桃核 上部は粋 1段分残存

S E530 不整円形
斎串、瓜種、
ひょうたん皮

枠は抜き取られてヽ
る

S E531 円形 径10 12 円形曲物積み上
げ型 径06 曲物4段分 (痕跡)を確

認。S B 246よ り新しい

S E532 隅丸方形 12 曲物 (径06) 斎串、桃核
て
古

れ
り

うヽ

ょ凱
Ａ２２６
抜
Ｓ

榊
る。

S E533 隅丸方形 11 方形縦板組の可
能性

11 曲物 (径 065) 箸、り骸、ひょ
うたん

枠は大部分抜き取 ら
れている

S E534 隅丸方形
東西23

南北23
19 上段 方形横板組

下段 方形横板組

８５

７

ａ

ｏ 木炭敷
昌言砥石、櫛、箸、斎串、飯
具、クルミ株脇、出紛A

上段 2段、下段 4段

S E535 円形 径30 13 枠は抜き取られてヽ
る

S E536 隅丸方形
東西13

南】ヒ14
10 枠は抜き取られてヽ

る

S E537 隅丸方形
東西165

14
組
留

板
桟

縦
横

形
柱

方
隅

11
×08 黒色土器

S B252よ り翔千しヽ
平安以降南北21

S E538 円形 径15 13 曲物 (径05) 瓦器椀
粋は抜き取られてヽ
る、平安以降

S E539 隅丸方形
東西26

南北285
方形横板組 11 方形横板組 ⑩ 7)

2段
曲物、枡、木錘、箸、
斎串、刃子柄、瓦器統

枠11段分残存、枠板に
線刻あり。平安以降

S E540 隅丸方形
東西15

南北15
12 礫敷 曲物底板 枠は抜き取られてい

る

S E541 隅丸方形
東西215

南北22
方形縦板組
隅柱横桟留

08
×07〔

斎串、鉄斧、鉄鎌、桃
種、桃実、梅種、胡桃

S E542 隅丸方形
東西275

南北27
167 方形縦板組

隅柱横桟留
096
×09(

桃種、 6133、

6225
掘形は、西辺と揃えて二重になってお
り、掘り直しが行われた可能性あり

S E543 隅丸方形
方形縦板組
隅柱横桟留

092
×09〔

礫敷
荷札、曲物底
板

掘形埋土中より軒丸
瓦631l A出 土

S E544 不整円形
東西14以上

南北18
175

二綸栓早貴添多長iこ 合毯扇

29下も吾男翻 争ヒ怪

井戸一覧表 (1)
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構
号

遺
番

掘 形 枠

主要出土遣物 備  考
平面形 平面規模

(m)
深さ
(m)

平面形 。構造 内法
(m)

水溜・濾過
装置等

S E545 不整円形
長径185

244 円形瓦積 Ｍ
咄

垂

〕

曲物蓋、枠材
に刻印平瓦

鰐籍絲伍‖法燿齢聞
べる短径16

S E546 不整円形
東西23 方形横板組

隅柱横桟留
07

×071
曲物底板、桃
核

枠底中央から須試漁
横瓶出土

S E547 隅丸方形
東西225

方形横板組 曲物 (径06) 飩、期に抑嗽 MIC 枠 5段分残存
南北19

S E548 隅丸方形
東西305 ひょうたん型容器、枠底から

須承器重Q出土
枠は抜き取られてい
る南北24

S E549 不整円形
東西17

礫敷
枠は抜き取られている。礫敷は方形で四
隅に離のあたり醐あり南北188

S E 55C 隅丸方形
東西231

209 方形縦板組
横桟留

７

ィ

α

×

多角ス 桃係 二釈貝、隷糀
蝠 ふ 阻 C、 Olr・4D、 阻
℃南,p?i以上

S E551 不整円形
東西216 枠は抜き取られてい

る南北15

S E552 不整円形
東西20

鬼瓦
枠は抜き取られてヽ
る。平安以降南北40

S E553 不整円形
東西137 SE611よ り新しい。枠は抜き取られて

いる。鞍孵目百】ヒ144

S E554 楕円形
長1lЪ以上

箸
SESi3よ り古い。枠は抜き取られてい
るO平安以降短径169

井戸一覧表 (2)

今のところ他に例を見ない。

S K605 東西7.3m、 南北4.8m、 深さ0,2mの平面が隅丸長方形の土坑である。埋土か

らは奈良時代の土器が多量に出土 した。重複関係からS B 260よ り古い。

S X 804・ 805 S X804は S B 248の南西角す ぐ西で検出した土器埋納土坑である。掘形

は東西0.28m、 南北0.33mの平面不整円形で、検出面からの深さは0.lmで ある。坑内には

土師器鍋 Bが埋置され、鍋の中には土師器杯Aが入れられている。鍋の内部には土が充満

土器埋納土坑 S X804 平面・立面図 (1/10) 土器埋納土坑S X805 平面 。立面図 (1/10)

|―

i45'2900

n
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しており、内容物はなかった。位置的にみて、 S B248に 伴 う胞衣壺 もしくは地鎮 に関す

るものであると考えられる。 S X805は S B 264の南東で検出した土器埋納土坑である。掘

形は、径0.25mの平面円形で、検出面からの深さは0.13mで ある。坑内には須恵器杯 Bが

須恵器杯蓋をかぶせた状態で埋置されている。内部には土が充満しており、内容物はなかっ

た。位置的にみて、 S B 2641こ 伴 う胞衣壺 もしくは地鎮に関するものであると考え られる。

平安時代以降の遺構 掘立柱建物 9棟、掘立柱塀 1条、井戸 8基、土坑 4基、溝 4条あ

る。重複関係や配置から少なくとも2時期以上の変遷がある。

S B250～ 258・ S A 259 建物 9棟、塀 1条ある。概要 は一覧表にまとめた。それぞれ

の建物の柱掘形か らは瓦器片が出土 した。また、 S B 252・ 256～ 258は 掘形底に人頭大の

石を柱の根石として据えている。

S E 537～ 539・ 544～ 545・ 552～ 554 井戸

8基ある。そのうち枠が残存 していたものは

3基ある。 S E 537は 方形縦板組隅柱横桟留

の井戸で、枠内からは黒色土器が出土 した。

S B252よ りも新 しい。 S E 538は枠が抜 き取

られており、掘形底の水溜部分には曲物が残っ

ていた。抜き取 り埋土から瓦器椀が出土した。

S E539は東西2.6m、 南北285m、 検出面か

らの深さ4.5mの 平面隅丸形の掘形で、掘形

底に内法一辺0,7mの 方形横板組の枠を二段

組み、その上段には内法一辺1lmの方形横

板組の枠を11段据えている。さらにその上部

には方形縦板組隅柱横桟留の枠が構築されて

いたことが、南東隅に残存する隅柱と縦板か

ら推察できる。井戸の掘形からは12世紀末の

瓦器が出上 している。枠内は一気に埋まって

おり、埋土からは12世紀末の瓦器、土師器皿、

木錐、斎串、刀子柄、箸、小型の馬鍬が出土

している。さらに、枠内埋土上層からは長径

0.52m、 短径0.33m、 高 さ019mの長円形の

曲物が木製の蓋を釘で止めた上、さらに縄で

縛った状態で出土 した。曲物の中には木製桝

1点 と、平瓦 4枚、軒丸瓦の瓦当 1枚、 15cm

=
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大の三笠安山岩が 1点納められていた。木製桝以外の瓦礫は曲物を沈めるための重 りとし

て入れた可能性が高い。木製桝は内法寸14.7× 14.7× 7 5cm、 容量 は1620675∬で、その容

量は近世に制定された京桝の 1升に近い数値となっている。ただ、平安時代後半には律令

体制の崩壊に伴い、公定桝だけでなく、私桝 もかなり出回っていることから、今回出土 し

た桝がどちらに該当するかは明らかではない。 S E545は 円形瓦積の井戸で、掘形底に円

形に15cm前後の石を並べ、その上に平瓦を積み上げている。枠材に用いられた平瓦には文

字瓦や焼けひずんだものが含まれていた。

S D109～ 112 S D 109は 幅10～2.5m、 深さ03m、 長さ20m以上の北東方向から土坑 S

K601に 流れこむ素掘 りの溝である。埋土からは瓦器、羽釜が出土 した。 S D l10は幅1.8～

2.8m、 深さ0.8m、 長さ15.5m以上のS K601に 流れこむ南北方向の素掘 りの溝で、埋土か

らは瓦器、羽釜が出土 した。 S D lllは幅04m以上、深さ0.23m、 長 さ72m以上の南北方

向の素掘 りの溝である。埋土から多量の瓦器と瓦が出土 した。 S D l12は 幅05m以上、深

さ0.48m、 長さ133m以上の南北方向の素掘 りの溝である。 S D lllよ りも古い。 これ らの

溝はS K601と 一連の遺構である可能性がある。

S K601～ 604 S K601は東西11.Om以上、南北12.5m、 深さ1.Omの平面が隅丸長方形の

池状土坑である。掘形内には灰色粘上が厚 く堆積 しており、土坑内には常に水が溜まって

ものと考えられる。また、掘形底では、植物の葉脈や根の痕跡を多数確認 した。 S D 109・

110か ら水が土坑内に流れこむようになっており、ここで水耕栽培を していた可能性 もあ

る。遺構は発掘区よりさらに西に拡がっているが、発掘区のす ぐ西には二・七坪坪境小路

が想定できることから、この時代にも坪境小路が存続 していたならば、小路西側溝につな

がっていた可能性が高い。もし、さらに七坪まで拡がっていたとするならば、その時期に

は坪境小路は存続 していなかったということになろう。 S K602は 東西60m以上、南北8.5

m以上、深さ085mの 土坑で S K601よ りも古い。埋上の堆積状況が S K601と 非常に似て

いることから、同様の性格の上坑であると考えられる。 S K603は 東西75m、 南北3.Om以

上、深さ02mの平面が隅丸長方形の上坑で、埋土からは平安時代後期の瓦器が出土 した。

S K604は東西3.5m、 南北2.5m、 深さ0.2mの 平面が隅丸長方形の土坑で、埋土か らは平

安時代後期の瓦器が出土 した。 S K603よ りも古い。            (久 保清子)

Ⅳ 出土遺物

出土 した遺物には、奈良時代の瓦類、土器類、木製品、石製品、金属製品、平安時代の

瓦類、土器類、木製品がある。以下、主なものについてのみ記す。

瓦 類 瓦類は遺物整理箱で125箱分出土 した。丸瓦 。平瓦が大半であるが、軒丸瓦30

点、軒平瓦30点、鬼瓦 1点、施釉瓦 2点、文字瓦 1点、瓦製円筒 1点、博40点がある。 こ

こでは軒丸瓦、軒平瓦、文字瓦、施釉瓦、瓦製円筒について述べる。
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出土 した軒丸瓦の内訳は、6132A l点、6138種別不明 1点、6225A l点、6225種別不明

1点、6282B l点、6307B l点、631lA l点、法隆寺37E l点 、平安時代以降 2点、型式

不明20点である。出土 した軒平瓦の内訳は、6641 E l点、6663 C l点 、6663M l点、6664

Dl点、6664 F l点、6664 G l点、6664H l点、6665A l点、6667A2点 、6689Aa l点 、

6691 A l点、6691 B l点、671l B l点、6721C5点 、6721 G l点、6730A l点、6732A l点、

6732 K l点、6763A l点、平安時代以降 1点、型式不明 5点である。 1は 6730Aの 左側半

分の破片だが、従来報告されている紋様の欠損部分を補 うものなので図示 しておく。 2は

文字瓦「男□」の陽刻で、平瓦凹面の端面に近い位置に縦に並べて押捺されている。西隆

寺出土資料に「男男」と横に並べて押捺されたものがあることが知 られていることか ら、

「□」の文字 も「男」と思われる。なお刻印「男」は a～ cの 3種類あることが知 られて

いるが、今回のものは新資料である。

施釉瓦は2点出土 した。 2点共に緑釉単彩のものである。いずれも小破片であるが内 1

点は平瓦凹面部分に施釉 したものであることがわかる。

瓦製円筒 3は、径約83cm、 高さ約42cm、 厚さ約 3 cmで、一方の端部の 1箇所に半円形の

切 り欠きがある。外面には縄叩き目が連続 し、内面には布目が残る。内面には端面 と垂直

方向の布の綴 じ合せ目が 1箇所、端面と垂直方向の指ナデ痕が 8箇所、糸切痕が確認でき

る。内面の指ナデ痕は布目のうえから施されている。以上の観察から、この瓦製円筒 は、

粘土角材から切 り取 った、少なくとも8枚の粘土板を、布をかぶせた円筒状器具に巻 きつ

け、外面を叩きしめた後、円筒状器具からはず し、内面の粘土板合わせ目を指ナデによっ

て消 して成形されたものと考えられる。半円形の切 り欠きがある方の端部では歪みがみ ら

れ、外面端部付近には縄叩き目は無い。対称的に反対側では縄叩き目が端部にもあり、内

面端部付近には丁寧なヨコナデが施されている。このことから成形時は、切 り欠きのある

方を下にしたものと考えられる。この瓦製円筒はS E523の井戸枠への転用品 として出土

したため、当初の用途は不明である。瓦製ではあるが、その形態から屋根上に置かれたも

のとは考え難い。中国の例ではあるが、雨山飲官遺跡では、本例と同様の形、大 きさのも

のを 8段積み重ね、集水槽として使用されていたと報告されている。おそらく本例 も単体

で使用されたものとは考え難 く、同様のものを縦にいくつか積み重ねて使用されていたと

思われる。その際、半円形の切 り欠きを上下合わせ、そこに土管、木樋などを差 し込み、

集水施設として利用 したものとも考えられる。 傾 田憲二良D

土器類 今回の調査で出土 した土器類は、遺物整理箱で約50箱分ある。そのほとんどが

奈良時代から中世にかけてのものである。ここではそのうち、 S E 538と S E 539出 土土器

について記す。 S E539出 土土器には土師器皿(1～ 19)、 白色土器皿 (20)、 瓦器皿(21～23)、

瓦器小椀 (24)、 瓦器椀 (25～ 27)、 東播系須恵器捏鉢 (29)、 白磁玉縁碗(28)が ある。いずれ
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1

2

0                                        20cm

出土木製品 。金属製品・石製品 (2は 1/8、 4・ 5。 7は 1/2、 他は1/4)

6は佐波理の円盤状製品である。中央に小孔があり、その裏の両側に針金状のものを掛け

た痕跡がある。蓋か何かであったものの縁を切 り落としたものと思われる。 7は鉄斧であ

る。袋部内に木柄の一部が残る。 8は流紋岩製砥石である。側面に習書がある。 9は紡錘

車の滑石製紡輪である。裏面に放射状の線刻がある。10は流紋岩製の用途不明品である。

突部にはタールが薄 く付着 している。以上、 1～ 3は S E 539、 4・ 8は S E 534、 5は S

E531、 6は S E 525、 7は S E541、 9は包含層、10は柱穴から出土 した。  (田林香織)

註1)日本計量史学会篠原俊次氏よりご教示頂いた。

註2)小澤毅「第3章遺物3瓦博」『西大寺防災施設工事。発掘報告書』西大寺1990

註3)王学理「第五章 歴史的物証(9滲井有井圏」F秦始皇陵研究』1994

③

雹

0
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修)平城京右京二条三坊六坪の調査 第327-5次

I 調査の目的

調査地の右京二条三坊六坪ではこれまでに第286-2次 、第292-1次 、第310-2・ 3次、第326

-2次 の計 5次にわたる発掘調査を行なっている。今回報告するのは、六坪西端中央部か ら

十一坪中央部にかけて調査を行なったものであるが、それぞれの坪内の様相を知ることの

他、六坪と十一坪を限る西三坊坊間路の検出や、これに関連する築地の有無の確認を目的

に調査を行なった。この調査のうち、西三坊坊間路と十一坪内の発掘調査の概要は、第35

1-1次調査とともに別項で報告する。

Ⅱ 調査地の層相

層序は、灰黒色砂質土 (旧作土)、 灰白色砂質土 (床土)、 灰茶色砂質土、暗赤茶色砂質

土、灰褐色土と続き、地表下約06mで、黄灰色土の地山にいたる。暗赤茶色砂質土上面

から掘 りこまれている溝 もあるが、奈良・平安時代の遺構やこれより古い時期の遺構は、

すべて黄灰色上の地山上面で検出した。地山上面の標高は概ね72.8mで ある。

Ⅲ 検出遺構

検出した遺構には、古墳時代以前の溝、奈良 。平安時代の掘立柱建物、土坑、井戸があ

る。

古墳時代以前の遺構 素掘 りの溝 2条を検出した。いずれも国上方眼方位北で西に振れ

る斜行清である。 S D12は南東から北西方向の長さ24m以上の斜行溝である。幅1.8～ 2.1

m、 深さ0,25mで ある。一部、二段掘 りになっている部分がある。 S D13は 南東か ら北西

方向の長さ24m以上の斜行溝である。幅1.0～ 1.2m、 深さ0.3mで ある。どち らの溝 も遺物

は出土 しているものの、小片であるため時期を特定することはできないが、周辺の調査例

からみて、弥生時代から古墳時代の溝であると考えられる。

奈良 。平安時代の遺構 奈良・平安時代の掘立柱建物、井戸、土坑を検出している。 こ

の発掘区内では西三坊坊間路の側溝や築地の雨落ち溝はみつからなかった。後述する十一

坪の成果ともあわせて、今回の発掘区内では西三坊坊間路には築地がなかったと考えられ

1 灰黒色砂質土(旧 作土)5 灰褐色土

2 灰白色砂質土(床土) 6 灰掲色砂質土

3 灰茶色砂質±     7 黄灰色土と灰褐色上の混合土

4 暗赤灰色砂質±    8 黄灰色土と灰色砂質上の混合土

灰色砂質土

赤茶色土と灰色上の混合土

灰色砂質土と赤茶色上の混合土

第327次調査 第 5発掘区(東)北壁土層図 (1/100)
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第327次調査 第 5発掘区(東)遺構平面図 (1/300)

る。掘立柱建物は13棟検出したが、概要については一覧表にまとめた。建物の位置や重複

関係から3時期以上の変遷があると考えられる。 S B 341・ 342・ 343か らは瓦器が出土 し

ており、平安時代の建物であることがわかる。井戸 2基 についても概要は一覧表にまとめ

ている。いずれも井戸枠が残存している。 S E 531は方形縦板組横桟留めの井戸で、隅柱

6

第327次調査
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遺 構
番 号

棟
方向

規 模
桁行 ×梁間

桁行全長
m(尺 )

梁行全長
m(尺 )

梁行柱間
寸法(m)

梁行柱間
寸法(m)

廂の出
(m)

備  考

S B 332 南北 3以上 × 2 16-17 8等間

S B 333 東 西 2以上 × 2 (7) 21 8等間

S B 334 南北 3× 2 48(16) 15-16-17 8等間

S B335 東西 2以上 × 2 (7) 3 5等間

S B386 東 西 2以上 × 2 (6) (12) 8等間

S B337 東西 4以上 × 3 63(21) 21等間 8等間

S B338 南北 3× 2 16等間 8等間

S B339 東西 4以上 × 2 18等間 8等間

S B340 東 西 3× 2 66(22) 21-24-21 1等間

S B 341 東 西 3× 2 12-15-15 5-18

S B 342 東西 3× 2 (21) 21等間 1等間 平安時代

S B 343 東 西 3× 2 15等 間 5等間 平安時代

S B 344 東西 3間 21 7 平安時代

建物一覧表

構
号

遺
番

掘 形 枠

主要出土遺物 備  考
平面形

平面規模
(m)

深さ
(m)

平面形・構造
内法
(m)

水溜・濾過
装置等

S E531 不整円形
東西31

南北28
24 万形縦板組横″

留
083
×08〔

通
開

年
功申躙的

銭
宝
弥

E期新段階 (10世紀
前半)

S E532 不整円形
右形縦板組隅だ

横桟留

×

４

３

９ 曲物 黒色土器B類 Ⅱ期古段階 (9世紀
中頃)

井戸一覧表

がないものである。縦板はそれぞれの面に14～17枚使われている。枠材の長 さは0.6～ 1.8

mである。横桟は3段残存 していた。 S E532は 方形縦板組隅柱横桟留めの井戸で、縦板

は西が最 も少なく13枚で、東が21枚、南が24枚、北が18枚使用 している。枠材の長 さは0.3

～0.9mで ある。横桟は 3段残存 していた。底には径0.63m、 深さ0.42mの 曲物を据えてい

て、井戸の底はすり鉢状になっている。この 2つ の井戸は出土遺物から平安時代初頭か ら

前半のものであることがわかる。

Ⅳ 出土遺物

瓦類には丸瓦・ 平瓦・ 軒丸瓦・軒平瓦・蜂がある。軒瓦は14点出土 した。軒丸瓦の内訳

は6284 C l点、6282B b l点、6301 B l点、6282 B l点、型式不明 2点である。軒平瓦の

内訳は6641E2点、6685A2点 、6647D l点、6691 A l点、6721 E l点 、型式不明 1点で

ある。この内 S E531掘 形から6284C・ 6641Eが、 S E532掘形から6641Eが、S B 387東妻

の柱掘形から6271Eが 出土 した。土器類でまとまったものに、 S E531、 532か ら出土 した

ものがある。 S E 531の枠内からは土師器、黒色土器、須恵器が出土 し、南都 Ⅱ期新段階

(10世紀前半)に位置付けられる。 S E532の 掘形から土師器、黒色土器、須恵器が、枠内

から土師器、須恵器、緑釉陶器が出土 した。掘形の土器は南都 I期新段階 (9世紀前半 )、

枠内の土器は南都Ⅱ期古段階 (9世紀中頃)に位置付けられる。銭貨 としては S E 531の

井戸枠内から、高年通宝 1枚 と神功開賓 4枚が出上 した。

-15-―
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(働 平城京右京二条三坊九坪の調査 第327-2・ 4次

I 調査の目的

右京二条三坊九坪では、坪南辺の様相の確認を目的として、第327次第 2・ 4発掘区の 2

ケ所の発掘区を設定 し調査を実施 した。

Ⅱ 調査地の地形と層相

調査地は西から東へ延びる微高地の北斜面に位置する。基本的な層序は、黒灰色土 (作

土)、 灰色砂質土、黄灰褐色土と続き、現地表下0,3～ 0.5mで淡黄灰色粘土 もしくは、責灰

色砂の地山に達する。奈良時代の遺構面はこの地山上面で、その標高 は、第 2発掘区で

70.6～ 709m、 第 4発掘区で71,4～ 71.6mで ある。なお、遺構はすべてこの地山上面で検出

した。

Ⅲ 検出遺構

ド
剛

第327次調査 第 2・ 4発掘区 遺構平面図 (1/400)

区掘
―
―
―

発第

20m第327次調査
」       I

第327次調査
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奈良時代の掘立柱建物16棟 (S B201～ 216)、 井戸 2基 (S E501・ 502)、 溝 1条 (S Dl

09)と 旧河道 (S D l10)が ある。これらの遺構は、重複関係か ら3時期以上の変遷があ

る。なお、掘立柱建物、井戸の概要については一覧表にまとめた。

S D109・ 110 S D 109は 幅3.0～ 1.Om、 深さ0.2mの 東西方向の素掘 りの溝である。埋土

から奈良時代の土器が出土 した。 S D l10は 幅52m以上、深さ2.2m以上の北西方向か ら南

東へ流れる旧河道の南岸である。埋土からは、奈良時代の土器 と近世の陶磁器や瓦片が少

量出土 した。

九・ 十坪坪境小路は、発掘区内では確認されなかった。恐 らく、今回の発掘区と第327

次第 3発掘区との間に位置するものと想定できる。             鉄 保清子)

Ⅳ 出土遺物

奈良時代の瓦類、土器類、木製品等があるが、今回は瓦類についてのみ報告する。

出土瓦類の大半は丸瓦、平瓦で、軒丸瓦 8点、軒平瓦 3点、嬉 1点を含む。その内訳 は

軒丸瓦6225種別不明 1点、6278種別不明 1点、6281B2点 、6307 B l点、形式不明 3点で

ある。軒平瓦の内訳は6641A l点、6663 E l点、形式不明 1点である。 この内、6307Bは

S E502か ら、6663Eは S B 202か ら出土 した。 (原 田憲二郎)

遺 構
番 号

棟
方向

規 模
桁行×梁間|

桁行全長
m(尺 )

梁行全長
m(尺 )

梁行柱間
寸法(m)

梁行柱間
寸法(m)

廂の出
(m)

備  考

S B201 南北 8× 2 39(13)

S B 202 東西 3以上Xl以上 39(13) 30(10) 妻柱未検出、軒瓦6663E出 土

S B203 南北 3× 2以上 18(6)以 上 15-15-165 西廂付建物か ?

S B 204 南北 3× 2 585 42(21) 21 S B206よ り剰〒しヽ

S B205 南北 3× 1以上 585 195

S B206 南 北 3× 2 39(13) S B204よ り古ヽ

S B207 東西 [以上 × 2 39(13)

S B208 東 西 3以上 × 2 51(27)以上 33(11) 255

S B209 東西 3以上 × 2 42(21)以上 33(11)

S B2 0 南北 3× 2以上 585(195) 27(9)以 上 東廂付建物、S B211よ り古ヽ

S B2 1 南北 5× 2 105(35) 48(16) S B 210・ 212よ り新しい

S B2 2 南北 3× 2以上 555(185) 24(8)以 上 東廂付建物か ?S B211よ り古い

S B2 3 南北 3× 1以上 495(165) 165 S B 215よ り古い

S B2 4 南北 3× 2 495(165) 42(21)

S B2 5 南北 3× 2 495(165) 33(11) S B213よ り新しヽ

S B2 6 東西 2以上 × 2 18(6)以 上 36(12)

建物一覧表

遺構
番号

掘 形 枠

主要出土遺物 備  考
平面形

平面規模
(m) 漆

⑩
平面形・構造 内法

(m)
過濾

等
・
置

溜
装

水

S E501 隅丸方形
k西185以上

南北18
方形横板組隅柱 礫敷

脚、田物底収、
桃種、 墨書土
器

隅柱 2本は長押の転
用の可能性あり

S E502 不整円形
,形縦板組隅t

横桟留

ノJ十、汽串、ま
曲物、紡鍾車、
群苗〒AR∩7R

埋■ ttに りЪ種、 ヒョ
ウタン、 クル ミ種含
す|

井戸一覧表

―-17-―



14)平城京右京二条三坊十坪の調査 第327-3次

I 調査の目的

調査地は右京二条三坊十坪の北東部に位置 し、第317次調査北発掘区の西側に隣接 して

いる。十坪 としては2度目の調査である。今回の調査は、前回の調査結果 とあわせ、十坪

内の遺構の把握を目的として実施 した。

Ⅱ 調査地の地形と層相

調査地は東へ少 しずつ低 くなる微高地にある。発掘区南西部の層序 は作土 (0,3m)の

下に部分的に床土 (0.lm)、 茶灰色土 (0.lm)を はさみ、黄灰色砂の地山に至る。地山上

面の標高は71.4mで ある。北東部の層序は作土と床土の下に約0。9mの堆積上があり、明灰

色砂または暗灰茶色上の地山に達する。地山上面の標高は70.4mで、南西部 との差は1.Om

ある。奈良時代の遺構面は地山上面である。

Ⅲ 検出遺構

検出した遺構には奈良～平安時代初頭の掘立柱建物18棟、掘立柱塀 5条、井戸 3基、土

坑 2基がある。以下、主なものについて記す。なお掘立柱建物、掘立柱塀、井戸の概要 は

一覧表にまとめた。

明灰茶色砂質土 (素掘溝)1 灰黒色砂質土 (耕 土)

2 灰白色砂質土(床上)

3 明茶褐色砂質土

4 赤茶褐色シル ト

5 黄灰色砂質土

6 黄灰自色砂質土

北壁土層図

茶灰褐色砂

橙灰色砂

灰褐色砂質土

明灰色砂、含褐色粘質土

明灰褐色砂質土

灰褐色砂質土、含粘質土ブロック(柱穴)

灰褐色砂、含粘質土プロック(柱穴)  L一          .           Im

灰黒色砂質ンル ト

灰自色砂

灰黄色砂質上

黄灰色砂

灰黒色砂質土 (耕土)7 灰色砂質土 (排水管の掘形)19 明灰色～暗青灰色からシル ト質砂O調う
灰白色砂質土 (床土)3 暗茶灰色±        14 暗灰色ンル ト(S K301)
赤茶褐色シル ト   9 黄灰白色砂質±      15 暗灰青色砂、合ンル ト(s K602)
明茶褐色砂質土   よ0 黄灰色砂質±       16 黄茶色シル ト

灰自色砂、含黄灰色土 (素掘溝)11 暗灰褐色砂質± 17 明灰色粗粒砂～レキ

黄灰色砂質土 (素掘溝)12 暗灰色砂 (撹乱)    18 明灰色砂～暗灰茶色土

第327次調査 第 3発掘区北・東壁土層図 (1/100)

灰黒色砂質土 (耕土)7 灰色砂質土 (排水管の掘形)

-18-
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第327次調査 第 3発掘区 遺構平面図 (1/400)

I第317次調査 北発掘区



S A217 発掘区北側のほぼ中央で検出した南北 6間 の掘立柱塀である。第292-1次調査

で検出した六 。十一坪境小路 (S F 0611)道路心から西へ約42mの ところにあるので、坪

で東西に三分割 した場合の、東から約1/3に位置すると思われる。

S A222 発掘区北西部で検出した東西 8間以上の掘立柱塀である。 S A217と 接続 して

S B 214、 215の周囲をL字形に区画 していた可能性がある。

S A 228 発掘区西側中央で検出した東西 5間 の掘立柱塀である。 S B 227と 柱筋がそろ

うので南廂の可能性 もある。 しかし、 S B 227の南側柱列との距離が開 きすぎるので、掘

立柱塀として考える。

S A 233・ 234 第317次調査地北発掘区で、東廂付南北棟建物 S B 206の 廂 として報告 し

ていたが、今回の発掘区内で身舎部分を検出できなかったので、掘立柱塀 2条に改める。

S B215 桁行 4間、梁間 2間の東西棟建物である。

西側の S B 214と は北側柱列の筋が揃 うので同 じ時期の

建物である可能性がある。

S B220・ 221 発掘区南西部で重複 して検出した桁行

4間以上、梁間 3間の北廂付東西棟建物である。 2棟は

桁行と梁間、それぞれの柱間もほぼ等 しい。重複関係か

らS B220は S B 221の廃絶後、少 し北にずれた位置で建

て替えた建物である。 S B 220の 北側柱列の東か ら 1番

目の柱掘形から、軒丸瓦6301Bが 1点出土 している。

S B223・ 224 発掘区北東部で重複 して検出した桁行

4間、梁間 2間 の南北棟建物である。ほぼ同 じ位置で建 建物S B 223柱 穴1平面図・立面図 (1/40)

1田
SB223

LH,71 lnl

S B223柱 /‐k4   S B224

0                10m

建物S B223 柱穴 2・ 3・ 4 平面・立面図 (1/40)

=

S B223柱 穴 3
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て替えをしている。

】ヒ側のS B 224は 】ヒ

側妻柱の掘形 と、西

側柱列の北から 1、

3、 4、 5番目の柱

掘形から柱の礎板に

したと思われる平鳳

丸瓦が出上 した。出

土状況を図示 した柱

穴は模式図と番号で

示 した。

S E503 発掘区

北東部で検出した井

戸である。井戸枠 は

抜き取 られていてそ

の構造は不明である

が、掘削中に薄い板

材が出上 しているの

朝 の井産 あっ

た可能性がある。検

出時の平面形は楕円

1 暗灰色砂質土 明灰LVl混 る

含音灰色粘質土プロック

2 暗灰色粘質土

含青灰色粘質土ノロック

8 音灰色質ンルト

含青灰色粘質土ノロック

4 暗青灰色砂質土～砂

含青灰色粘質■ブロック

―

井戸 S E504 平面・立面図 (1/50)

形であるが、井戸枠を抜き取るときに北側から掘った掘形のためで本来の井戸掘形は円形

に近い形をしていたと思われる。奈良時代前半の須恵器平瓶、土師器杯などが出土してい

る。

S E504 発掘区のほぼ中央で検出した方形縦板組隅柱横桟留めの井戸である。枠内か

ら南都 I期中段階 (8世紀末～ 9世紀初頭)の土師器、須恵器と軒丸瓦6313A、 6252E、 6

1330が各 1点出土した。

S E505 S E 504の すぐ南で検出した井戸である。 S E 503同様に抜き取 られていてそ

の構造は不明である。出土遺物は少なかったが、軒丸瓦6225Lが 1点出上している。

$田川富貴子)

Ⅳ 出土遺物

瓦 類 出土瓦類の総量は遺物整理箱15箱である。大半は丸瓦・平瓦であるが軒丸瓦 8

点、軒平瓦 1点、蜂 1点を含む。ここでは軒瓦について報告する。軒丸瓦の内訳は61330

-20-



遺 構
番 号

棟
方向

規 模
桁行×梁間

桁行全長
m(尺 )

梁行全長
m(尺 )

梁行柱間
寸法(m)

梁行柱間
寸法(m)

廂の出
(m)

備  考

SB 2 頁 西 5× 2以上 18(60) 54以上 30等間 27等闇

SB 3 東西 3× 1以上 81(27) 24以上 24-27-30
S B2 4 東西 1以上 × 2 21以上 42(14) 21等間 S B216よ り新 しヽ

SB 5 東西 4× 2 90(30) 42(14) 91-94-21-,4 21等間 S E503よ り新しい、S B 216よ り古い

SB 6 東 西 2以上 × 2 42以上 72(24) 21等間 24等間 東21 東廂付
SA 南 北 6 114(38) S B218よ り刊〒しヽヽ

S B218 東西 7× 2 168(56) 48(16) 24等間 24等間

S B219 東西 3× 2 63(21) 42(14) 21等間 21等間 SB218よ り古ヽ

S B220 東西 4以上 × 3 114以上 84(28) 27-38-,7-30 30-24-30 北30 北廂付
S B 221 東 西 4以上 × 3 114以上 81(27D 30-?子 -30-9T 30-27-24 北廂付、 S B 220よ り古ヽ

S A222 東 西 8以上 174(58) S B218よ り古い

S B223 南北 4× 2 90(30) 5) 27-91-21-21 24-21 S B224よ り新しい、瓦を確板とする柱穴がある

S B224 南北 4× 2 90(30) 5) 27-94-18-91 21-24 S B223よ り古ヽ

S B225 居育Jヒ 3× 2 4(18) 3) 18等間 18-21 S B218,S B226よ り古ヽ

S B226 頁 西 4× 2 4(38) 30-?4-30-30 30-24 S B227よ り新しヽ

S B227 東 西 5× 3 3(41) 2191_94_97_2子 21等間 S B218よ り古い、東西両廂付
S A228 東西 5 6(42)

S B229 東西 4× 2 96(32) 45(15) 24等間 27-18
S B230 東 西 5× 2 114(38) 54(18) 21B4_94_18‐ 2T 27等間
S B231 目こJヒ 2× 2 48(16) 42(14) 24等間 21等間

S B 232 東西 4× 1以上 54(18) 33(11) 18等間

S A233 南北 6 147(49) 第317次北発掘区S B206を 改めて、塀2条とする
S A234 南 北 5 171(57)

建物一覧表

構
号

遺
番

掘 形 枠

主要出土遺物 備  考
平面形

平面規模
(m)

深さ
(m) 平面形・構造 朧

ω
過濾

等
・
置

溜
装

水

S E503 円形か
東西194

縦板組か
枠は北側から抜き取
られていた。薄い板
材のみ残る南北16

S E504 不整円形 方形縦板組隅柱
横桟留

つ

∈

余勒
ア、鍵、
大杉 健』融櫛S E505 不整円形

東西26
不 明 軒丸瓦 枠は抜き取られてヽ

る南北285

井戸一覧表

1点6255E l点、6255 L l点、6301B2点 、6313A l点、型式不明 1点である。軒平瓦は6

7320で ある。なお、遺構から出土 したものは検出遺構本文中に明記 してある。

傾 田憲二良p

土器類 遺物整理箱で41箱分の遺物が出土 した。今回はS E 504枠 内出上のものについ

て報告する。図示 したものは 1～ 23が土師器、24・ 25が土錘、26～37が須恵器、38が硯、3

9が奈良三彩壺A(巻頭図版)である。土師器食器類の調整 は C手法のものが多いが ミガ

キのみられるもの (12～ 16)が ある。須恵器食器類の調整はいずれも底部外面がヘラキ リ

の後、不定方向のナデ、日縁部が回転ナデである。底部外面に墨書のあるものがあり、 2

が「大」、 3が「西J、 11が「□□□□」、35が「上」、36が「八」である。これ らの上器 は、

南都 I期中段階 (8世紀末～ 9世紀初)の ものと考えられる。 (池田裕英)

その他の遺物 S E504か ら出土 した木製品、銭貨、木簡の主なものについて述べる。

特にことわりのないものは井戸枠内から出土 した。 1～ 8は AⅢ型式の桧扇である。要で
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井戸S E504出 土土器・ 土製品鬱)(1/4)

とつに綴じ、綴り目孔を開けて綴じ紐を通すのではなく、末の両側をV字に切り欠いて綴

じ紐をかけ、綴り合わせるものである。 8枚 とも同一個体のものと思われる。片面に蓮華

の墨画がある。 9・ 10は CⅢ型式の斎串である。11・ 12は人形である。11はAIa型式で、

股をV字形に切り欠く。12はAIb型式で、足先から切れ目を入れ、股で折ってコの字形

にする。ともに墨書はない。13は留針か、針耳はないが木針であると思われる。先へ向け

てやや扁平に削り、先端は丸くする。14は刀子である。木柄と刀身とは別々の状態で、出
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土した。15は鋪 (や く)である。倉庫などに

使用する鍵の一種である。現代でも古い寺社

などで同様のものを使用しているところがあ

る。木柄は、鉄製の勾状部から外れて出土 し

た。銭貨は高年通費 2枚 (16・ 17)、 神功開

費 7枚 (18～ 20)、 井戸の埋土上部から北宋

銭の至同元賓 (21)が出上した。木簡は墨書

のあるものは全部で 7点出土している。ほと

んどが破片であるが、その中で文字が判読で

きるもの3点について釈文を記す。一の「紫

菜」とは海苔のことである。二は掘形から出

(田林香織)

I-12
-1

畿 Q
餞⑬i

井戸S E504出 土木製品・金属製品・銭貨 (1～ 14は 1/4、 15は 1/8、 16～ 21は 1/2)
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□
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□
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□
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脩)平城京右京二条三坊十一坪の調査 第327-5・ 351-1次

I 調査の目的

十一坪では平成 6年度に坪の北東隅にあたる位置で第29外 1・ 2次調査を行なっていて、

古墳時代の溝や六坪 と十一坪を限る西三坊坊間路とその両側溝、奈良 。平安時代の掘立柱

建物、井戸などを検出している。今回の調査地は十一坪の東辺部から中央部にあたり、調

査地東端には西三坊坊間路が想定され、これと両側溝の検出、坪内の宅地利用の解明を主

目的に調査を行なった。

Ⅱ 調査地の地形と層相

調査地は、西から東に緩やかに下る微高地上に位置 している。また、調査地は水田化の

ための段差がみられ、南から北に向かって低 くなっている。発掘区の基本的な層序は黒灰

色土 (旧作土)、 灰白色土、褐灰色土と続き、責褐色粘上の地山となる。発掘区内の標高

は南西部が最 も高 く、73.9mで、最 も低い北東部で72,7mで ある。遺構 は全て この地山上

面で検出した。

Ⅲ 検出遺構

主な検出遺構には古墳時代以前の溝、奈良～平安時代の道路、溝、掘立柱建物、掘立柱

塀、井戸、土坑がある。

古墳時代以前の遺構 溝 4条 (S D02～05)を検出した。 S D02は 幅0.3～ 0.6mで 、深

さ0.2mの 断面がU字形の素掘 りの溝である。六坪で検出したS Dllか ら続 くもので、第 2

92-2次調査で検出したS D01と つながることが明らかとなった。 S D04は 幅0.5～ 1.Om、

深さ0,2～ 0.3mの 素掘 りの溝である。埋土から川西宏幸編年V期の円筒埴輪が出上 した。

奈良 。平安時代の遺構 道路 2条、道路側溝 4条、掘立柱建物41棟、掘立柱塀 3条、井

戸 7基、土坑がある。なお、掘立柱建物・塀、井戸については一覧表にまとめた。

S F 0611 西三坊坊間路である。路面幅は約 6mで、側溝心心間では約 8mである。第

3                            4m

1 黒灰色土(作土)     7 暗褐灰色土
2 灰白色土(床土)    8 灰掲色土
3 茶灰色±        9 褐灰色砂質土
4 褐灰色±        10 暗茶灰色粘土
5 淡茶灰色±       11 茶橙色+褐灰色土
6 褐灰色土(橙茶色土混り)12 茶灰色砂質上

13 褐茶色砂       19 青灰色砂
14 褐茶色土+褐灰色±  20 灰黒色シル ト
15 橙茶色土+褐灰色粘± 21 青灰色砂十灰黒色土
16 橙茶色土十暗茶褐色± 22 淡褐灰色シル ト
17 白灰色砂       23 暗青灰色シル ト
18 橙黄色±       24 褐灰色粘土+灰褐色砂

第327次調査 第 5発掘区南壁土層図 (1/100)
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292-1・ 2次調査で、この道路は丘陵を南北に切 り通 して造 ったものであることが明 らかと

なったが、本調査でもこのことを追認できた。また、北半部には灰褐色砂の堆積がみられ、

道路が廃絶 した後に流路になっていたことも確認できた。路面心の国土座標 はX=-145,

870.000、 Y=-19,921.600で ある。

S D103 西三坊坊間路西側溝である。幅1.4～3.Om、 深さ02～ 07mで ある。溝底 は南

から北に向かって下 り勾配である。埋土から奈良時代から平安時代にかけての土器、銭貨

などが出土 した。溝心の国土座標はX=-145,870000、 Y=-19,926.100で ある。

S D104 西三坊坊間路東側溝である。幅0.5～ 08m、 深さ01～ 0.5mで ある。北半部で

は流路時の侵食によるものか、溝は削平されてしまっていた。溝底は南から北に向か って

下 り勾配である。埋土から奈良時代から平安時代にかけての土器が出土 した。溝心の国土

座標はX=-145,870000、 Y=-19,918.200で ある。

S F 901・ S D107・ 108 0 109 S D 107は幅0.3～ 10m、 深さ0.2m、 S D 1081ま 幅0.3～ 1.5

m、 深さ0.2mである。いずれの溝からも奈良時代の上器が出土 し、 この溝間が坪内道路

S F901(幅 15～ 1.8m)と なり、 S D 107。 108はその南北両側溝の可能性が考え られるが、

327-5次調査区では検出できなかった。S D10駒いは第317次調査で確認 した二条条間路南

側清 S D10多さから南に約80mで、ほぼ270尺 の位置にある。 S D 1091ま 幅04m、 深 さ0.lm

で、 S D 108と 一連の溝と思われる。西三坊坊間路西側溝 S D 10Эいから東に約60mで、ほ

ぼ200尺 の位置にあるが、本調査区内ではこれと対になる溝は検出できなかった。

S A 266～ 268 掘立柱塀 3条を検出した。 S A267は 部分的に S B 242と 柱筋を揃える。

S B 225～ 265 掘立柱建物41棟 を検出した。これらのうち、 S B 258・ 261・ 262か らは瓦

器が出土 していて、平安時代の建物と考えられる。建物は調査区中央か らやや南側にかけ

て、廂付東西棟を配 し、南端部に南北棟を配する傾向がみられる。建物の位置や重複関係

から5時期以上の変遷があると思われる。

S E 508～ 514 井戸 7基を検出した。 S E 508・ 509・ 512・ 513・ 5141よ 、 S E 512が隅柱

を欠 く他は、方形縦板組隅柱横桟留めの井戸枠である。S E5101ま二重の井戸枠で、外側

は方形縦板組隅柱横桟留め、内側が方形横板組である。内側の枠は最下段に角材を井桁状

に組み、その上に横板をのせている。 S E511・513の井戸枠 は抜 き取 られていたが、 SE

511は、まなこの曲物のみが残存 した。これらの井戸の時期は一覧表に記 した。(池田裕英)

Ⅳ 出上遺物

瓦蜂類 出土 した瓦類には丸瓦 。平瓦・軒丸瓦・軒平瓦・埓・ 文字瓦がある。ここでは

軒瓦 。文字瓦について述べる。軒瓦は59点 出土 した。大半は西三坊坊間路両側溝か ら出土

した。軒丸瓦の内訳は6012B l点、6132B l点、6133D b l点、6133D l点、6133 Q l点 、

6138 R l点、6133種別不明 1点、6134A2点、6225種 別不明 1点、6236D l点、6273種別
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第292次調査第 2発掘区

X=-145830

第327次調査第 5発掘区 (東 )
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9                                                                刊Om

第327次調査第 5発掘区 第351次調査第 1発掘区遺構平面図 (1/400)
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m(尺 )
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平面形

平面規模
(m) 雅
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内法
(m)

水溜・濾過
装置等

S E508 隅丸方形
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不明 1点、6275A l点、6281 A l点、6282

G2点、6284D l点、6285 B l点、6307B

l点、6313H l点、6316D C l点 、6316G

l点、軒丸瓦新型式(1)1点、平安以降 1

点、型式不明11点である。 1は、複弁蓮華

紋軒丸瓦で、6316Fに似るが、蓮子、蓮弁、

珠紋の位置関係が合わず異抱である。軒平

瓦の内訳は6641E2点、6664 D l点、6664

Fl点、6682A l点、6685A2点、6689A a l点、6689A2点、6691A2点、6710C3点、

6721 C l点、6721 E l点、6721G b l点、6775 C l点、軒平瓦新型式(2)1点、型式不明

3点である。 2は左端部の小破片である。左側最後の単位の唐草二本がともに上方に巻 く

点が特徴的である。文字瓦は2点出上した。 2点とも平瓦凹面に刻印「理」が押捺されたも

のである。刻印「理」はa～ 1の 12種類が知られている。今回出土したものは、 1点 は小片

のため不明、もう1点は 1である。 (原田憲二郎)

土器類 本調査では坊間路両側溝や井戸を中心に整理箱にして150箱の上器が出上した。

図示したものはS E509出土土器で、南都Ⅱ期新段階(10世紀前半)の ものである。 3・ 5・

10に は墨書がみられ、 3が「□」、 5が「北家」、10が「□調」である。 (池田裕英)

その他の遺物 坊間路西側溝 S D 103か ら出土した主なものについて述べる。木製品に

は箸、斎串、石製品は砥石がある。金属製品には鮫具、丸輛、巡方、鈍尾の銅製帯金具、

佐波理の嬰路がある。以上は全て溝の最下層から出土した。銭貨は上層から神功開費 1点

中層から和同開弥 1点、最下層から和同開弥 4点、神功開費 7点が出上した。(田林香織)

¶

Ⅷ
出土軒瓦新型式 (1/4)

2   3

壊
く三三三三三三Ξ三三三三I[三二三二三三二三FF万

″

7

＼

8  0

＼
｀`

E三三三三営七|||■「
F'レ

ク

   16

｀

    18

15～ 17・ 緑釉陶器、18・ 灰釉陶器)井戸S E509出 土土琴 (1～■・土師器、12～ 14・ 黒色土器、
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2 JR奈 良駅周辺地区土地区画整理事業に伴う調査

奈良市教育委員会では、奈良市が進める」R奈良駅周辺地区土地区画整理事業に伴い、

昭和63年度から事業地内の発掘調査を継続している。本年度は表に示 した計5,840ど の調

査を実施し、初年度からの調査面積は合計34,516督に達した。

第347次調査は、左京四条四坊十四・十五坪における調査である。第 1発掘区は十五坪

にあたり、昨年度実施した第325次調査第 7発掘区の東隣接地で設定 した。第 2発掘区は

十四坪の西1/3の地域で設定した。第353次調査は、左京四条四坊十四坪 。四条五坊三坪

における調査である。第 1発掘区は十五坪にあたり、第347次調査第 2発掘区の南隣接地

で設定した。第 2・ 3発掘区は三坪の南東1/4の地域にあたる。第373次調査は左京四条

五坊五坪の西辺中央付近にあたる部分の調査である。

●本年度収録した調査について

本書に収録した調査は、本年度実施した第347・ 353次調査と、平成 6～ 7年度に実施 し

た第318・ 325・ 331・ 3340335・ 3390345次調査である。これらの調査地は、左京四条四坊

十三・十四 。十五 。十六坪にあたる。ここでは、上記の調査を坪ごとにまとめて報告する。

なお、第373次調査については来年度に報告する予定である。

平成 8年度発掘調査及び本概要報告書掲載調査一覧

調査年度
調査次数・

発掘区
遺跡名 調査地 調査期間 調査面積 備考

度

　

　

度

年

　

　

年

成

　

　

成

平

　

　

平

平成 8年度

318-1・ 3発掘区

324

325-2発掘区

-3発掘区

-4発掘区

-5発掘区

-6発掘区

-7発掘区

331

334

335

339

345

347-1発掘区

-2発掘区

353-1発掘区

-2発掘区

373

左京四条四坊十五坪

左京四条四坊十三坪

左京四条四坊十五坪

左京四条白坊十五坪

左京四条四坊十五坪

左京四条四坊十五坪

左京四条四坊十五坪

左京四条四坊十五坪

左京四条四坊十二・十三坪

左京四条四坊十六坪

左京四条四坊十二・十二坪

左京四条四坊十三坪

左京四条四坊十六坪

左京四条四坊十五坪

左京四条四坊十四坪

左京四条四坊十四坪

左京四条五坊三坪

左京四条五坊五坪

三条宮前町306

三条本町236-1他

三条宮前町314-1他

三条宮前町311-1他

三条宮前町315-3他

三条宮前町238-1他

三条宮前町238-3

三条宮前町238-3

三条本町236-1他

三条宮前町41-1他

三条本町233-1他

三条大宮町236-1他

三条宮前町37-3他

三条宮前町313-2、 314-2

三条大宮町344-1

三条大宮町344-1

三条本町335、 337-1

三条本町7-■

H61205～ H70307

■70306～ H70327

H70425～ H708■

H70425～ H708■

■70425～ H708■

■70718～ H70927

H71020～ H71206

H71207～ ■80213

H70818～ H70912

H70808～ H71018

H70901～ H71213

H71214～ H80329

H80219～ H80329

H80423～ H80628

H80430～ H80806

H80709～ H8■ 14

H80808～ H81030

H90120～ H90215

蹴
鰤
断
簡
廟
腑
簡
闘
鯛
嚇
航
価
闘
鰤
蝠
闘
蛹
醐
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(1)平城京左京四条四坊十二・十二坪の調査 第164・ 208・ 324・ 331・ 335・ 339次

I 調査の目的

平城京左京四条四坊十二 。十三坪およびその周辺では、平成 7年度までに下表の 6件計

8,844Xの調査を実施 した。下記の調査では主として弥生時代、奈良時代の遺構を検出 し

たが、特に十三坪については宅地部分の約四割に相当する約5,700Xに ついて調査区を設

定 し、奈良時代における同坪内の様相を探る上で多 くの成果を得た。また条坊関連遺構で

は、十二・十三坪境小路を約90mに わたって検出したが、一方で存在が予想されていた十

二・十四坪境小路については今回の調査では検出することができなかった。ただ今年度に

調査地近隣で実施 した平城京第350次調査 (本報告89頁参照)で は同坪の南辺を区切 る四条

大路の南側溝を検出しており、この他近隣の調査で得 られた成果等を参考にすれば、国土

方眼方位上の同坪の位置については、計算上ほぼ確定可能な状況にある。

なお、下記調査のうち第324次調査については地下遺構の状況を確認するために第331・

335・ 339次調査に先行 して実施 したものである。また第331・ 335次 の調査区については、

十二坪に該当する部分 も含まれているが、十二坪と十三坪は本来的には奈良時代の宅地 と

しては個別の存在であるので、当概要報告内では坪単位で報告することにする。

Ⅱ 調査地の地形と層相

左京四条四坊十二坪および十二坪の西半部分については、以前に奈良県経済連の精米工

場等の用地として使用されていたことがあり、また十三坪の東半についても旧国鉄操車場

用地として使われていたため、いずれも1.5～2.5m程度の盛上がある。 これを除去すると

旧水田作土が現われる。この層の堆積状況は各所により微妙に異なるが、凡そ04～ 0.5m

の厚さで堆積 しており、この下層が概ね黄灰色 シル トもしくは青灰色砂礫の地山となって

いる。十二坪が想定される当該地は、春日山麓から西へ派生する扇状地の終末端部分 にあ

り、地山は概ね東から西へ傾斜する傾向にある。加えて、十二坪・十四坪境付近には現在

は菩提川が西流 しており、その影響で十三坪の北半部ではさらに粘土の堆積が数層あり、

土層中には中世の遺物が含まれる。河川の氾濫等による削平のためにか、十二坪の北辺付

調査次数 調査地 面積(ポ ) 調査期間 既存の概要報告書

第164次

第208次

第324次

第331次

第335次

第339次

三条本町 1番地ほか

三条本町31番地ほか

三条大宮町2361ほ か

三条大宮町2361ほ か

三条大宮町2331ほ か

三条大宮町2361ほ か

1,500

1,600

544

1,350

1,400

2,450

S63/9/26～ S63/11/30

H2/9/3～ H2/12/27

H7/3/6～ H7/3/27

H7/6/2～ H7/9/12

H7/9/1～ H7/12/13

H7/12/14～H8/3/29

『奈良市埋蔵文化財調査概要報告書』昭和63年

『奈良市埋蔵文化財調査概要報告書』平成 2年

平城京左京四条四坊十三坪内の調査一覧
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近の地山面は比較的低 くなる傾向にあり、遺構の密度 もかなり低 くなっている。

なお、弥生時代および奈良時代の遺構はすべて地山上面で検出した。検出した地山の標

高は、十二坪東辺中央および十二坪西辺中央付近では約626～ 62.8m、 十二坪北辺付近で

は約62.4m、 十三坪東半部中央では約63.3m、 十二坪南半部中央では約63.5mで ある。

Ⅲ 検出遺構

1 弥生時代の遺構 第208次発掘区では土坑 4基を検出した。形状 は平面円形や不整形

など様々であり、いずれも径1.1～ 1.8m、 深さ03m程度の規模である。各土坑の埋土か ら

は土器片が少量出土 している。また第331次発掘区の中央東寄 りでは土坑 1基を検出 した。

形状は平面円形を呈 し、径は約07m、 深さ約035mで ある。土坑中央には畿内第V様式の

特徴を示す甕が埋納されていた。

また、第335次発掘区中央では素掘 りの井戸 S E29を 検出 した。掘形 は平面 ほぼ円形で

あり、直径約0.8m、 検出面からの深さは約1.7mで ある。埋土か らは畿内第V様式の特徴

を示す土器数点が出土 した。

このほか流路を 2条検出した。ひとつは、第208次発掘区北東か ら南流 して中央付近か

ら西に向きを変え、第339。 335次発掘区中央付近を経てさらに西流する流路である。幅は

広いところでは約6mあ り、深さは0.2～ 0.6m程度である。第208次発掘区内では畿内第Ⅳ

様式の特徴を示す甕が出上 している。さらにもうひとつの流路 は、第331次発掘区東側か

ら北西隅方向へと流れるもので、幅は1.0～2.5m、 深さは03m程度である。遺物は少なく、

埋土から弥生時代の土器片が数点出土 したのみである。

当該地の東側約200mで 昭和60年 に奈良市教育委員会が実施 した第80次調査において も

弥生時代の流路が検出されており、今回の調査で検出した流路と繋がる可能性がある。

2 奈良時代の遺構 奈良時代の遺構は各発掘区で多数検出した。以下条坊関連遺構およ

び各坪 ごとに分けてその概要を説明する。

(1)条坊関連遺構 第331。 335次発掘調査において十二・ 十二坪境小路および両側溝を検

出した。また条坊関連遺構ではないが、十二・ 十三坪境小路路面において奈良時代の上坑

を数基検出しており、これらの概要 も併せて述べることとする。

S F 1060 十二・ 十三坪境小路である。発掘区内では約90m分 を確認 した。幅員 は東西

側溝心心間距離で約68mで あり、恐 らく20大尺 (24/1ヽ尺)に 復元できるものと思われる。

S D 1061 十二・十三坪境小路西側溝である。第331・ 335次発掘区内において約90m分

を検出した。幅は削平された部分以外では2m前後、検出面からの深さは同様に約0.3～04

mである。第331次発掘区の北側では菩提川の氾濫等による削平のためか、徐々に浅 くな

り最終的には消滅する模様である。埋土からは奈良時代の土器、瓦の破片が出土 した。

S D 1062 十二・ 十三坪境小路東側溝である。同様に発掘区内においては約90m分 を検
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十二 。十三坪坪境小路 S F 1060及 び両側溝 S D 1061・ 1062断面図 (1/50)

出した。幅は削平された部分を除 くと2m前後で、検出面からの深 さは約0.3～ 0.4mで あ

る。 S D 1062同 様に第331次発掘区の北側部分で徐々に浅 くなっていく傾向にある。埋土

からは奈良時代の土器 、瓦の破片が出土 した。

S K45～ 48 十二・ 十二坪境小路路面上で検出した土坑。平面長円形を呈 し、規模 は長

径5m前後、短径15m前後、深さは0.1～0.2m。 埋土か ら奈良時代の上器片が出土 した。

(2)左京四条四坊十二坪内の遺構 当坪内で検出した奈良時代の遺構には、建物 もしくは

塀13棟 (列 )、 井戸 2基、主要な素掘 りの溝21条 などがある。このうち建物または塀 につい

ては発掘区の制約上全体を確認できない例が多 く、よって最終的に建物となるか、塀 とな

るか判断 し難いものが大半である。規模等の詳細については次頁の上段の表に示 した。 ま

た、素掘 りの溝についても主要なものの規模などについても同様に次頁の下段の表に示 し

た。以下井戸等その他の遺構について列挙する。

S E66 第3310335次発掘区で検出した井戸である。位置的には十二坪東辺の北寄 りの

部分にあたる。井戸の掘形は平面円形で径約3.Om、 検出面から底までの深 さは約2,7mに

達する。井戸枠の構造は方形横板組で、両端にある上下三段の目違い柄で留める仕組みに

なっている。井戸枠の規模は内法は東西 。南北とも0,9mずつで、深 さは13段分 。約2.3m

が残存 していた。枠材に使用されていた板材は縦1.2m前後、幅約 1.5～ 2.5m、 厚さ0.03～

0,04m程度で、中には柄穴があるものも見受けられることから、建物などの建築部材の転

用である可能性が高い。また、井戸枠の東側および西側から南側にかけて敷石を検出した。

敷石の多 くは河原石で、径 5 cm程度のものが主流を占める。一部は削平されてなくなって

いるものの、かつては井戸枠の周辺には石が敷き詰められていたものと推測される。

このほか、井戸の周囲には排水施設と考えられる溝 S D53や 暗渠 S D59が 存在する。

S E67 第335次発掘区内検出した井戸である。位置的には十二坪東辺のほぼ中央付近

に該当する。井戸の掘形は平面隅丸方形を呈 し、径約 1,8m、 検出面か ら底までの深 さは

約14mを測る。井戸枠の構造は円形春1り 貫き井戸枠で、枠材 は一木を半哉 した後 に厚 さ

10cm程度に奪1り 貫 き、再び縄で組み合わせて据えていたと推定される。また、残存 してい

なかったが、さらに上段には同様の枠材を据えていたらしく、残存する枠材の上部には薄

板が敷かれてあり、おそらく上段の枠材との隙間を埋める目的でなされたものと推測され

-33-



□
卿

LH==63′000 X=-146′975

十二坪 井戸S E66 平面・立面図 (1/50)

―-34-―



遺 構
番 号

棟
方向

規 模
桁行×梁間:

桁行全長
(m)

梁行全長
(m)

梁行柱問
寸法(m)

梁行柱間
寸法(m)

廂の出
(m)

備  考

S A031 萄北,東西 南北3以上員西3以上南北189東西69 南北21-24東西21-48 築地想定地上、SA〕を、S B3Sよ り古い、東西は好計画線北辺より1/4

S A032 南北 4以上 不揃ヤ 築地想定地上、柱問不楠t＼ SA31よ り新しい、SB部より古いか併存

S A033 南北 3 165等 間 建物である可能性あり

S A034 南北 2 21等間 建物である可能性あり

S A035 南 北 2 30等間 建物である可能性あり

S B036 南北 l× 1 四脚門、S A31よ り古ヤ＼S A32よ り新しいか併存

S B037 南北 4× 以 上 24以上 24等間 24等間

S B038 南北 3× 以上 21以上 21等間

S B039 東西 27 27 門か塀の可能性

S B040 南 北

S B041 南北 2× 2 15等間 12等間 S B43よ り古ヽ

S B 042 南北 4× 2 21等問 21等間 S B43よ り古モ

S B043 南 北 4× 2 18等間 165等 間 S B42よ り新しい

十二坪内検出掘立柱塀・建物一覧表

遺構番号
向
状

方
形

検出幅員
(m)

検出距離
(m)

深さ
(平均・m) 出土遺物・摘要

S D050 東西 05+α 坪計画線北辺より南へ1/4の位置上、S D55に接続、坪内区画溝の可能ll

S D051 南 北 09+α 03+α 築地雨落ち溝、 S D55。 57・ 58の 延長上にあり同時期の可能性

S D 052 南北 06-16 128+190 築地雨落ち溝、S D55よ り新しヽ

S D053 伺D 03-06 170 01 井戸S E66を 周回、井戸の排水溝か ?S D59に接続していた可能性

S D054 東西 08～09 坪計画線北辺より南へ1/4の位置上、S D59に接続、坪内区画溝の可能性

S D055 南北 13-21 築地雨落ち満、S D52よ り古い、S D51・ 57・ 58の 延長上にあり同時期の可能性

S D056 09～19 L字状に屈曲、東西部分脚 心線付近tt置 し坪内区函溝の耳能性あり、翻とHIは SDVの延長担あり集地落ち溝の残存部分嘲

S D 057 南北 05-14 16 S D51・ 55の延長上にあり、同時期の築地雨落ち溝の残存部分の可能性

S D058 南北 06-08 01 S D51・ 55の延長上にあり、同時期の築地雨落ち溝の残存部分の可能性

S D059 東 西 04-05 01 築地下暗渠、 S D53・ 54と 十二・十三坪境小路西側溝を接続

S D060 東西 04-05 37 築地下暗渠、平瓦片等で護岸、S D55ま たはS D50と 坪境小路西側溝を接続

S D061 東西 04-05 21 01 築地下暗渠、S D55と 十二 。十三坪境小路西側溝を接続

S D 062 東 西 02～06 17 01 築地下暗渠、S D55と 十二 。十三坪境小路西側溝を接続

S D063 東西 05-06 15 築地下暗渠、拳大の河原石等で護岸、S D55と 坪境小路西側庸を接続

S D 064 東西 04～05 S X76と 坪境小路西側溝を接続していた可能性あり。S E67の排水溝か

S D065 東 西 18-30 07 S E67よ り古い、坪中心付近に位置し坪区画溝の可能性

十二坪内検出の主な素掘りの清一覧表

る。このほか、枠内には径5cm前後の河原石が敷き詰められていた。

この井戸 も前述の井戸 S E66と 同様に丼戸枠の南側には敷石が残存 しており、かつては

やはり井戸枠の周囲前面に敷 き詰められていた可能性がある。

またこの敷石の南側に隣接するように、 S D64や 拳大の河原石を敷き並べた石敷遺構 S

X76が あり、井戸枠周囲の敷石とも併せ井戸の排水機能を果たしていたと思われる。

S K71 S D65の下層で検出した土坑。平面楕円形を呈 し、規模は長径約12m、 短径約

08m、 深さ約1.Om。 埋土に遺物は含まれず、遺構の時期や性格は不明である。

S K72 S D72の東側で検出した土坑。平面不整形を呈 し、東西約3.5m、 南北約3,7m、

深さは02m程度と浅い。築地雨落ち溝とみられるS D52の 延長上 にあることか ら、その

続きの一部である可能性 もある。埋土からは奈良時代の土器片が出土 した。

S X76 S E67の南辺に位置する集石遺構。 S E67南辺に広がる敷石と重複する部分で

は幅約0.2mの 溝状をなし、東西方向に約4.lm分を検出した。溝の南北辺部分 は径10cm程

度の石により縁取 られている。また東側は一辺約0,7mの隅丸方形状の石敷遺構 となって
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おり、ここでは拳大の河原石が使用されている。遺構の状況からみて、井戸 S E67の排水

機能を果たしていた遺構と考えられる。また、状況からみて南辺の敷石よりは古いと思わ

れる。遺物は少なく、溝状部分が土器片が少量出土したのみで、時期は不明である。

(3)左京四条四坊十三坪内の遺構 当坪内で検出した奈良時代の遺構には、建物又は塀76

棟(列 )、 井戸4基、主要な素掘りの溝21条がある。このうち建物又は塀については発掘区

の制約上全体を確認できないものが数例あり、最終的にどちらか判断し難い例もある。主

要な素掘り溝や井戸とも併せ、各遺構の規模等の詳細は下表および次頁表の通りである。

S K195・ 196・ 198 S K195。 196は S D 172の西側で検出、またS K198は築地雨落ち溝

S D 162の 南端から東へ約5mで検出した。S K195は東西約2.6m、 南北約7.9mで埋土から

奈良時代中頃の土器が出土した。S K196は東西約36m、 南北約6.Om、 奈良時代末期の土

器が出土した。S K198は東西約3.9m、 南北約2.8m、 奈良時代末期の土器が出土 した。い

ずれも深さ01～ 0.3mと 浅く、形状は概ね長円形を呈す。廃棄土坑と思われる。

S K199・ 202 S K199は十二・十三坪境小路東側溝の東で、またS K202は S B134・ 135

の北側でそれぞれ検出した。いずれも須恵器重が埋納されていた。形状は平面円形、径は

0.2～ 0.3m、 深さは0.1～ 0.2m程度である。 (武田和哉・篠原豊―)

するような

S B 126・ 127よ り古い

S D172

か ら東へ 1/4

D177,S K201と 十二

十二坪内検出の主要な素掘りの溝一覧表

遺構番号

編 髭 枠

主要出土遺物 備  考平面形
平面規模

(m)
深さ
(4) 平面形・構造 帷

ω
隠苗三す彰 苗而 9氏 前 1レ 9n 組隅柱留 め 09× 09 十師憔術東黒R片津理獅脚Ⅲ、墨書十器ほか

S E185 暇前,岳方形 東西28南 J比38 22 (横 き】710 日 S E186よ り新しいSBIBむよりすい

S E186 暇丸長方形 東西28南北示り (th‐ 取 り S E185.S B186よ り古い

円形 径23 ( 土 帥器 、 須 恵 器
万 彬 買西 19南」ヒ2 上悛I力脇稿破Xd 卜段:素穏り 08X08 十師器、須煮器 (ミ ニチュア 束 の

S E189 円 形 作卜27-30 不 師器、須恵器、墨書十憔支宰五、巾物ほか 奈良時代末の

S E190 暇丸方形 東西30南北30 、須意楡 拘、檜扇、構れ、著ほか 茶良時代の上器出
E191 円 形 径 15～ 16 (素掘 り) 狛薫米、悪喜 苓 B時代後半 か ?

十三坪内検出井戸一覧表
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十三坪内検出の建物・塀一覧表
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Ⅳ 出土遺物

1 瓦 類 出土 した瓦類の総量は遺物整理箱42箱である。大半は丸瓦、平瓦であるが軒

丸瓦17点、軒平瓦11点、文字瓦 1点、埠20点がある。ここでは軒瓦、文字瓦について報告

する。軒丸瓦の内訳は6134A l点、6135A3点、6135種 別不明 4点、6282 G l点 、6314B

l点、形式不明 7点である。軒平瓦の内訳は6668D l点、6663F2点 、6663」 1点、6664

Hl点、6671 A l点、6671種別不明 1点、6691A l点、672111点 、6721種別不明 1点、

平安以降のもの 1点である。本調査と過去の十三坪内の調査 (第 208次 )で 出上 した軒瓦を

出土場所別にまとめたものが別表である。

軒丸瓦総量は少ないのであるが、十二坪内でこれまで出土 した軒丸瓦のなかでは、6135

型式のものが軒丸瓦全体の64%と 多数を占めることがわかる。また、周辺の十二・ 十三坪

境小路や十二坪内部では6135型式が全 く出土 していない。これらのことから、十二坪内で

は6135型式の軒丸瓦が主体的に用いられた建物があった可能性が指摘できよう。文字瓦は

S E189枠 内から出土 した。平瓦の凹面に「真依」の刻印がある。刻印「真依」には 4種
2)

類あることが知 られているが、今回の出土例はK」 12Bである。 (原田憲二郎)

軒丸瓦

十二・十

三坪境 4｀

路東側潜

十

小

溝

。
境

側

二

坪

西

十

〓
一
路

十三坪

内 部

十二坪

内 部

土

所

明

出

場

不

全

体

6134A 1 1

6135A 3 3

6135種別不明 4 4

6282G 1 1

1

形式不明 2 3 3 8

平安以降 1 I

平城京左京四条四坊十二

・十三坪出土軒瓦内訳表

軒平瓦

十

オ

渾

・
境

側

二

坪

東

十

〓
一
路

十

小

溝

・
境

側

二

坪

西

十

三

路

十三坪

内 部

十二坪

内 部

土

所

明

出

場

不

全
　
体

6663D 1 I

6663F 3 3

1 1

6664H 1 1

6671A 2 2

6671種 別不明 1 l

6691A 1 1

67211 1

6721種 別不明 1 1

平安以降 1 1

2 土器類 ここでは第331・ 335・ 339次調査で出土 した分 について述べる。出上 した主

な土器類には、弥生時代後期の弥生土器と奈良時代の土師器・須恵器・ 黒色土器がある。

(1)弥生土器 井戸 S E29か ら出土 した土器について記す。器種は、甕、壺 (1・ 2)、 鉢、

手焙形土器(3)が ある。

甕や鉢は、図示 していないが、体部外面にタタキロが残るものとハケメ調整が施されて

いるものがみられる。壺には大型のものと小型のものがある。 1は大型のもので、口縁～

体部外面が縦方向のヘラミガキ調整で仕上げられている。内面は日縁部が横方向のナデ調

整、体部が指による縦方向のナデ調整で仕上げられている。頸部内面には、日縁部 と体部

の接合痕がみられる。 2は小型のもので、外面は口縁部が横方向のナデ調整、体部が縦方

向のヘラミガキ調整で仕上げられている。内面は、回縁部が横方向のナデ調整、体部が縦
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井戸S E29出 土土器 (1/4)

方向のナデ調整で仕上げられている。頸部内面には、日縁部と体部の接合痕がみられる。

3は手焙形土器で、国縁部外面に列点文が、頸部内面に櫛描波状文がそれぞれ施されてい

る。外面は、体部中央にある突帯より上が横方向のナデ調整、それより下が縦方向のヘラ

ミガキ調整で仕上げられている。内面は、全体にナデ調整で仕上げられているが、体部で

は縦方向のヘラケズリ成形痕が残る。

これらの土器は、器種組成や器形の特徴から、畿内第V様式でも新 しい様相を示す もの

である。 (安井宣也)

(2)奈良時代土器  1～ 9は S E190枠 内出土のもので、土師器(1～ 8)、 須恵器 (9)の

他、黒色土器がある。また、土師器の方が須恵器より量的に多い。器種には土師器 は杯A

(2)、 皿A(1・ 3)、 壺 B(6・ 8)、 甕A(7)の他に高杯がある。須恵器 は把手のない壺

N(9)の他に杯Aがある。土師器食器類のほとんどが C手法で調整 しており、 ミガキを施

すものもある。 3の皿Aは b手法で調整 している。これらの土器は南都 I期 中段階(8世

紀末～ 9世紀初)の ものである。10～20は S E189枠 内出土のものである。図示 した土師器

の他に少量の須恵器が出土 している。土師器の器種には、杯A(10・ 12・ 13)、 皿A(17)、

皿 B(18)、 椀A(11・ 14)、 椀 C(15016)、 甕A(19。 20)が ある。土師器食器類の調整は C

手法が多 く、 ミガキをもつものもある。10に は底部外面に「客人Jの墨書がある。 これ ら

は南都 I期中段階(8世紀末～ 9世紀初)の ものである。23は S D 172、 24は 十二坪北辺部

の遺物包含層出上の須恵器壼類の破片で、同じ様な線刻があり同一個体の可能性がある。

22は S E191出 上の上師器杯Aで底部外面に「大麻呂Jの墨書がある。21、 23、 24は共伴遺

物が細片ばかりで時期は不明である。22は他に土師器皿 A、 甕A、 壺 B、 須恵器杯 A、 平

瓶、甕があり、奈良時代中頃のものと思われる。
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S D165。 S E191。 S D 172及び十三坪北辺部遺物包含層出土土器 (1/4)

井戸S E190出 土木製品 (1/4)。 金属製品 (1/2)

3 木 。金属・石製品 ここでは第331・ 3350339次調査で出土した分について述べる。

木製品 箸、斎串、檜扇、横櫛、横斧、曲物、容器蓋、棒状木製品、杓子などが井戸 S

E190か ら出上した。 1・ 2は箸で両端を欠くが、表面は丁寧に削 られている。 3～ 10は

斎串である。いずれも圭頭状の上端左右に一条の切込みをもつものと考えられる。側辺は

丁寧に削られるが、表裏には割裂き痕をとどめている。11は横斧で茎部の基部と柄を欠損
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する。着装部は両側から削ってやや細 くなっている。先端か ら3.5cmの ところに鉄斧の装

着痕が残る。12は曲物底板で、径18.3cm、 厚さ0.5cmあ る。側面 6ケ 所に木釘痕跡が、 4ケ

所に銅鋲留め痕跡があり、うち 1ケ 所に頭が円形の銅鋲が残る。銅鋲は後の補強であろう。

金属製品 鉄釘、刀子、鉄滓、銅鋲、鈍尾がある。13は銅鋲で曲物底板 (12)に 使用 され

ていたものであるう。14は 刀子で木質部分を欠損する。刀身は刃先の一部を欠損するがほ

ぼ完形である。残存長 17.3cm、 刃幅1.lclll、 茎長5.5cm、 茎幅0.8cmである。

銅 銭 十二坪内の井戸 S E66の 井戸枠内最下層から和銅開弥が 1点出土 した。

石 器 発掘区内の遺物包含層から安山岩製の石器が出土 した。有茎尖頭器 1点、石鏃

2点、スクレイパー 3点、楔形石器 6点、景1片25点がある。有茎尖頭器は上半部 と逆刺を

欠損 しているが、「柳又型」であり縄文時代草創期のものであるう。 籐 原豊―)

V まとめ

条坊関連遺構の位置 今回の報告分 も含め、十二坪周辺における発掘調査で検出した条

坊関連遺構の国土方眼上における位置は下表の通 りである。

条坊関連遺構名 調査次数 X座標 Y座標
い

　

い

ｏ

・

・

溝
心
溝
三
二
二
心

側
路
側
十
十
十
溝

東
道
西
坊
坊
坊
側

路
路
路
四
四
四
南

大
大
大
条
条
条
路

坊
坊
坊
四
四
四
大

四
四
四
京
京
京
条

東
東
東
左
左
左
四

十三坪境小路東側溝心
十三坪境小路道路心
十三坪境小路西側溝心

第168次
第168次
第168次
第335次
第335次
第335次
第350次

46,86000
46,85875
46,85750
47,032,00
47,031,00
47,03000
47,08575

-16,44955
-16,45778
-16,46600
-16,5e560
-16,58900
-16,59240
-16,65632

平城京左京四条四坊十三坪周辺の条坊関連遺構の国土座標値一覧

左京四条四坊十二坪東辺部の遺構の様相 十二坪内において発掘区を設定できたのは、

今回の調査がはじめてである。しかも全体的にみれば坪の東辺部分だけで位置的に偏った

傾向があることに加え、面積的にも限られている点などの事情 もあって、今回の一連の発

掘調査の成果だけでは、十二坪全体の遺構の様相を把握することは到底できない。よって、

ここでは坪の東辺部に限定 した上で遺構の様相について少 しまとめてみたい。

まず今回の調査で明らかになった事実としては、十二坪の東辺に関 しては築地の雨落ち

溝が 2時期あり、しかも位置が異なるということである。古い時期の雨落ち溝 S D55は十

二・十二坪境小路西側溝から約1.5m西 にあるが、新 しい時期の雨落ち溝 S D52は さらに

西側に移っており、十二 。十三坪境小路西側溝からは約4.5m隔 てた所 にある。 こうした

雨落ち溝の位置の変遷が如何なる理由で生 じたのかについて、現段階では明確にはできな

いが、ひとつの手掛かりとしては、井戸 S E66の 存在とその周辺の各遺構の問題がある。

井戸 S E66に ついては排水施設と推定される敷石が施されており、周回する溝 S D53を

伴っている。 しかも十二・ 十三坪内で検出した奈良時代の井戸の中では比較的規模が大 き

く、井戸枠やそれに使用された枠材の状況からみても、他の井戸に比べて整備された状態

にあったと思われる。さらに、位置的には十二坪の計画線の北辺 (つ まり十一・ 十二坪境
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小路計画心)か ら南へ約 3分の 1の場所にあり、坪を区画する性格の溝 と考え られるSD

50・ 54の 傍であること、また十二・ 十二坪境小路にも隣接 した場所でもあり、その北側に

は門 S B36が 存在 していて、小路からの進入が容易な時期 もあったと推定できる。 このよ

うなことから、井戸 S E66は 公共性・利便性の高い井戸であったことがうかがわれる。

しか し一方では、井戸 S E66の 位置は十二坪東辺築地の古い時期の雨落ち溝 S D55の延

長線上にも該当する。発掘調査では両遺構の重複関係が注目されたが、結果的に溝 S D55

は井戸 S E66の 手前で途切れて貫流 していないことが判明 した。他方、溝 S D55が途切れ

た場所から西へ溝 S D50が延びることも確認された。この溝は、前記のように位置的にみ

て坪内を区画する性格の溝でもあった可能性が高い。また溝 S D55が 途切れる場所か ら東

へ延び十二 。十二坪境小烙西側溝 S D 1061と 接続する暗渠 S D60061が存在 している。

こうした状況からみて、雨落ち溝 S D55が機能 していた時期の宅地内の排水は、 S D55

に流入 して井戸 S E66の 手前に至 り、坪内区画溝 S D50を 流れてきた排水とも合流するが、

そこから坪外に排出する経路としては暗渠 S D60か 61だ けであったと考えられる。

次に、新たな雨落ち溝 S D52の 時期の排水経路について検証すると、前述の区画溝 SD

50は既に廃絶 しており、また溝 S D52と 暗渠 S D60・ 61が接続 していた蓋然性 は低い。 と

ころが溝 S D52を 位置的に幾分西側へ遷 した結果、井戸 S E66付近では溝の幅員を若干狭

めることによって、 S E66を かわしてゴヒ側へ貫流させることが可能となった模様で、当該

期の十二坪東辺部の排水は、溝 S D52を経て北流 し坪の北辺部へ至っていたと思われる。

井戸 S E66が 比較的長期間使用されていたのは、前述のような丼戸の公共性・ 利便性の

良さがひとつの要因と思われる。 しかしながら一方では、その位置ゆえに雨落ち溝の貫流

を遮 り、宅地内の排水に関 しては結果的には障害となっていた可能性 も想定される。これ

らの点から十二坪内では井戸 S E66の 機能を存続させた上で効率の良い排水を図るため、

かかる雨落ち溝の位置の変遷があった可能性 も考えられる。

左京四条四坊十三坪の遺構の様相 十三坪では全体の四割について発掘区を設定できた

こともあり、同坪内の状況についてはある程度の知見が得 られる結果となった。

まず、十二坪内は基本的には一坪全体で利用されていた時期はなく、むしろ複数の部分

に区画され利用されていたことが判る。その根拠としては次頁の図に示 しているように、

溝や塀などの区画施設が坪内を縦横に区切るように存在 していることが挙げられる。 しか

も、それらの内の大半は坪計画線間の何分の 1かの場所に位置 している状況から、こうし

た区画割 りが宅地の造営当初からある程度計画的に実施されていたこともうかがえる。

このほか、十二・十二坪境小路に面する坪の西辺部において門らしき遺構を一定の間隔

で複数検出している。中にはS B 143・ 144・ 145の ように、同一場所で三回の建替えを し

ている例 もある。また同坪内で検出された井戸が、坪内の各部分にほぼ均等に散在 してい
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十二・十三坪内の区画施設と井戸の配置状況

る事実もある。これらは十二坪内が細分化されていたことを示す現象と言えるであろう。

以上のような区画施設や門、井戸の位置などからみる限りでは、十三坪内は南北は基本

的に4等分であるが、東西は3等分の区画と4等分の区画が混在していた可能性がある。

一方で、坪内の建物の状況についてみれば、一部は攪乱等で削平されたと思われるが、

棟数は他の宅地に比べて特段多い状況ではない。さらに、桁行 5間以上の大規模なものは

少なく、また廂付の建物も検出例の約1.5割程度に過ぎない。但 し傾向としては、同一場

所において同様な規模の建物を建替えをしている例が各区画内で見受けられる点や、溝や

塀等の区画施設を横断して建てている建物の例が比較的少ない点が指摘できる。こうした

傾向に着日して考えるならば、当坪内における上記のような宅地区分は、奈良時代を通 じ

て余り変化していなかったと推測することも可能であろう。なお建物以外の遺構も含めて

総括的に検討すると、坪内の数区画においては最大3～4時期の変遷があったと思われる。

このほかに、坪の北辺部分では遺構をほとんど検出することはできなかった。これは十

二 。十四坪境小路が想定される場所には現在は菩提川が西流しており、河川の氾濫等によ

る遺構面の削平等が生じたためと推測される。 (武田和哉・ 篠原豊―)

1) 奈良市教育委員会「平城京 (外京)四条五坊四坪の調査 第88次」F奈良市埋蔵文化財調査概要報告 昭和60年度』 1987 参照。
2) 上原真人「天平 12、 13年の瓦工房」『研究論集Ⅶ』 奈良国立文化財研究所 1984。
3) 三好美穂「南都における平安時代前半期の上器の様相 ―土師器の供膳形態を中心とした編年試案―」『奈良市埋蔵文化財調査センター

紀要 1995』 奈良市教育委員会 1996。
4) 平城京内で検出された奈良時代の井戸の実態については、篠原豊―「平城京の井戸とその祭紀」F奈良市埋蔵文化財調査センター紀要

1990』  奈良市教育委員会 1991 を参照されたい。
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(動 平城京左京四条四坊十四坪の調査 第347-2・ 353-1次

I はじめに

平城京左京四条四坊十四坪においては、これまで東辺で市第164・ 168調査が行なわれて

おり、東四坊大路および奈良時代の建物群を確認 している。今回の 2次にわたる調査は坪

の西半の様相を明 らかにすることを主要な目的とした。前年度からの引続きの事業として

坪の北西部に第347次調査第 2発掘区、今年度事業として坪の南西部に第353次調査第 1発

掘区を設けた。両調査区は接 しており、遺跡の性格上から両調査成果を合わせて報告する。

Ⅱ 調査地の層相

調査地は一部宅地造成された場所を除いて水田である。 したがって、水田面の高さにも

よるが、一様に表土下01～ 1,Omま では作土が堆積 している。作土の下底の標高 は全域的

に63.Om前後である。第347次調査第 2発掘区では、西半で作上の下に明灰色砂質上が0.1

m前後堆積 しているが、東半にはほとんど認められない。 この下 に暗灰褐色上が0.2m前

後堆積 している。色調は場所によって若干異なるが、この層には奈良時代の土器片が含ま

れ、この層の上から掘 り込まれている遺構があることから奈良時代の整地層と考えられる。

この直下が黄灰色粘土 もしくは砂質上の地山となる。地山上面の標高 は630～ 62.6mで北

東から南西へ緩やかに下 っている。第353次調査第 1発掘区でもほぼ同様な状況であるが、

整地層は北半のみに認められ、その範囲は地山が掘 り込まれている。北半整地部分では地

山上面の標高は625m前後であるが、南半は62.8m前後で、作土直下 もしくは茶灰色砂質

シル トを0.lm程度挟んで地山となっている。地山の層相 は主 に責白色か ら橙色の砂質土

またはシル トであり、特に調査区の南半を東西に横切る菩提川の旧河道以南ではマンガン

粒を含む硬い橙褐色シル トとなっている。

Ⅲ 検出遺構

遺構検出面は第353次調査第 1発掘区北半のみ整地層上面と地山上面であり、それ以外

は全て地山上面である。検出遺構は主なものとして奈良時代の坪内道路 4条および側溝、

掘立柱建物51棟、掘立柱塀 8条、井戸10基、土坑 9、 土器埋納土坑 3な どがある。なお、

遺構呑号については市第164・ 168次調査から継続 して付す。

坪内道路S F34～37・ 道路側溝S D38～44 S F34は 南北方向の道路で、ほぼ坪の東西

1/2に位置する。検出部の北半は西へ振れており、両側溝は北に向かって幅が広くなって

いる。両側溝の心々間距離は25m前後で、道路心の座標値はX=-146,855.0、 Y=-16,5

調査次数 調査地 面積 調査期間 主要検出遺構

第164次 三条本町 1他 1,500rn S63. 9///26-11///30 東四坊大路 掘立柱建物5棟 井戸1基

第168次 三条本町300他 2,200m S63.12/5～ Hl.2/28 東四坊大路 掘立柱建物13棟 井戸3基

調査次数一覧表
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274で ある。S F35は 東西方向の道路で、坪の南北 1/2に位置する。両側溝の心々間距離

は2.Om前後で、道路心の座標値はX=-146,8786、 Y=-16,5630である。 S F34と の交

差点は不明であるが、おそらく両者は接続しているものと考えられ、これらによって坪が

大きく4分割されていた可能性が高い。そして 4等分されたうちの北西 1/4坪のさらに東

西 1/2の位置にS F36が ある。両側溝の心々間距離は2.0～ 2.5mで、道路心の座標値はX=―

146,865.0、 Y=-16,555,8で ある。そしてさらにS F86に よって 1/8坪 に区画された北西

隅の宅地は、その宅地内の南から南北1/3の 位置に東西方向のS F37があり、最小 1/24坪

に区割りされた宅地が存在している。S F37は北側溝が新しい溝に壊されているため、本

来の道路幅員は不明であるが、検出路面幅は15m前後で他の坪内道路と大差ないことか

ら、道路心の座標値はY=-16,5650で 概ねX=-146,858.5と なろう。

以上の坪内道路によって坪北半は少なくとも1/8・ 1/12・ 1/24坪 の 3つ の宅地割りが確

認でき、東半および南半 (1/2か 1/4)の 宅地割りと合わせて 5つ の宅地害1り が確認でき

た。なお、坪東半の北から南北1/4の 位置に比較的深い東西溝がS D38と 接続して東へ延

びている。他の東西素掘り溝との違いが明確にできなかったため、坪の区画施設とは判断

できなかったが、あるいは坪北東部もさらに南北に宅地割りされていた可能性があること

を示唆しておきたい。

掘立柱建物S B45～ 95・ 掘立柱塀S A96～ 103 概要については一覧表にまとめた。建

物群は宅地割りごとにまとまっており、それぞれの宅地内で建替えが行なわれている。

坪の東半にあたる部分は、第347次調査第 2発掘区東端でわずかに認められるだけであ

る。建物は2棟で、S B38は坪内道路より新しい。坪北西 1/4坪 はさらに東半 1/8坪 と北

西 1/12坪、南西 1/24坪 に分けられる。 1/8坪宅地内には建物18棟、塀 4条があり、建物配

置は少なくとも4時期の変遷が考えられる。最も大きな建物S B47は 内部に甕の据付け痕

跡が10カ 所認められる。またS B60は 宅地割り以前の建物と考えられる。 1/12坪宅地には

建物 8棟がある。重複関係から3時期以上の建替えが認められる。 1/24坪宅地には建物 6

棟がある。やはり3時期以上の建替えがある。S B74内 部には餐の据付け痕跡と思われる

土坑が認められる。南半の宅地は、建物配置からみて、 1/4坪利用だった可能性が高い。

建物17棟、塀 4条があり、建物配置は4時期以上の変遷が考えられる。S B81と S B82、

S B91と S B92は 同規模で同様な建物であり、S B81・ S B91→ S B82・ S B92と 建替え

られたものと思われる。

全体的に、それぞれの宅地の東西中心軸上に中心建物となる東西棟を配し、その脇に南

北棟を配するのを基本としている。東西棟は南北に2棟以上並ぶ場合もあり、坪内道路に

よる宅地割り以前 。以後の建物もいくつか存在しているようである。塀は特に宅地を大き

く区画するものは認められず、宅地内の空間を分割するもののようである。
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遺 構
番 号

椋
方 向

規 模
桁行 ×梁間

桁行全長
m(尺 )

梁行全長
m(尺 )

梁行柱間
寸法(m)

鯛
⑪

行
法

梁
寸

出

≫
の

ｍ

廂

く 備 考

SB 45 東 西 2以上 × 2 30以上 42(14) 15等間 21等間 総柱建物の可能性あり

SB 46 南北 1以上 × 2 2.1以上 36(12) 21等間 t8等間 S D38よ り珀〒

SB 47 東西 5× 2以上 120(40) 54以上 24等間 南30 甕据付痕跡10ケ 所

SB 48 南北 4× 2 87(29) 2124-21-21 1等間 S A96よ り古

SB 49 南 北 3× 2 63(2 21等間 8-2 1 S E104よ り古

SB 50 南北 4× 2 78(26) 36( 21-1813-21 8等間 S E104、 S Kl14よ り古

SB 51 南北 3× 2 63(21) 39( 21等間 95等間 S Kl15よ り古

SB 52 南北 3× 2 63(21) 3 21等間 υb等間 S B54よ り古

SB 53 東 西 5× 2 90(30) 18等間 1等間 S B55よ り古

SB 54 東 西 3× 3 63(21 60(20) 21等問 1等間 南 18 S B52よ り新、S B55よ り古

SB 55 東西 5× 2 120(40) 48(16) 24等間 4等間 S B53・ 54・ 59・ 60よ り新

SB 56 東西 2以上 × 3 42以上 63(21) 21等間 1等間 南21

SB 57 東西 3以上 × 2 81以上 42(14 27等間 1等間

SB 58 南 北 2× 2 36(12) 11 18等間 65等間 徐柱 建 物

SB 59 南北 4× 2 57(19) 36(12) 15-15-1512 8等間 総柱建物

SB 60 東西 5× 2 20等間 5等 FHR

SB 61 2× 2 36(12) 36(12) 18等間 8等間 総柱 建 物

SB 62 南北 4× 2 78(26) 42(14) I併 181併 24 1等間 南1間目間仕切り、S B61・ 63よ り新

SB 63 南北 4× 2 78(26) 42(14 195等 閣 1等 FHEI 南1間 目間仕切り、S B42・ S B62よ り古

SB 64 ド耳ゴヒ 2× 1以上 57(19) 24以上 27-30 総柱 建 物 の可 能 性 あ り

SB 65 南封ヒ 3× 2 45(15) 33(11) 15等間 165等間 S D43よ り古

SB 66 東西 2以上 × 3 48以上 63(12) 24等間 21等間 南21 S B67・ 69・ S D123よ り新

SB 67 東 西 3以上 × 2 63以上 39(13) 21等間 18_21 S B66よ り古 。S B68よ り新

SB 68 東 西 3以上X2以上 45以上 24(8) 15等間 南18 S B67よ り古

SB 69 南北 3× 2 54(18) 36( 18等間 18等間 S B66・ S D123よ り古

SB 70 東 西 3× 2 54(18) 18等間 18等 間

SB 71 東 西 1以上 × 2 18以上 36( 18等間

SB 72 東西 3× 2 45(15) 15等間 18等間 S D125よ り新

SB 73 目耳Jヒ 3× 2 54(18) 18等間 18等 間 S B74。 S D43よ り刃〒

SB 74 目三Jヒ 4× 2 108(36) 42( 27等間 21等間 S D44よ り新、甕据付痕跡 ?

SB 75 南北 4× 2 103(36) 27等間 21等間

SB 76 東 西 4× 2 75(23) 2 21181813 18等 間 西 l FHR日 間仕切 り、 S B77よ り古

SB 77 戻 西 4× 3 90(30) 75(25) 225等間 24_21 雨 30 S B76よ り新

SB 78 東西 3× 2 54(18) 36(12) 18等間 18等間 S D 125よ り新

SB 79 東 西 7× 2 126(42) 48(16 18等間 24等間 東 1闇 日間仕 切 り

SB 80 買 西 5× 2 115 48(16 23等間 24等間 S B81・ 83よ り古

SB 81 東西 5× 3 1125 75(25) 225等間 24_21 南30 S B80よ り新、 S B82・ 83よ り古

SB 82 東西 5× 3 1125 69(23) 225等間 24-21 南 24 S B81よ り剰〒

SB 83 買 西 4× 2 99(33) 48( 6 24-2427-24 24等間 S B80・ 81よ り新

SB 84 南北 3× 2 57(19) 30( 18-21-18 15等間

SB 85 南北 5× 2 90(30) 2 18等間 18等 闇 S B86。 87よ り新、 S B88よ り古

SB 86 5× 2 90(30) 2 18等間 18等 間 S B87よ り新、 S B85。 88よ り古

SB 87 目三引ヒ 3× 2 63(21) 36( 21等問 18等間 S B58・ 86・ 88よ り古

SB 88 南北 3× 2 54(18) 4 18等 FHq 21等間 S B85・ 86・ 87よ り新

SB 89 東 西 3× 2 63(21 2 21等間 18等 間

SB 90 南 北 5× 2 78(26) 86( l卜 15‐16‐15‐li 18等間 北 2間 目間仕切り

SB 91 東西 6× 2 126(42) 21等闇 21等間 東西各 1間目間仕切り

SB 92 東 西 6× 2 126(42) 21等間 21等間 束西各 1間 日間仕切 り、 S B93よ り新

SB 93 東 西 3× 2 72(14) 24等間 27等間 S B92よ り古

SB 94 南北 3× 2 63(21) 42( 21等間 21等間 S E l12よ り古

SB 95 南北 3× 3 72(24) 72(24) 24等間 24等間 ヌ臣24
S A96 4× 2 120(40) 42(14 30等間 21等間 南端 で西 へ 曲 が る

S A97 南北 2以上 36以上 18等間

S A98 南北 2以上 36以上 18等間

S A99 東 西 3以上 54以上 18等間

S A100 南 北 3 54(18) 18等間

S A101 南北 5 105(35) ,1-21-21-B4-18

S A102 東 西 3以上 63以上 21等間 S A103と 接続

S A103 目奪Jヒ 4以上 × 1 78以上 18(6) 195等間 北端で東へ曲がる

建物・塀一覧表
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遺構番号
掘  型 枠

主要出土遺物 備  考
平面形

平面規模
(m)

終
⑪

平面形・構造
内法
(m)

水溜・
濾過装置等

S E104 惰円形 方形横板組
］
×
ｍ

桃の種 S B49よ り新

裏込め下底に礫

S E105 隅丸方形
東西 19

10
墨書土器

製塩土器

枠抜き取り

埋土に炭層あり南北 17

S E106 不正円形
東西 19

南北 20
15 方形縦板組

横桟留

０８

×

０８

三彩・製塩土器

桃の種

S E107 円 形 直径 18
枠抜き取り

S E108 隅丸方形
東西 21

南北 21
13

お

×

寅

製塩土器 枠抜き取り

S E109 隅丸方形
東西 22 方形縦板組

隅柱横桟留

掏

×

０

鉄釘 裏込めに円礫多し

S D 120よ り新南北 22

S El10 隅丸方形
東西 20 方形縦板細

隅柱横桟留

08
×

ミニチュア土器・刀子の柄・

斎串・箸

枠材は横板組(井籠

組)井戸枠材の転用南北 21

SE■ 1 円 形 直径 28 13 方形縦板組 ?
箸・ 曲物底板

桃種入り小壼

最下段の横桟のみ残存

主軸が45° 振れる

SE■ 2 円 形 直径 40
製塩土器・刀子の柄・

鉄釘

枠抜き取り。円形縦

板組の可能性あり。

S El13 円 形 直径 24
枠抜き取り。割抜

きのある柱あり。

井戸一覧表

井戸 S E104～ 113 概要については一覧表にまとめた。このうち最 も古いと思われるも

のはS Elllで 、 8世紀中頃の上器が多 く出上 した。下底の横桟のみが残存するが、四隅

がそれぞれ東西南北に位置 し、他の井戸枠と45° 向きが異なっている。 S El121ま 枠が抜

き取 られていたが、埋土から楔が数本出土 しており、円形縦板組 もしくは一木半割春1抜 き

の井戸であったと考えられる。各宅地内には 1基以上の井戸があり、枠を残 しているもの

は各 1基づつのみ認められる。このことは、各宅地内において 1時期に使用された井戸が

1基のみであり、宅地内の建物建替えなどによって井戸が移設 もしくは同時に作 り替えが

行なわれるたびに、枠材が再利用されていったことを推測させる。そして各宅地内に 1基

ずつ存在する、枠材 ごと廃棄された井戸は、その後その宅地の単位が大幅に変更されたか、

居住空間として用いられなくなったことを示すと考えることもできる。

土坑 S Kl14～ 122 S Kl14は S F34の 南端西脇に掘 られた、東西約30m、 南北8.5m以

上、深さ0.1～0.2mの 平面長方形の土坑。さらに南へ続き、溝状になると推測される。 S

D39よ り新 しい。 S Kl15は 東西1.5m、 南北3.Omの 平面長方形の上坑。底部北半 はさらに

一回り小さな掘形で深 くなっており、最深部で深さ約0.65mo S Kl16は長径40m、 短径2.

Om、 深さ0.2mの 平面精円形の土坑。 S Kl17は 東西4.Om以上、南北2.Om、 深さ0.1～ 0.15

mの平面長方形の土坑で、さらに西に続 く。埋土から奈良三彩の獣脚が出土 した。以上 は

全て建物より新 しい時期のものと考えられるが、性格は不明である。 S K l18は東西10m

以上、南北2.5m、 深さ約0,3mの 平面隅丸方形の土坑になると考え られる。埋土か ら、墨
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書で蓮華の描かれた須恵器杯蓋が出土した。S Kl191ま東西約2.5m、 南北約2.Om、 深さ約

0.3mの 平面台形状の上坑。埋土はほぼ均等な厚さで 5つ の層が水平に堆積 している。最

下層は炭層で、壁面から底面にかけて土坑の内面を覆っている。南北の壁面はほぼ垂直に

立ち上がり、底面は平らで、断面は長方形を呈する。一見窯跡のようであるが、埋土に遺

物がほとんどなく、あるいは炉などの防湿施設とも考えられる。 S K 120は 東西約2.8m、

南北約4.Om、 深さ0.7mの 平面長方形の上坑。埋土は小礫を多く含み、遺物を含まない。

S D 126よ り新しく、S E 109よ り古い。S K121は東西約1.Om、 南北1.3m以上の平面楕円

形状の上坑で、北端はS D41に よって壊されている。底面は北へむかって下っており、最

深部は深さ0。 15mで S D41の 底とほぼ同じになる。埋上に炭が混じり、土器片が多 く含ま

れることから、ゴミ処理用の上坑と考えられる。S K122は東西2.Om、 南北1.3m、 深さ0.5

mの平面隅丸長方形の上坑。南辺に偏って急激に深く掘り込まれており、段をなす掘形と

なっている。これらの上坑については、現在出土遺物が整理中であるため詳細な時期・ J14

格は不明である。

溝S D123～ 126 S D1231ま 幅約1.2m、 長さ7.5m以上、深さ0。2m前後の東西素掘り溝で、

X=-146′8700

郵         に

Y=-16′ 530.0

土坑埋土

暗灰色砂質土

暗青灰色砂質土

青灰色粘質土

IY=-16′5635

井戸S E104 平面・立面図 (1/50)
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西端が広がっており、さらに西へ続く。 1/12坪宅地のほ

ぼ南北1/2の 位置にあり、宅地割りのための溝の可能性

がある。 S D 124は最大幅16m、 長さ6.Om以上、深さ約

0.lmの 東西素掘り溝。幅が一定でなく、平面形は不定

形であり、東端はS D42に接している。埋土上面には拳

大の礫が多数散っているがく溝自体からは遊離している。

土坑 S Kl17と した遺構と一連のものとなる可能性もあ

る。 S D 125は 幅2.4m、 長さ19,Om以上、深さ約0.3mの

東西素掘り溝。坪内道路S F37の北に沿っており、SD

124と は坪内道路S F36を 挟んで西側に位置する。建物

S B72や 井戸S E108よ り新 しく、坪内道路が無 くなっ

てからの区画施設の可能性がある。 S D 1261ま 幅約2.Om、

長さ15,Om以上、深さ約0.3mの 東西素掘り溝。建物 SB

78や土坑S K120よ り古く、坪内道路による宅地割 り以

前の区画施設と考えられる。

S X127～ 133 S X127～ 129は拳大の円礫と土器およ

び瓦片の集中部である。いずれも1.Om× 1.5m程度の長

/Y=-16′ 55550

方形で平坦に広がっており、掘形はなく、性格は不明で

ある。個々に若干の違いがあり、S X127・ 1281ま 礫が多

く、 S X129は 土器・ 瓦が多い。 S X129に は9世紀中頃の土器が含 まれている。 S X 130

～132は土器埋納土坑である。 S X130は 直径約0.23m、 深 さ0.13mの平面円形の掘形に、

須恵器杯蓋で塞いだ土師器甕Aを納めたものである。 S X131は 直径約0.24m、 深 さ009m

の平面円形の掘形に、須恵器杯蓋で塞いだ須恵器杯Bを納めたものである。内部には和同

開弥 2枚が入れられており、坪内道路 S F36上に埋められていた。S X132は 直径約014m、

深さ0.08mの平面円形の掘形に土師器甕Aを納めたもので、整地層の上から掘 り込まれて

いる。これらの土器内の上壌は未分析であるが、特にS X 131は その出土位置か ら、胞衣

壷としての可能性が考えられる。 S X1331ま長さ3.6m以上、幅約0.lm、 厚 さ約0.01mの薄

板が、坪内道路 S F34の 西側溝 S D39の 西壁に沿って横向きに立てられているものである。

S D39よ り新 しく、溝の護岸用ではないと思われるが性格は不明である。

Ⅳ 出土遺物

出土遺物のほとんどは奈良時代の須恵器・ 土師器で、総数 は第347次調査第 2発掘区が

整理箱94箱、第353次調査第 1発掘区が同139箱である。現在整理中であるため一部につい

てのみ報告する。

▲
二
八

土器埋納土坑S X130。 131 平面・断面図 (1/10)

Ｐ
潜
・‐４６′蜘
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出土土器 (1/4、 1～ 8は土師器、 9は黒色土器、10～18須恵器)

土器類は18を 除きS E104か ら出土したものである。黒色土器椀 (9)は奈良時代末の

ものと考えられる。18は S Kl18か ら出土した須恵器杯蓋で、蓮華を模 したと思われる文

様が墨書されている。この他、坪内道路の側溝からは主に8世紀後半の上器類が出土 して

いる。瓦類については、丸瓦 。平瓦が少量出土しているのみである。この他井戸枠内など

から、刀子の柄、斎串、箸等の木製品や帯金具、鉄釘等の金属製品が出土している。第34

7次調査第 2発掘区では高年通費 1枚、神功開賓 4枚が出土している。また両発掘区を通

じて石鏃 4点、他25点の安山岩製の剰片が出上している。

V まとめ

今回の調査成果として特筆すべきは、坪内道路の検出と宅地割りの様相である。当坪内

は道路によって宅地が少なくとも4通 りの大きさに区画されていたことが確認できたが、

そこにはいくつかの問題点もある。ひとつは最小の宅地が1/241こ 区画されていることであ

る。これまでの発掘調査や文献史料から、平城京での宅地1/32坪 を最小単位としており、

聾
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その次に小さい宅地はその

倍の 1/16坪 が知られている。

1/24坪 宅地として明確なも

のは現在知 られていないよ

うであり、当時の宅地班給

制度を考えるうえでも貴重

な例と言えるが、これが特

殊なものか、ある程度普遍

的なものかは類例の増加を

待って検討 しなければなら

ないだろう。

さらに問題となる点は、

坪内道路の多さである。今

回の状況を鑑みて、第 168

次調査の遺構検出状態を見

てみると、同様に地山が帯状に削 り残された部分が認められる。参考までにそれらを示 し

たのが右上の遺構概念図である。これらが仮に宅地の区画施設だとしても、今回検出のも

のを含めて全てが道として機能 していたかどうかには疑間が残る。遺構検出時の残存状態

からは、路面であったのか土塀があったのかは判断できなかった。しか し今回検出した遺

構について敢えて坪内道路とした理由は、まず 1/8以下の宅地割 りを土塀で区画 していた

例が確認されておらず、それが考えにくいこと、 S F36上に胞衣壺の可能性のある土器が

埋納されていたことがあげられる。また、東四坊大路に面 した坪の東半では、宅地割 りの

状態によっては坪内道路を必要 とする場合が十分考えられる。 しかも現在坪の南辺を流れ

る菩提川の当時の河道によつては、開門できる方向がさらに制約されていた可能性 も考え

られるのである。ただし、それでも西端の 1/24坪宅地が道路によって区画される必要性 は

理解 し難 く、今後の検討課題とせざるをえない。

以上のような問題点は残るものの、建物や井戸の配置からみて十四坪内が区画施設によっ

て分割されていた時期があるのは間違いないものと考えられる。全体的に 3～ 4時期の遺

構の重複関係が確認でき、整然とした区画が行なわれていたのは半ばから後半の 2時期 く

らいの間である。区画自体が一斉に行なわれたか随時分割されたかは遺構・ 遺物からは判

断できなかったが、最 も出土量の多い、坪を南北に 2等分するS F35の 南側溝の土器 は 8

世紀後半のもので、坪内の区画が行なわれていたのは奈良時代後半から平安京遷都までの

十四坪遺構概念図 (1/2,000)

間 くらいであったと考えられよう。
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儒)平城京左京四条四坊十五坪の調査 第318-1・ 3、 325-2～ 7、 347-1次

I 調査の目的

平城京左京四条四坊十五坪の調査は、市民ホール建設予定地において、十五坪西半部の

宅地利用の様相の解明を主な目的として、平成 3年度から平成 8年度にかけて下記の表に

示す発掘区を設定 して実施 した。今回報告する第318次調査第 1・ 3発掘区、第325次調査

第 2～ 7発掘区、第347次調査第 1発掘区は、平成 6～ 8年度に主に十五坪西南部にあた

る地域で実施 したものである。

平城京左京四条四坊十五坪内の調査一覧

Ⅱ 調査地の地形と層相

調査地は、菩提川によって形成された扇状地の扇端部にあたり、東か ら西へ下る緩傾斜

地となっている。現状は、水田 。畑地及び旧国鉄宿舎に伴 う造成地である。調査地の地層

は、水田・畑地では上から作土層 (厚 さ0.2m)、 2～ 3層 の灰色 シル ト層 (厚 さ02～ 04

m)があり、黄褐色シル ト層や扇状地の礫州の一部である黄褐色礫層 となる。黄褐色 シル

ト層や黄褐色礫層の上面に奈良時代の遺物包含層がみられる部分 もある。造成地では作土

上に盛土がなされている。灰色シル ト層・黄褐色シル ト層の各上面には乾田が営まれてい

たことを示す橙色の班鉄がみられる。奈良時代の遺構面は、黄褐色シル ト層と黄褐色礫層

の上面 (標高62,3～ 63.3m)で ある。なお、第325次調査第 7発掘区では、黄褐色 シル ト層

以下2.lm分の地層を確認 しており、最下位の腐植混 じリシル ト層について、層中に含ま

れた流木片のユC年代測定 と花粉・珪藻遺骸分析を行った。(付編参照)

作土層             A 流路 S D27

灰色 シル ト層          B 十、十五坪坪境小路

黄褐色ンル ト層・ 黄褐色礫層     東側溝 S D 1062

(上面は奈良時代遺構面)

匡コ 泥 (シルト・粘土)

厩翻 砂/礫

第325次調査 第 6発掘区南壁土層断面図 (1/100)

調査次数 。発掘区 調 査 地 調査面積 調 査 期 間 既存の概要報告
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Ⅲ 検出遺構

遺構検出は、奈良時代の遺構面である責褐色シル ト層と黄褐色礫層の上面で行った。検

出した遺構には、古墳時代、奈良 。平安時代及び中・近世のものがある。

古墳時代の遺構 流路 1条がある。流路 S D27は 、第325次第 2・ 6発掘区で検出 した

南東から北西に流れる流路で、幅 3～ 7m、 深さ0.5mで あ―る。埋土は、上位が奈良時代

の上器片と黄褐色シル トブロックを含む褐灰色シル ト、下位が古墳時代中・後期の上器片

を含む褐灰色砂・礫である。平城京造営の際に埋め立てられたものとみられる。

奈良・ 平安時代の遺構 坪境小路東側溝、掘立柱建物29棟、掘立柱門・塀18条、溝 6条、

井戸 4基、土坑 3、 池状遺構 2がある。重複関係から3時期以上の変遷が認められる。

条坊関連遺構 十・十五坪坪境小路東側溝 S D 1062は、幅 3～ 4.2m、 深 さ02～ 0.3mの

素掘 りの溝である。溝底は北から南に向かって低 くなり、その標高は619～ 623mで ある。

埋土は奈良時代の瓦・ 土器片を含む灰色シル トである。溝心の国土座標値 は、X=-146,

672.0,Y=-16,587.2である。なお築地や雨落ち溝は、関連する遺構が検出されず不明で

ある。また、第325次第 3発掘区では四条条間路が予想されたが、後述する中世の流路 S

D91が あり、関連する遺構は検出されなかった。

建物 S B28～ 56、 門 S B59～ 62・ 69、 塀 S A57・ 58063～ 68073・ 74 主軸の方向や規

模等については、一覧表に示すとおりである。なお一覧表には、第234・ 253次調査で確認

した遺構で、今回の調査の結果解釈を訂正 したものも記載 した。

これらの遺構のうち、互いに重複 して同時併存があり得ないものは下記の通 りである。

先後関係がわかるもの i S B32→ S B33  S B42→ S B43  S B52・ 53→ S B54

(旧→新) S A72→ S B51

先後関係が不明のもの :S B29-S B31  S B31・ 32-S A61  S B32T S A62

S B37-S B38    S B41-S A66    S B47-S A67

S B48-S B49   S B54-S A74   S B55・ 56-S A61

建物には、柱筋を揃えて建てられたものがある。建物 S B27・ 28、 S B31・ 33・ 46は、

いずれも東側柱列を揃えて南北に並ぶ。また、建物 S B30・ 34も 第253次調査第 3発掘区

で検出した建物 S B22と 東側柱列を揃えて南北に並ぶ。建物 S B35・ 36は西側柱列を揃え

て南北に並ぶ。建物 S B37・ 43は北妻柱列を掘立柱建物 S B39の 南側柱列と揃えている。

建物 S B39・ 40は、第253次調査第 1発掘区で検出した建物 S B10012と 西妻柱列を、建

物 S Bllと 東妻柱列をそれぞれ揃えて南北に並ぶ。建物 S B42は 、第234次調査及び第253

次調査第 1発掘区で検出した建物 S B01008009と 東側柱列を揃えて南北に並ぶ。建物 S

B41・ 43は東側柱rllを揃えて南北に並ぶb建物 S B41・ 48は東 。西妻柱列を揃えて南北 に

並ぶ。
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遺 構
番 号

棟
方向

規 模
桁行×梁間

桁行全長
m(尺 )

梁行全長
m(尺 )

梁行柱間
寸法(m)

帥
⑪

行
法

梁
寸

廂の出
(m)

備  考

S B12 東 西 6× 3 126(42) 42(14) 21等間 21等間 第325次調査で西妻柱列を確認

S B21 東西 3× 3 63(21) 21等間 195等 間 旧S A21 第325次調査成果による解釈変更

S B24 南】ヒ 3× 2 57(19) 36(12) 15-21-21 18等間 第325次 調査で南半部を確認 一部解釈変更

S B28 南北 3× 2 45(15) 33(11) 15等間 165等間

S B29 東 西 3× 2 54(18) 27(9) 18等間 135等間

S B30 南北 3× 2 48(16) 15-■ 8-15 225等間 総柱建物

S B31 南北 3× 2 51(17) 45(15) ■8-18-15 225等間 総柱建物

S B32 南北 5以上 × 3 75以上 42(14) 21+18× 3間 21等間 東21

S B33 南 北 5以上 × 2 75以上 21+18X3間 195等間 S B32よ り古七

S B34 南Jヒ (5)× 2 108(36) 48(16) (21X憫 +241 24等間 南 2間分と北妻柱列を確認

S B35 南北 1以上 × 3 18以上 165等間 西15

S B36 南北 3× 2 54(18) 42(14) 18等間 21等間

S B37 南封ヒ 5× 2 102(34) 51 255等間 255等間 爾30 身合に床束あり

S B38 南 北 (4)× 2 96(32) (24等間) 18等間 南 1間分と北妻柱列を確認

S B39 東西 6× 2 129(43) 48(16) 24+21× 5間 24等間

S B40 東西 5× 2 135(45) 27等間 27等間

S B41 南北 4以上 × 2 72以上 45(15) 24等間 225等 問

S B42 目写引ヒ 6× 2 114(38) 42(14) 21等間 S B41・ 44よ り古い

S B43 南 北 5× 3 120(40) 42(14) 24等間 21等間 西30

S B44 南北 3以上 × 1 33以上 7) 165等 間 21

S B45 東西 2以上 × 3 24以上 165等 間 雨 18

S B46 南 北 3× 2以上 78(26) 21以上 3-24-24

S B47 南北 5× 3 93(31) 42(14 21+18X4間 21等間 西21

S B48 南北 3× 2 54(18) 4 18等間 21等間

S B49 南北 3× 2 72(24) 3 24等間 195等間

S B50 東 西 3× 3 63(21) 21等間 8等間 総柱建物

S B51 東西 3× 2 63(21) 36(12 21等間 8等間 総柱建物

S B52 東西 3× 2 48(16) 2 15-■8-15 8等間 S B55よ り古ヽ

S B53 東西 3以上 × 2 30以上 2 15等間 8等間

S B54 東 西 5以上 × 3 87以上 19予 19[24‐ 94 4等間 南27

S B55 南北 3× 2 51(17) 12 15-15-18 8等間

S B56 南 北 2以上 × 2 18以上 10 5等間

S A57 東西 2 48(16) 24等間

S A58 東西 2 60(20) 30等間

S B59 南 北 1 42(14) 門の可能性

S B60 南北 1 42(14) 門の可能性

S B61 南北 72(24) 36等間 門の可能性

S A62 南北 1 42(14)

S A63 東西 2 48(16) 24等間

S A64 南北 192(64) 〕卜?胃 l B7,7 S A63・ 66と 直交

S A65 東西 3 63(21) 21等間

S A66 東西 9以上 144以 上 西から2115X3間-2418X3間

S A67 東西 216(72) 27等間
S A70と 接続

S A68 東 西 232(94) 西から27× 8間 33× 2間

S B69 東西 1 48(16) 門の可能性

S A70 南北 3 63(21) 21等間

S A71 東西 2 60(20) 30等間

S A72 東西 7 13244() 西から21× 2間 18× 5間

S A73 南 北 4以上 72以上 24等間

S A74 南北 (6) 144(48)

S A75 東西 2 36120 18等 問

建物・塀一覧表
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遺構番号

掘  形 枠

主要出土遺物 備  考
平面形 平面規模

(m)
終
⑪

平面形・構造 内法
(m)

水溜・
濾過装置等

S E79 隅丸方形
東西 20

方形縦板組横
桟留の可能性

隅

×
‐３

最下段横材のみ
残存南北 20

S E80 隅丸方形
東西 32

方形横板組隅
柱留

蛹

×
晒

土器類 (須恵器、麹朗紛
横櫛、斎串、曲物、高年
通費南北 34

S E81 隅丸方形
東西 14

方形縦板組隅
柱横桟留

腑
×
媚

曲物(径05) 土器類 (須恵器、
土師器)

南北 14

S E82 円 形 直径 14 方形縦板組横
桟留

蝸
×
側

粋材最下位と桟ル
の一部のみ残存

井戸一覧表

井戸 S E83(左 )。 84(右)平面 。立面図

,        lμ

(1/50)
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なお、建物 S B32は 建物 S B31の 後身建物とみられる。建物 S B43の 北西隅の柱穴は、

後述する平安時代初頭の土坑 S K86に 破壊されている。塀 S A68の 東から2番目の柱穴は、

後述する池状遺構 S X89の 平安時代初頭の堆積層上面から掘 り込まれている。建物 S B39

の柱穴か らは文字瓦が出土 した。

溝 S D76～81 溝 S D76は 第347次調査第 1発掘区の北東部で検出した南北方向の溝で、

溝の南端部は東西方向の溝 S D77の 西端部とL字状に接続する。溝 S D78は 溝 S D77の 南

に 1.8m隔てて平行に掘削された東西方向の溝で、溝の東端は溝 S D76の 南延長上 にある

南北方向の溝 S D79の 北端部とL字状に接続する。溝 S D80は 第325次調査第 2発掘区で

検出した南北方向の溝で、位置は溝 S D76・ 79の南延長上にあたる。いずれも素掘 りの溝

で、幅03～ 1.8m、 深さ0。 1～ 0.4mで ある。また、埋土は奈良時代の土器片を含む灰色 シル

トである。溝 S D76。 79・ 80の位置は、第168次調査等で得 られた東四坊大路の道路心の

西方約67mで、十五坪の東西中軸線付近にあたる。また、清 S D77・ 78の 位置は、第 199

次調査で得 られた十五 。十六坪坪境小路の道路心の南方約67m付近で、十五坪の東西中軸

線付近にあたる。溝 S D77・ 78間の空間地は坪内道路の可能性がある。

溝 S D81は 、幅1.Om、 深さ0。 lmの素掘 りの溝で、埋土中か ら銅製の餃具が出土 した。

井戸 S E81～84 規模や構造等については、一覧表に示すとおりである。いずれの井戸

も黄褐色シル ト層の下の礫層まで掘 り込んで作 られており、礫層中の被圧地下水を取水 し

たものとみられる。井戸 S E81084は井戸枠が抜き取 られている。井戸 S E82・ 83の 井戸

枠内からは奈良時代末～平安時代初頭の上器類が出土 した。

上坑 S K85～87 土坑 S K85は 、建物 S B43の 北西隅の柱穴を破壊 して掘削された径0.8

m、 深さ1.2と の平面円形の土坑で、埋土は暗灰色粘質土である。埋土中か ら奈良時代末

～平安時代初頭の土器が出上 した。土坑 S K86は 、建物 S B51の 西側 に位置する東西30

m、 南北5,4m、 深さ0.4mの 平面長方形の上坑で、埋土は暗灰色 シル トである。埋土中か

ら奈良時代末～平安時代初頭の上器が出土 した。土坑 S K87は 、建物 S B56の 東側に位置

する東西2.4m、 南北3.3m以上、深さ0,3mの平面長方形の上坑である。埋土 は奈良時代の

土器片と炭粒を含む灰色シル トで、炭粒は下位に集中する。

池状遺構S X88・ 89 池状遺構 S X88は 、溝 S D80の 西側に位置する。平面長方形で、

規模は東西4.5m、 南北30m、 深さ04mで ある。南から20mま での底面 には東西2.5m、 南

北10mの 平面長方形の掘形が 2箇所南北に並ぶ。掘形の底面からの深さは、北側が0,8m、

南側が0.4mで ある。南端部中央には幅0.6m、 深さ0.2mの 南北方向の素掘 りの溝が接続す

る。埋土は主に灰色系のシル トである。ただし、北側の掘形の下位の埋土は砂とシル トで

形成されており、北から南へ水が流れたことを反映する互層状の堆積構造がみられる。位

置関係を考慮すれば、当初は前述の流路 S D27と接続 していた可能性がある。埋土中か ら
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こ愁 |が

作土

一a 灰色シル ト層 (流路 S D90南提防
築造以後)

一b  同 上   (同以前)

黄褐色シル ト層 (上面は奈良時代遺構面)

黄褐色砂・礫層

A～ Dは流路堆積物

※堆積構造はスケッチ

※編みかけ部は堤防

□ 泥    □ 砂/礫
(シ ルト・粘土)  。       2m

―第325次調査 第 3発掘区西壁 流路S D90断 面図 (1/100)

奈良時代半ば～平安時代初頭の上器が出土した。また、北側の掘形の底面から篭とみられ

る編物が出土した。池状遺構S X90は 、池状遺構S X89を 西側へ東西 3m、 南北27mに わ

たって拡張したものとみられる。深さは0.2mで、埋土は池状遺構 S X89と 同じである。

南端部中央には池状遺構S X89と 同様に幅0.6m、 深さ0.2mの 南北方向の素掘りの溝が接

続する。溝内には木樋の底板が残っていた。

中 。近世の遺構 流路 1条、土坑と耕作に伴うとみられる素掘りの溝がある。

流路S D91 流路S D91は 、第325次調査第 3発掘区で検出した流路で、平城京四条条

間路の推定地を東から西へ流れる。幅は発掘区西端部では15mである。埋土は主に砂と礫

で、奈良時代の土器片を含む。底面は奈良時代遺構面より低い。発掘区西壁の断面では、

流路内の埋積が進むにつれ次第に岸寄りを流れるようになり、最終的には埋没する過程が

観察できた。堤防は南岸側で確認した。黄褐色シル トの盛土で構築されたもので、幅2.5

m、 高さ0.5mである。構築された際の遺構面は奈良時代遺構面上に堆積 した灰色シル ト

層の上面である。北岸側は、発掘区東・西壁の断面観察では認められなかった。直線的に

流れることや堤防が盛上で構築されていることから、人工的に掘削されたものと考えられ

る。流路上面で検出した土坑 (S K92)か らは平安時代後期の瓦器椀が出上した。

なお、土坑は主に奈良時代遺構面上に堆積した灰色シルト層上面から掘削されている。

掘削が黄褐色シルト層にとどまるものとそうでないものがある。前者は採土坑とみられ、

複数が重複して群在する傾向がある。後者は耕作に伴うものとみられる。 (安井宣也)

Ⅳ 出土遺物

出土遺物には、縄文時代の上器・石器、古墳時代の土器、奈良時代の瓦・土器 。木製品。

石製品 。金属製品 。銭貨、中・近世の上器がある。以下主なものについて報告する。

一

一 一 ―

―

一

二

Ψ

二

一

_____輛

認
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瓦類 出土瓦類の大半は丸瓦、平瓦であ

るが、軒丸瓦21点、軒平瓦16点、嘩 4点、

面戸瓦 1点、英斗瓦 1点、文字瓦 1点 を含

む。ここでは軒瓦、文字瓦について報告す

る。軒丸瓦の内訳は、6233A b l点 、6275

11点、6279A2点、6282B a l点、6282B2点、6301A l点、6301B l点、6308 B l点 、

6314F6点、型式不明 4点、平安時代以降 1点である。軒平瓦の内訳は、6652A l点、666

3A l点、6663B l点、6664 F l点、6667A l点、6668A l点、6691A3点、6702A l点、6

721D2点、6734A l点、型式不明 2点、新型式 1点である。軒平瓦新型式は、左側部分

の破片であるが、三回反転均整唐草紋の左第 2、 第 3単位部分と思われる。唐草第 3単位

の主葉が界線に接続せずに巻き込み、唐草第 3単位の左上に一本の遊離した支葉をもつ点

が特徴的である。上下外区及び脇区には珠紋をめぐらす。顎は段顎である。平瓦部凸面に

横位の縄叩き目が残る。調整は平瓦部凸面の瓦当近くと顎部を横方向にナデ、平瓦部凹面

を横方向にヘラケズリする。文字瓦は建物 S B39か ら出土 した。丸瓦の凸面玉縁近辺に

「終」の刻印がある。刻印「終」にはaか らgま での7種類が知 られているが、今回の出

土例はCで ある。

本年までの十五坪周辺での調査で出土した軒瓦をまとめると別表のようになる。

十五坪内で出土した軒丸瓦の中では、6314Fが 出土軒丸瓦全体の29.6%を 占める。さら

に6314Fは平城京内では十五坪内と十・十五坪境小路東側溝以外では確認されていない型

式の軒丸瓦である。以上のことから、十五坪内では6314Fが主体的に用いられた建物があっ

たことが子旨摘されよう。

1)奈良国立文化財研究所『奈良国立文化財研究所基準資料V瓦編5』 (1977)

僚 田簿こ顛p

軒丸瓦
十・ 十五坪
坪境小路東
側溝 SD

流路 S D91 十五坪内部 合 計

b 1 1

62751 1 1

6279A

1 1

6282B
Ｚ

明

８

不

Ｚ

剛

６
種

6301A 1 1

6301B 1 1

6308B 1 1

6314F 1 7

形式不明

平安遺構 1 1

新型式軒瓦 (1/4)

軒平瓦
十・ 十五坪

箭簿省警東流路 S D91 十五坪内部 合 計

6652A

6663A

6663B l

6664F

6667A

6668A

6691A

6702A

6721D

6734A 0 5* 0.5*

新型式 1

型式不明 2 2

軒瓦集成表
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土器類 ここでは、流路 S D27と 井戸 S E81の 出土土器について記す。

流路 S D27出 土土器 縄文時代の縄文土器、古墳時代の土師器・須恵器と時期不明の上

師器がある。

縄文土器は、縄文時代後期のものとみられる深鉢の日縁部の破片が 1点出土 している。

口縁端部の外面には3条の凹線がみられる。胎土には石英・ 長石の粗粒砂を多 く含む。

古墳時代の土師器には、小形丸底重と杯がある。 1は小形丸底壺である。器表の状態が

悪 く調整痕はみられないが、体部中央外面に指頭圧痕が残る。 2は杯である。器表の状態

が悪 く調整痕はみられないが、体部下半外面に指頭圧痕が残る。いずれも中期後半か ら後

期にかけてのものである。

古墳時代の須恵器には、杯蓋・杯身・高杯・ 長頸壺がある。 3は杯蓋である。体部 は丸

みを帯び、口縁端部内面には段がみられる。 4は杯身である。日縁部は真っす ぐに立ち上

がり、日縁端面や蓋受け部端面は平坦に仕上げられている。 5・ 6は長頸壺である。 5は

肩部外面に沈線と櫛状の工具による刺突文とで構成された文様帯がみられる。 6は頸部外

面に 2条の沈線が施されている。体部外面には焼き膨れがみられる。 304は中期後半、

5・ 6は後期後半のものである。

その他に、時期不明の土師器長胴甕がある。日縁部はかすかに外湾 し、日縁端部 はわず

かに上方へ立ち上がる。外面の調整は、日縁部が横方向のナデ、体部が縦方向のヘラケズ

リである。内面の調整は、日縁部が横方向のナデ、頸部が横方向のハケメ、体部が縦方向

のハケメである。 彼 井宣也)

井戸 S E81出土上器 南都土器編年の I期新段階 (9世紀前半)に属する土師器・ 須恵

器がある。ここでは残存状態が比較的良好なものを選び図示 した。

上師器 杯A(6・ 7)、 皿A(5)、 椀A(1～ 3)、 椀 C(4)等 がある。杯Aに は、

外面全体にヘラケズリを施 した後ヘラミガキを施す C8手法のもの (6)と 口縁部だけに

ヨヨナデを施すもの (7)と がある。 7は 日縁端部が強 く外反する特徴をもち、河内系の

製品の可能性がある。底部外面に「八」と墨書 きされている。皿A(5)は 、器高が低 く、

口縁部がかなり開き気味に立ち上がる。 I期新段階の特徴的な形態である。椀Aに は、ヘ

ラミガキを施すもの (1・ 3)と ヘラケズ リだけで調整す るもの (2)と がある。椀 C

(4)は 日縁部だけにヨコナデを施 し、それ以外は成形時の凹凸をそのまま残す。

須恵器 杯A(12)、 杯B(8～ 10)、 杯蓋 (11)、 重 (13)等がある。杯B(10)の 底部

外面には文字が墨書きされているが、残存状態が悪 く判読できない。杯A・ Bは、いずれ

も日縁部内外面 ともロクロナデ調整で、底部外面はヘラキ リのままである。壺 (13)の肩

部内面から体部内面下半にかけて、灰白色の物質が付着している。

註)『奈良市埋蔵文化財調査センター紀要 1995』 奈良市教育委員会(1996)
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♀                       20m

溝S D27 出土土器 (1/4)

11

井戸S E85出 土土器 (1/4)
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その他の遺物 奈良時代の遺物の他、弥生時代以前の石器が出土している。 1・ 2は銅

製の鮫具である。 1は長さ4.Ocm、 幅3.Ocm、 板金具の厚さ0.5cm。 外枠金具に図下方から軸

を通し、刺金は軸と別造りとなっている。板金具は2本の鋲足で綴じ合わされている。 2

は長さ4.Ocm、 幅2.9cm、 板金具の厚さ0.5cm。 1と ほぼ同じ大きさであるが刺金を持たない。

同様の型式のものが、欠損品ではあるが、平城京左京二条二坊の東二坊坊間路西側溝から

出土している。板金具は3本の鋲足で綴じ合わされている。 1は建物S B54の 柱穴埋土、

2は溝 S D81か ら出土。 3は銅製の蛇尾の表金具である。長さ3.4cm、 幅2.6cm、 厚さ0,6cm。

表面には黒漆 (網部)が残存していると鋲足は3本である。土坑 S K86か ら出土。 4は横

櫛である。現存幅6.9cm、 高さ5.lcm、 厚さ0.9cm。 歯の挽き出しは3 cmあ たり24本。挽き出

し線は櫛の上縁に平行し、肩部もその丸みに沿って平行している。復元推定幅は12cm前後

である。井戸 S E83枠内から出土。 5は縄文時代草創期の有茎尖頭器である。残存長4.9

cm、 幅2.3cm、 厚さ0.7cm。 欠損は著しいが、復元的にみると、左右の縁辺は上方に向かっ

てすばまり、逆刺は直線的にわずかに張り出しており、「柳又型」と判断される。安山岩

製。第325次調査第 2発掘区遺物包含層出土。 6は 旧石器時代のナイフ形石器である。長

さ6.8cm、 幅2.Ocm、 厚さ0.8cm。 横長素1片を表材とし、一側縁に調整を施す。「国府型ナイフ

形石器」と考えられるが、表材景↓片の底面にネガティブな素1離面が認められ、瀬戸内技法

以外の方法で作られた可能性も考えられる。安山岩製。第318次調査第 1発掘区遺物包含

層出土。この他全発掘区を通じて、和同開弥 3枚、高年通費 2枚、神功開賓 2枚、洪武通

費 (加治木銭)1枚、寛永通賓 1枚、石鏃 3点他剰片類11点が出土している。

(松浦五輪美)

陸 翻∞ g「圃―鰯
を矛垂≦豆正重重夏夏蔓ヨ   2 蛉

金属製品 。木製品 。石器 (1/2)
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一

V まとめ

平成 8年度から今年度までの一連の発掘調査で得られた左京四条四坊十五坪に関する主

な成果は、以下のとおりである。

条坊関連 十・十五坪坪境小路は東側溝 S D 1062を 確認した。東側溝に沿う築地や雨落

ち溝については、遺構は検出されなかったが、推定線上に門S B59・ 60以外の構造物がみ

られないことから、存在した可能性が高いも十四・十五坪坪境小路は推定地が中世の流路

S D91と なっていた。この流路の成立の経緯については、今後検討する必要がある。なお、

十五・十六坪坪境小路は発掘区外であり、確認できなかった。

十五坪遺構概念図

-63-
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十五坪内の区画 十五坪の東西中軸線付近には南北方向の溝 S D76079・ 80がみられる。

また、十五坪東半部の南北中軸線付近には1.8m間 隔をおいて平行 に掘削された 2条 の東

西方向の溝 S D77・ 78がみられる。これらの溝をまたいで建てられた建物や塀はみ られな

い。また、十五坪の南北二等分線付近の塀については、東半部では2条の東西方向の溝 S

D77・ 78の 間の空間地に東西方向の塀 S A66が みられるのに対 し、西半部では建物はみ ら

れるが東西方向の塀はみられない。したがって十五坪内は、東西に二等分され、さらに東

半部が南北に二等分されて 3つ の区画に分かれていたものと考えられる。

建物配置と占地 十五坪東半部の建物配置については、調査範囲が東半部西辺付近に限

られているので全容は不明であるが、少なくとも3時期以上の変遷が認められる。東半部

南側の宅地では、東西の妻柱を揃えて南北に並んで建てられた総柱建物 S B50・ 51と 比較

的大型の南廂付東西棟建物 S B54が みられる。

十五坪西半部の建物配置については、コ字形配置とみられる計画的に建てられた建物群

がみられるのが特徴で、少なくとも3時期以上の変遷が認められる。西半部東寄 りにある

比較的大型の建物 S B10～ 12・ 37・ 39040・ 43は 中心建物とみられる。妻柱列を揃えて南

北に並んで建てられた東西棟建物 5棟 (S B10～ 12039・ 40)に ついては、建物 S B39・

40に比べその北側にある建物 S B10～ 12がやや小振である点を考慮すれば、建物 S B39が

正殿、建物 S B40が 前殿、建物 S B10～ 12が後殿とみなされる。また、南北棟建物 S B89・

40は、それぞれの北妻柱列を建物 S B39の 南側柱列と柱筋を揃えて建物 S B40を 挟んで建

てられており、脇殿とみなされる。その他の建物は付属建物とみられる。中心建物群の西

側にある建物は大半が南北棟建物であるが、建物 S B22・ 30・ 34、 S B31・ 34048の よう

に同じ側の柱筋を揃えて南北に並んで建てられた建物群がみられる。また中心建物群の東

側には建物 S B01と 東側柱の柱筋を揃えて南北に並んで建てられた南北棟建物群が、北側

には建物 S B01の北妻柱列に北側柱の柱筋を揃えて東西に並んで建てられた東西棟建物群

がそれぞれみられ、中心建物群の東側と北側をL字形に画すように配置されている。

占地については、十五坪東半部の建物配置の全容が不明であるが、中心建物群の位置が

十五坪西半部の東寄 りにあることから、一坪利用の可能性 も否定できない。

なおコ字形配置とみられる建物群の性格については、井戸枠内や土坑等から出土 した遺

物を考慮すれば、官庁のような公的なものではなく、むしろ邸宅の中心建物と考えるのが

妥当であると思われる。

利水 生活用水は、確認された井戸の掘形が全て難透水層の黄褐色 ンル ト層下にある砂

礫層に及んでいることから、砂礫層中の被圧地下水を取水 して利用 していたとみられる。

存続時期 十五坪内の宅地の存続時期は、池状遺構 S X89や 井戸枠内の埋土から出土 し

た土器から判断すると、奈良時代半ばから平安時代初頭までと考えられる。 (安井宣也)
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(4)平城京左京四条四坊十六坪の調査 第334・ 345次

I 調査目的

調査地は平城京左京四条四坊十六坪南西部分に相当し、左京四条四坊九・十六坪坪境小

路及び同十五 。十六坪坪境小路の確認を主目的とした。

Ⅱ 調査地の層相

層序は、造成土、赤黒色極細砂、暗灰色極細砂 (作土)、 暗灰色極細砂 (や や褐色気味

床土)、 暗灰色極細砂 (褐色気味、床土)、 暗灰色極細砂 (黄灰色 シル ト混在、作土)と 続

き、現地表下約0.9mで暗橙黄色ンル ト質極細砂の地山となる。遺構面は地山上面であり、

標高は概ね63.Om前後である。旧地形は南西から北東に向かって緩やかに高 くなる。

Ⅲ 検出遺構

主な検出遺構は、奈良時代から平安時代初頭の左京四条四坊九 。十六坪坪境小路および

同十五・ 十六坪々境小路、道路側溝 2条、雨落溝 2条、築地 2条、掘立柱建物 3棟、掘立

柱塀 7条で、他に中世の粘土採掘坑がある。この内、掘立柱建物・ 塀・築地の添柱痕跡 に

ついては概要を一覧表にまとめた。重複関係から、これらの遺構は少なくとも2時期の変

遷があると考えられる。以下、特記すべきものについて述べる。

S F 1060 九・ 十六坪坪境小路。路面東端から約 lm幅分を検出した。

S F 1020 十五・十六坪坪境小路。路面北端から約 1～ 2m幅分を検出した。路面の標

高は63.Om前 後である。なお路面上面で土師器の甕がほぼ 1個体分出土 している。堀形 は

なかった。また後述の S D 1021Aか ら土馬の破片が出土 していることから、何 らかの祭祀

が行なわれていた可能性がある。 (第 199次調査 S F02に対応 )

S D1062A・ B 九・十六坪坪境小路東側溝。一度改修されており、古段階をA、 新段

階をBと して表示する。Aか ら8世紀後半～ 9世紀初頭の上器、 Bか ら8世紀末～ 9世

紀初頭の土器が出土 した。本側溝心はX=-146,673.50の ときAが Y=-16,587.65、 Bが

Y=-16,587.62、 X=-146,653.07の ときにAが Y=-16,587.87と なる (Bは不明)。

S D1021 A・ B 十五・十六坪坪境小路北側溝。改修が一度あり、古段階をA、 新段階

をBと 表示する。A・ Bか ら8～ 9世紀の上器が出上 した。本側溝心はY=-16,574.50の

ときAが X=-146,675.55、 Bが X三 -146,675.49である。  (第 199次調査 S D04に 対応)

S D101A・ B 九・十六坪坪境小路東側築地の雨落溝。改修が一度あり、古段階をA、

調査次数 。発掘区 調査地 面積(∬ ) 調査期間 備  考

第178次

第199次

第218次

第253次第 2発掘区

三条宮前町43-3
三条本町31他

同 上
三条宮前町242-2他

H元・ 7/4～同。7/5
H2,7/2～ 同・ 8/22
H2・ 12/17～ H3・ 2/28
H4・ 6/1～同・ 9/18

平成 2年度報告
同 上
同 上

平成 4年度報告

十六坪内調査一覧表
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S A205A S A204A

y郷 トユB ISA204B 第325次調査

第 5発掘区

S A203B
S A203A

El中世粘土採掘土坑

第334次調査第 1発掘区

―

□ S D101A B4

□ SDWA B駐

電囲 'S Di02か らあお、れ出した堆積物

第334,第335次調査 遺構平面図 (1/400) 第334次調査 北壁土層図 (1/100)

―-66-―



新段階をBと 表す。Aか ら8世紀の土器が出上 した。 (第 178次調査 S D18に対応)

S D102A・ B 十五・十六坪坪境小路北側築地の雨落溝。一度改修 されてお り、古段

階をA、 新段階をBと して表示する。Aか ら8世紀、Bか ら8～ 9世紀の土器が出土した。

なお発掘区東部分は撹乱による削平で残存 していない。 (第 199次調査 S D10に対応)

S A201 九・十六坪坪境小路東側築地塀。堰板留の添柱痕跡があり、これをS A203A・

Bと 表す。ただし東側の添柱痕跡は存在せず、 S D 1062 Bの 造成によって削平されている

と考えられる。このことから、ある時期から築地が存在 しなかった可能性がある。

S A 202 十五・十六坪坪境小路北側築地塀。堰板留の添柱痕跡があり、これを S A 204

A・ B、 S A205A・ Bと 表す。両者のAと A、 Bと Bは対をなす。 さらにAと Bは列が

揃い、柱間も一致することから、築地が二時期ある可能性がある。これは添柱痕跡の状況

からS A201で も同様と考えられる。なお築地幅はAで約1.8m、 Bで約16mで ある。

S X901 十五・十六坪坪境小路北側築地の木樋暗渠。十五・ 十六坪々境小路北側築地

の雨落溝と九・十六坪坪境小路東側築地の雨落溝の取 り付き部分に位置 し、両溝の水を十

五・十六坪々境小路北側溝に排出していたと考えられる。幅員約06m、 深 さ約0.4m。 底

面には拳大の礫が敷き詰められていた。礫の上には側板が 2枚立てられており、素掘 り溝

側面と側板の間には粘土が裏込められていた。また蓋板は検出していないが、側板の上端

が腐食で損なわれていることから、同様に蓋板 も損なわれている可能性がある。

S X902 S X901の 前身の暗渠と考えられると幅員約0.8～ 10m、 深 さ約0.3m。 重複関

係からS D 102Bよ り古い。 S D102Aに伴 う可能性がある。

S X 903 S D 1062・ 101間 に位置する東西方向の 2条の溝状遺構。幅員約0.2m、 深 さ約

0.lm。 重複関係か らS D 1062B。 101Bに伴 う開渠の可能性がある。

遺 構
番 号

棟
方向

規 模
桁行×梁間

桁行全長
m(尺 )

梁行全長
m(尺 )

梁行柱間
寸法(m)

梁行柱間
寸法(m)

廂の出
(m)

備  考

SA203A 南北 2以上 27(9)以上
S D102Bよ り古い。S A203・ 204・ 2051き

築地の堰留板の添柱痕跡と考えられる。

SA203B 南北 13以上 231(77)以上 ※ X北から240争?3-210併 243315212+2■24

SA204A
SA205A 東西 10以上 27(90)以上 を118を (り 返す

SA204B
SA205B 東西 3以上 57(19)以上 同上

SA206 南北 7 ※ S X904よ り新しい栄北から1615151併 4卜1615

SA207 南北 6 99(33) ※ S X904よ り新しい※北から151515152■ 15

SA208 東西 7以上 105(35)以 上 17等間 S B291よ り新しく、S D102Aが 運渋するより新しt

SA209 東西 8以上 126(42)以 上 18等間 S D102Aが埋没するより新しい

SA210 東西 2 28-24 SD10BIBよ り新しいO発掘区外に続(建物になる可能性もある

SA211 東西 2 22等間 発掘区外に続く建物になる可能性もある。

SA212 東西 10以上 192(64)以上 21～24不揃い 坪南辺より坪約 1/4の位置にある

SB221 南北 7× 2 174(58) 54(18)
27-24-24-2
4-24-24-つ 7

27等間 (南 '】ヒ)27 寄椋造建物の可能性もある。

SB222 南北 2以上 × 2 23等間 SB肌とLflの筋、麟がそろうO翻隊勘呵継がある|

SB223 東西 5× 3以上 135(45) 54(18)以上 27等間 27等間

SB224 南 北 3以上 × 3 42(14)以上 57(19) 21等間 19等間

建物・塀一覧表
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S X 904 中心に幅員約06m、 全長約4.2m、 深さ約0.2mの 南北方向の素掘りの溝があ

り周囲に南北方向約7.3m、 東西方向約0.6～3.2mの 浅い土坑、素掘りの溝の南北端に直径

約0.4m、 深さ約0.2mの 土坑がある。S A206・ 207と 重複関係にあり、これより古い。

S X 905 南北方向約5。 2m、 東西方向約2.2m、 深さ約4.5mの 方形石組土坑。側面に拳大

から人頭大の礫が積まれていたと考えられるが、ほとんど取り去られている。石組最下段

を南東部・北部で確認した。また発掘区を北に拡張し、全体の範囲を確認した。なお第 8

層から8世紀中葉の上器、拡張区の第 2層上面から8世紀の土器が出土しており、当施設

は少なくとも9世紀までに廃棄されている可能性が高い。

S Klll 南北約 6m、 東西約 4mの平面楕円形、深さ約0.2mの 上坑。埋土から8世紀

前半の上器が出土した。

Ⅳ 出土遺物

奈良時代から平安時代初頭の上器類が遺物整理箱で4箱分、同時代の土馬が 1点、奈良

時代の瓦類が数点、鎌倉時代の瓦器が数点出上した。

瓦類には軒丸瓦 (6685A)1点 および丸瓦、平瓦が少量ある。

土器類は大半が奈良時代末から平安時代初頭のものである。ここではS D 1062出 上の上

器を報告する。 3は S D 1062B出土、 3以外はS D 1062A出上のものである。

1の上師器は摩滅が著しく調整が分かりにくいが、日縁部だけをヨコナデし、体部～底

部にかけては未調整のようである。椀もしくは壺Bに近い形態である。 2は土師器の椀A

である。 C3手法によって調整している。 3は土師器の椀、 4は土師器の皿Aで ある。両

者共に日縁部を f手法によって調整している。 4は河内系のものと考えられる。 6・ 7は

土師器の甕Aである。いずれも裏面および日縁部から頸部にかけてヨヨナデし、体部表面

をハケ調整、裏面をナデ調整している。 6は体部を 2次ハケ調整している。 7は須恵器の

杯Bであり、全面を回転ナデ調整している。体部と高台との接合痕が残る。 (大窪淳司)

溝 S D 1062出土上器 (1/2)
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(耐 平城京左京四条五坊三坪の調査 第353-2次

I 調査の目的

調査地は平城京の復元では左京四条五坊三坪の東端の中央に相当する。この坪は市第168

次調査 (昭和63年度調査)で西端の一部が調査されたが、本格的な調査は今回がはじめて

である。調査地の東隣の同六坪では第311次調査が実施されており、その西端で池状遺構

S X02の 東岸を確認 した。今回はS X02の範囲と、敷地東端に推定されている三・ 六坪の

坪境小路の確認を目的として調査を行なった。

Ⅱ 調査地の地形と層相

調査地付近の地形は南側に菩提川が西流 しており、それによって形成される扇状地の微

高地上にあるため、西と南にむかってなだらかに低 くなっている。

調査地の現地表面から0.5mま では造成盛上である。調査地の西 1/3は水田耕作によっ

て地下げされ、その部分では造成盛上の厚さは0,9mで ある。造成盛土以下の層序 は暗黒

灰色粘質土 (旧水田作土、0。 15m)、 淡灰色土 (02m)、 灰褐色土 (奈良時代の遺物包含層、

025m)と続き、現地表面下約1lmで黄褐色粘質土または、茶褐色砂礫の地山に達する。

遺構面は 2面あり、灰褐色上の上面 (以下第 1遺構面)と 地山上面 (以下第 2遺構面)で

ある。灰褐色土層は南にいくほどが薄 くなり、南半では地山上面で遺構を検出した。遺構

面の標高は上面で概ね64.8m、 地山上面で64.4mで ある。

Ⅲ 検出遺構

第 1遺構面で検出した遺構には、中世～近世の上坑・素掘 りの溝がある。また、第 2遺

構面で検出した遺構には、弥生時代の上器を含む自然流路、条坊遺構の可能性のある時期

不明の溝、奈良時代の土坑、中世～近世の上坑がある。

自然流路 S D01・ 02 検出状況から3条に分かれるが、第 2発掘区の南端で検出 した 2

条は同 じ流路である可能性がある。自然流路 S D01は流路底のレベルから水は南東か ら北

西方向に流れていたと考えられる。埋上が灰色粗砂で弥生時代後期後半の土器が出土した。

自然流路 S D02は 第 3発掘区で北岸を検出。埋土は 2層 にわかれ、下層は灰色粗砂、上層

は灰色粗砂に灰色粘上が混 じる。両層から古墳～奈良時代の遺物が出土 している。

S D03 第 3発掘区の北端で検出した南北方向の素掘 りの清である。溝の南側は自然流

路で破壊されており、土坑であった可能性がある。条坊復元では三・六坪坪境小路の東測

溝の位置にあたりその可能性 もある。幅1.7m、 検出面からの深 さ0.lmで ある。埋土 は茶

灰褐色上で、遺物が確認できなかったため時期不明である。

S K04 第 1発掘区中央部の第 2遺構面で検出した平面不整方形の土坑である。東西・

南北とも約95m、 検出面からの深さ01mで ある。埋土は茶褐色土で奈良時代の土馬、須
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恵器、土師器が出上した。

中・近世土坑群 第 2発掘区北西隅と同発掘区中央よりやや南寄りで検出した。いずれ

も地山が黄褐色粘質上の箇所で検出されており、土を採掘するのための上坑と考えられる。

多くは平面形か隅丸方形である。同様のものが東隣の市第311次調査で確認されている。

十

臣霊垂弱 弥生時代流路
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第311次調査発掘区

―

女

|

-16.380
|         |         |

第353次調査 第 2・ 3発掘区 遺構平面図 (1/400)
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Ⅳ 出土遺物

出土遺物には石器、弥生土器、奈良時代の土馬、土器類、

中近世の土器類・時期不明の瓦類がある。

石 器 第 2遺構面から安山岩 (サ ヌカイト)製の有茎尖

頭器が 1点出土した。横方向の押圧剰離によって丁寧に仕上

げられている。縄文時代草創期のものと考えられる。

土器類 自然流路S D01出上の弥生土器について記す。

器種は、甕・壷・鉢・高杯がある。 1は甕で、体部外面に

はタタキロがみられる。 2・ 3は壺である。 2は大型のもの

具にCを写蛋亀曇系稔ζ角をFむ係f鰹魯屎長じ「む壱           cm
小型のもので、肩部内面に接合痕がみられる。 4～ 6は鉢で  石器 (1/2 有茎尖頭器)

ある。 4は体部外面にタタキロがみられる。 5・ 6は体部外面が平滑に仕上げられている。

5は底部に穿孔が施されている。これらの上器は、器形や組成の特徴か ら、弥生時代後期

の畿内第V様式でもかなり新 しい様相を示すものである。

V まとめ

今回の調査では第311次で検出した池状遺構 S X02を 確認することができなかった。た

だしS X02の 西岸が今回の第 2発掘区より東に、南岸が第 3発掘区より北になることが判

明した。また、弥生土器を含む自然流路を確認 した。周囲の調査で確認 している自然流路、

弥生時代の遺構とともに検討 していく必要がある。 (久保邦江 。安井宣也)

＼

自然流路出土土器 (1/4)
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3平城京左京四条一坊十・十一坪 (東一坊坊間路)の調査 第344次

所在地

調査期間・面積

調査原因

奈良市四条大路二丁目37他

平成 8年 2月 5日 ～ 3月 6日  (平成 7年度) 300∬

平成 8年 4月 3日 ～ 4月 18日  (平成 8年度) 175督

宅地造成 (株式会社シェルホーム届出地)

I 調査の目的

調査地は平城京の条坊復元では、左京四条一坊十・ 十一坪にあたり、調査地の西辺には

東一坊坊間路が、北は四条条間路が想定されている。ところで、宅地造成面積 は7960ド に

およぶが、工事による地下遺構への影響は擁壁部分に限 られることから、奈良県教育委員

会と協議の結果、今回は条坊に関わる遺構と十一坪内の遺構面を確認する調査に留めるこ

ととなった。このために、平成 7年度は、東一坊坊間路 と四条条間路交差推定位置に150

ゴ (第 1発掘区)、 十一坪内に150だ (第 2発掘区)、 平成 8年度 は、東一坊坊間路推定位

古
二
凩

Soo2          東一坊坊間路

難難難蜘

第 1・ 3・ 4発掘区 遺構平面図 (1/300)

一-73-―

第344次調査



置に175だ (第 3・ 4発掘区)をそれぞれ設定し2カ 年にわたり調査を実施した。

Ⅱ 調査地の層相    :

層序は、黒色土 (作土、厚さ0,1～0.2m)以下、第 1発掘区では、茶灰色粘土 (整地上、

厚さ0,1～ 0.2m)と 続き、現地表下0.4mで 明黄灰色シルトの地山に至る。また、第 2発掘

区では、暗黄色粘土 (厚 さ0.05m)、 北半では暗黄褐色粘土 (整地上、厚さ0。 lm)と 続き、

現地表下0,35mで 暗茶褐色砂礫の地山に至る。なお、南半には整地上はない。第 3・ 第 4

発掘区では、灰茶色砂質土 (厚 さ0.lm)、 灰黄色粘土 (厚 さ0.lm)と 続き、現地表下0,3

mで、黄褐色粘上の地山に至る。なお、第 4発掘区では、1.4m程盛上がなされている。地

山上面の標高はいずれの発掘区も概ね60.6mで ある。

Ⅲ 検出遺構

検出した遺構・遺物としては、東一坊坊間路および同東西両側溝、十一坪の西を限る築

地および雨落ち溝、四条条間路および同南北両側溝、掘立柱建物 3棟、掘立柱塀 1条、素

掘り溝である。以下で概略を記す。|

S F01 第 1・ 3・ 4発掘区で検出した東一坊坊間路である。路面の幅は13.9mで ある。

第 3・ 4発掘区では路面は地!山面で舗装などの痕跡はなかった。路面は西側溝に向かって

なだらかに下がっている。一方、第 1発掘区では路面は地山上面に茶灰色粘土で整地され

ている。

S D02 第 4発掘区で検出した東一坊坊間路西側溝である。発掘区西端が西肩である。

幅8,9m、 検出面からの深さ1.5mで ある。埋土は上下 2層 にわかれる。上層は橙灰色粘質

土、灰橙色粘土、灰色粘上で、下層は暗灰色粘土、黒灰色粘土、灰色砂である。灰色粘土

からは、12世紀初頭の瓦器片が出土している。灰色砂からは、 8世紀末～ 9世紀初頭の上

師器杯・皿 。甕・壺 B、 須恵器長頸壺・甕片、刀子

の柄・斎串が出上した。

S D03 第 1・ 3発掘区で検出した東一坊坊間路

東側溝である。南北方向の素掘りの溝で、第 1発掘

区では幅0.9m、 検出面からの深さ0,05～ 0.4mで あ

る。S D09と の合流付近では幅4.5mと 広 くなって

いる。 8世紀後半の土師器片、須恵器片、丸瓦、平

瓦、軒丸瓦 3点、軒平瓦 4点が出上した。土器は摩

滅を受けている物が多い。軒丸瓦の型式・種 。点数

の内訳は、6281B2点、型式不明 1点である。軒平

瓦の内訳は、6663F2点 、6721 H c l点、型式不明

1点である。第 3発掘区では幅2.3m、 検出面から

古
二
凩
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の深さ0.6mである。

S A04 第 3発掘区東一坊坊間路東側溝の東で検出した、東側溝とS D05に 挟まれる幅

約4.5mの 空閑地であり、十一坪を限る築地塀が想定される。築地版築は残 っていない。

S D05 第 3発掘区 S A04の 東側で検出した幅3.6m、 検出面か らの深 さ0.3mの 南北方

向の素掘 りの溝である。十一坪の西を限る築地塀の雨落ち溝の可能性がある。

S B06 第 3発掘区の東端で検出した南北 1間 (3.Om)以上の掘立柱建物である。発

掘区外に続 くため建物規模については明らかではない。

S B07 第 1発掘区の東端で検出した東西 1間以上、南北 1間 (1.8m)以上の掘立柱

建物である。発掘区外に続 くため建物規模については明らかではないき

S F08 第 1発掘区で検出した四条条間路である。路面幅7.9m、 東西25m分を検出 し

た。路面には舗装などの痕跡はみられなかった。

S D09 第 1発掘区で検出した四条条間路北側溝である。東西方向の素掘 りの溝で幅0

9m、 検出面からの深さ03mである。

S D10 第 1発掘区で検出した四条条間路南側溝である。東西方向の素掘 りの溝で幅0

6m、 検出面からの深さ01mである。

S All 第 2発掘区中央で検出した 3間 (54m)以上の掘立柱塀である。柱間寸法 は1

8m(6尺)等間である。

S B12 第 2発掘区中央東で検出した南北 3間 (69m)以 上の掘立柱建物である。柱

間寸法は24m18m24mで ある。発掘区外に続 くため建物規模については不明である。

Ⅳ まとめ

今回の調査においては、当初の目的の通 り東一坊坊間路および同東西両側溝を、なおか

つ東一坊坊間路 と四条条間路の交差する部分を検出することができた。東一坊坊間路側溝

心心間の距離は19.65m、 四条条間路側溝心心間の距離は8.65mである。両者の数値は大尺 。

小尺ともに完好な数値 とならない。今回検出した条坊関連遺構についての国土座標を記 し

て今後の調査の資料とする。                      (山 前智敬)

検 出 遺 構 X Y 備考

東一坊坊間路西側溝心 -146,875000 -18,324.370 SD02

東一坊坊間路心 -146,875000 -18,312.950 SF01

東一坊坊間路東側溝心 -146,875.000 -18,304720 SD03

十一坪西限築地雨落溝 -146,875000 -18,297,210 SD05

四条条間路北側溝心 -146,811.850 -18,301.000 SD09

四条条間路心 -146,816.250 -18,301.000 SF08

四条条間路南側溝心 -146,820.500 -18,301000 SD10

第344次調査 条坊関連遺構国土座標一覧
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平城京左京四条二坊三坪の調査 第346次

調査地     奈良市四条大路一丁目12番 1

調査期間・ 面積 平成8年2月 26日 ～3月 29日  400だ

調査原因    店舗建設 (良家株式会社届出)

I 調査の目的

調査地は、平城京条坊復元では、平城京左京四条二坊三坪の南辺中央にあたり、調査地

南側の道路は三・ 四坪の坪境小路に想定されている。また、調査地の西側では、近年奈良

時代の遺構 とともに竪穴住居や方形周溝墓群などの弥生時代の遺構が確認されている。 こ

のことから今回の調査は、三坪の宅地南辺部の様相の確認 とともに、弥生時代の遺跡の拡

がりの確認をも目的とした。

Ⅱ 調査地の層相

層序は、黒褐色粘質土 (作土)、 灰色砂質上、黄色粘質土 (遺物包含層)と 続 き、現地

第346次調査 遺構平面図 S=1/200

―-76-―



表下0.3mで黄灰色粘土の地山となる。地山上面の標高は、概ね5816mで ある。

Ⅲ 検出遺構 。遺物

弥生 。古墳時代の遺構 弥生時代の溝 1条 (S D01)、 古墳 1基 (S T02)が ある。遺

構は、地山上面で検出した。

S D01 幅約1.4m、 深さ約0.6mの 断面V字形の溝。長さ8m分を確認。発掘区北へ続

く。埋土から弥生土器片が数点出土 した。

S T02 やや南北に長い長方形の方墳。墳丘の西辺及び南辺の一部を検出し、南北 9m、

東西52m分を確認 した。墳丘は溝底からの高さ約0,4mが残る。すべて地山であり、墳丘

盛土は確認できなかった。墳丘の周囲には、幅約1.6mの周濠が巡 る。周濠の埋土か ら、

須恵器片とともに5世紀末葉の甲冑埴輪が 1点出土 した。

奈良時代の遺構 掘立柱建物 7棟 (S B04～ 10)、 掘立柱塀 1条 (S All)、 井戸 2基

(S E03A・ B)がある。また、発掘区北辺には幅約6.5mの 自然流路があり、これを奈良時

代に埋立て、整地 していることを確認 した。遺構は、地山およびこの整地上面で確認 した。

S B04 桁行3間 (7.2m)以上、梁間2間 (3.6m)の掘立柱東西棟建物。

S B05 桁行3間 (5.4m)、 梁間2間 (3.6m)の掘立柱南北棟建物。

S B06 桁行4間 (6.8m)、 梁間2間 (3.6m)の掘立柱東西棟建物。西か ら 1間 に間仕切

がある。

S B07 桁行3間 (6.3m)、 梁間2間 (4.2m)の掘立柱南北棟建物。

S All 東西4間以上の掘立柱塀である。柱間寸法は、西か ら32-28二30-3.2mで あ

る。発掘区外東に続 く。

S E03A・ B 発掘区東南隅で検出した井戸。自然流路埋土の灰色砂を掘 り込んで作 ら

れているため崩落が著 しく、掘形はほとんど原形をとどめない。当初、縦板組であったも

の (S E03A)を、井籠組 (S E03B)に作 り替える。 S E03Aは 、上下 2段 につ くる。

下段の縦板組枠材の上に一辺 2m、 幅02m、 厚さ014mの 長方材を井桁状に組む。上段の

基礎組とするものか。四隅の組合せ部分に四隅柱を立てる柄穴を穿つ。上段の枠材は失わ

れており、構造は不明。湧水が激 しく周壁の崩落が著 しいため下段の掘下げは断念 した。

S E03Bも 同 じく上下 2段につ くる。下段に、一辺1,lmの井籠組の井戸枠を 1段据え、そ

の外側に上段の一辺13mの井籠組の枠材を 2段重ねている。下段枠内には、浄水のために

拳大の石を敷 く。S E03A・ Bの埋土からは、奈良時代の瓦苺類、土器類、木製品が出土した。

出土遺物の中で、特記すべきものにS B03Bか ら出土 した多量の博がある。掘形及び枠

内埋土から総数61点が出土 した。これらは、大型品 (縦 27cm、 横 19cm、 厚さ7cm)。 中型品

(縦 25cm、 横 16 5cm、 厚さ7.5cm)。 小型品 (縦 22.5cm、 横14.5cm、 厚さ6.5cm)の 3種類の大

きさに大別できる。
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5 平城京右京一条二坊十一坪の調査 第348次

所在地 奈良市西大寺栄町2317-4他

調査期間・面積 平成 8年 4月 25日 ～ 7月 30日  718ぜ

調査原因    近鉄西大寺駅北区市街地再開発事業 (奈良市長通知)

I 調査の目的

調査地は、平城京の条坊復元では右京一条二坊十一坪と一条々間路南側溝にまたがる位

置に推定されていた。一条々間路を挟んだ北側は西隆寺境内である。

しかし、過去の周辺発掘調査によって、一条々間路は推定されている条坊復元よりも北

へ10数 m、 西二坊大路と西二坊々間西小路は西へ 5m前後ずれていることが判明している。

このことから、調査地は十一坪内に位置する。

また、周辺の調査では、時期不明の建物としてまとまらない多くの小柱穴や、古墳時代

の自然流路、土坑が検出されている。以上をふまえて当調査地における坪内の様相、古墳

時代の遺構の分布範囲確認などを調査の目的とした。

Ⅱ 調査地の層相

層序は、真砂土 。白黄色粘土ブロック (盛土)、 黒灰色土 (旧作土)、 淡灰色砂質土、黄

茶灰色砂質土、茶灰色粘質土と続き、地表下0.6～ 0.8mで灰茶色砂、灰茶色砂質土あるい

は黄灰色粘質土の地山に至る。

中世以降の耕作によると思われる素掘りの清や小土坑は、茶灰色粘質土上面で、古墳時

代や奈良時代などの遺構は、地山上面で検出した。地山の標高は概ね71.Omで ある。

Ⅲ 検出遺構

真砂土 (盛土)       5
白黄色粘土プロック (盛土) 6
黒灰色土 (耕土)      7
淡灰色砂質±        8

黄茶灰色砂質上 (遺物包含層) 9 暗灰茶色粘質±  13 灰茶色砂質±   16 暗褐灰色砂質土

増茶灰褐色粘質±       10 暗灰褐茶色粘質上    茶灰色粘土混合

灰茶色粘質土 (遺物包含層)  11 暗褐茶色粘質±  14 明茶灰色土

灰茶色粘質±         12 暗茶灰色粘質±  15 暗茶灰色土

第348次調査 西壁土層図 (1/50)
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第348次調査 遺構平面図 (1/200)
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遺 構
番 号

棟
方向

規 模
桁行×梁間

桁行全長
m(尺 )

梁行全長
m(尺 )

梁行柱間
寸法(m)

梁行柱間
寸法(m)

廂の出
(m)

備  考

S B13 南北 1以上 × 2 36(12) 18等間

S B14 東西 1以上 × 2 24(8)以 上 36(12) 18等間

S B15 東西 2以上 × 2 30(10)以上 30(10) 15等間 15等間

SB 6 東西 3× 2 60(20) 42(14) 20等間 18-24 S Dllよ り新 しヽ

S B17 東西 2× 2 48(16) 24等間 16等間

SB 東西 と以上 × 2 27(9) 36(12) 18等間

SB 9 南北 l以上 × 2 15(5)以 上 36(12) 18等間

S B20 東西 l 63(21)以上 21等間

S B21 東 西 2以上 × 2 48(16)以上 45(15) 24等間 24_21

S B22 東西 3以上 × 2 54(18)以上 48(16) 18等間 24等間

S B23 南 北 3× 2 51(17) 15-1818 20等間 S Dllよ り古ヽ

S A24 南北 4以上 72(24) 18等間

S A25 南北 3 81(27) 27等間

掘立柱建物・塀一覧表

遺構
番号

掘 形 枠

主要出土遺物 備  考
平面形

平面規模
(m) 終

ω
平面形・構造

内法
(m)

水溜・濾過
装置等

S E26 不整円形
方形横板組隅柱
留

ユ

×

ユ

製塩土器
土製玉
桃種

南側 4段分北 。東・
西 5段分残存

S E27
東西195以上

南北110以上

攪乱でほとんど壊されている
ため詳細は不明。
撮影席卜1 0rm膨 存^隠市方形

S E28 楕円形
東西100以上 方形縦板組隅柱

横桟留

０

×

ユ

枠材はほとんど抜き
取られている。南北 149以上

S E29 隅丸方形
東西 204 方形縦板組隅柱

横桟留

靱
Ｘ 曲物 製塩土器

枠材は一部抜き取 ら
れている。南北 225

S E30 不整円形
東西 125

南北 147
058 径

０５７ 曲物・礫敷
墨書土器
桃種

枠材は抜き取られて
いるが、曲物の範の
み盛存

S E31 不整円形
東西

南北

湿

一
〇２

枠材は抜き取られて
いる。

S E32 不整円形
西
一北

東
一南

０６

一
８４

枠材は抜き取られて
いる。

井戸一覧表

検出した遺構の主なものには、古墳時代の溝 8条、土坑 2、 奈良時代の溝 2条、掘立柱

建物11棟、掘立柱塀 2条、井戸 7基、土坑 1、 平安時代以降の溝 5条がある。

古墳時代の遺構 溝、土坑ともに埋土は暗紫褐色粘質土である。

S D01～ 08 幅は0.2～ 0.5m、 深さ0.02～ 0.2mの 素掘りの溝である。国土方眼方位北で

ほぼ50° 東に振れる溝 S D01・ 03～ 06と 、それらに対 して直交する溝 S D02・ 07・ 08が あ

る。そのうちの S D01002006は平面 L字型で、それぞれの片端は直角に曲がる。S D05・

06か ら古墳時代前期の土師器の破片が出土 した。これら8条の溝は同一の方眼にのってお

り、埋土 も酷似 していることから、ほぼ同時期の遺構と思われる。
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井戸S E26 平面・立面図 (1/40) 井戸S E29 平面・立面図 (1/40)

S K09・ 10 S K09は 、平面不整円形で南北05m、 東西0.4m、 深さ0.25mの すり鉢状の

上坑である。 S K10は 、周囲をいくつかの柱穴に壊されているため、平面形は不明である

が、南北0.66m以上、東西07m、 深さ0.28mで ある。S K09・ 10と も、古墳時代前期の土

師器の破片や完形に近いものがまとめて廃棄されていたが、 S K09の 方が遺物の状態 は良

好である。

奈良時代の遺構 掘立柱建物・塀については、概要を一覧表にまとめた。

S Dll 発掘区南部で検出した東西溝であるも両端とも発掘区外へつづ く。長 さ19.6m

以上、幅09～ 25m、 深さは0.1～0.3mで 溝底は西へ下る。溝心の座標はX=-145,265.080

m、 Y=〒 19,440000mで ある。埋土は暗茶灰色粘質土である。奈良時代前期か ら中頃と

思われる土師器、須恵器が出土 したが、破片のため詳細な時期は不明である。

S D12 発掘区北西部で検出したL字型の溝である。北端は発掘区外へ続 く。東端は撹

乱に削平される。長さ5.3m分、幅0.6～07m、 深さ0.18m。 埋土 は暗灰色粘質土で、奈良

時代の上師器、須恵器が出土 したが、小片のため詳細な時期は不明である。

S匡 26～32 S E26は 方形横板組隅柱留め井戸枠を持つ井戸である。枠は、断面 L字型
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の柱の切 り欠きが枠の中心を向くように四隅に立て、その切 り欠きに横板を落とし込んだ

ものである。各井戸から出土 した土師器、須恵器の時期は次の通 りである。 S E26は奈良

時代前半。S E27・ 32は遺物がほとんどなかったため不明。 S E28は 奈良時代前半の高杯

が掘形から出土。S E29・ 30は奈良時代後半。S E27・ 31・ 32は奈良時代だが、土器が少

片のため詳細な時期は不明。また、 S E26の 井戸枠底部付近から大型の平瓶が正位置で、

S E28か らは同 じく大型の平瓶正位置のものと、そのす ぐ上部から中型の平瓶が逆さまで、

S E30か らも同 じく底部付近から中型の平瓶が逆さまで出土 した。いずれも日縁や肩の一

部を打ち欠いて井戸廃棄時に入れられたものと思われる。

S K33 発掘区中西部で検出した平面不整円形の土坑である。長径1.9m、 短径 1.3m、

深さ022m。 埋土は上層は暗灰色砂質土、下層は地山ブロックの 2層である。上層か ら奈

良時代前半の土師器、須恵器が出土 した。

平安時代以降の遺構 4.1～45mの ほぼ等間隔に並ぶ南北溝 5条がある。出土遺物のほ

とんどは奈良時代の土器で摩滅 した埴輪片や瓦器片 も微量含まれ、平安時代以降の軒丸瓦

もこれらから出土 した。遺構の重複関係は、土層観察から中世以降の溝や小土坑よりも古

く、奈良時代の遺構よりも新 しい。しか し、明確な時期を決定づける資料には欠ける。

小柱穴 なお、発掘区内全体で直径0.2m前後か ら1.Om弱 の柱穴を多数検出 した。多数

の小規模な建物の建て替えを想定できるが、柱穴のほとんどは建物としてまとまらない。

柱穴掘形から出土 した土器は細片のため詳細な時期は不明であるが、奈良時代と思われる

ものがほとんどであり、瓦器や古墳時代以前の土器はごく少数である。井戸の時期と合わ

せても、柱穴の多 くは奈良時代のものと考えられる。しかし、古墳時代前期の区画のため

と思われる溝や土坑 も検出しており、同 じ暗紫褐色粘質上の埋上の小穴 も数個確認 してい

ることから、その当時の掘立柱建物の柱穴 も含まれている可能性がある。  (田林香織)

Ⅳ 出土遺物

主に、包含層から軒瓦、古墳時代の上坑、奈良時代の井戸から土器が出土 した。

瓦 類 遺物整理箱で16箱分出上 した。軒丸瓦 8点、軒平瓦 1点、丸瓦、平瓦、博があ

る。軒瓦について記す。軒丸瓦には6225種別不明 1点、6236種別不明 1点、型式不明 4点、

平安時代以降 2点である。軒平瓦は6641Cで ある。 平安時代以降の軒丸瓦のうちの 1点

は時期不明の南北溝から、その他は包含層から出土 した。 (原田憲二郎)

古墳時代の土器 土坑 S K09か ら出上 した土器について記す。器種は、土師器甕・ 短頸

重・ 高杯がある。 1は土師器甕で、日縁端部の内面がわずかに丸 く肥厚する。器表 は風化

し、調整は不明である。 2は土師器短頸壺で、日縁部を欠 く。体部下半の外面には板状工

具によって施されたとみられるナデ調整とかすかなタタキロがみられる。体部内面の上半

にはヘラケズリ調整がみられ、下半には指頭圧痕が残る。 3は土師器高杯で日縁部はわず
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9        20m

古墳・奈良時代の出上土器 (1/4)

かに外湾する。いずれも古墳時代前期のもので布留式の特徴がみられる。   針 宣也)

奈良時代の土器 図示したものは、いずれも井戸から出上した平瓶である。 4は S E26

から、 5は S E30か ら、 6・ 7は S E28抜き取り穴から出土した。 5。 7は底部外面をロ

クロケズリしている。 6の体部外面には格子ロタタキの痕跡がみられる。 4・ 5・ 6は青

灰色を呈し、硬質の焼き上がりのもの、 7は 白灰色で、外面に灰緑色の自然釉がかかる。

回縁部が完存するものはなく、意図的に打ち欠いていると思われる。
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6 平城京右京七条二坊十五坪の調査 第349次

所在地     奈良市六条町94・ 99

調査期間・面積 平成 8年 5月 15日 ～ 7月 12日  1,080露

調査原因    老人保健施設建設 (医療法人 康仁会届出)

I 調査の目的

調査地は、平城京の条坊復元では右京七条一坊十五坪の北東隅にあたり、調査地の東側

には十・十五坪の坪境小路西側溝が想定されている。これまで十五坪内では、昭和60年度

に本市教育委員会が十五坪の西辺部で市平城京第97次調査を行なっており、西一坊大路東

側溝、奈良時代の掘立柱建物 6棟、掘立柱塀 2条、井戸 1基、平安時代の井戸 3基を検出

した。平安時代の井戸のうち 1基には、井戸枠に「湯屋□延久参年四月十日Jと 墨書きさ

れた曲物が転用されており、出土遺物の実年代を知る手がかりを得るなどの貴重な成果を

挙げている。調査は、これらの成果を暗まえ、小路西側溝の検出及び奈良～平安時代の宅

地の様相を把握することを目的に実施した。

Ⅱ 調査地め層相

発掘区内の層序は、作土 (厚 さ0.2m)の 下に淡黄灰色砂 (0.05m)、 暗褐色土 (0.05m)

が続き、地表下0.3mで黄褐色粘上の地山となる。発掘区南西隅では暗褐色土の下に黄褐

色細砂または灰色細砂が堆積している。これらの砂層は、旧河道の堆積とみられ、一時期

この地点が河道 Iどなちていたことが判る。遺構は、地山上面と砂層上面 (標高概ね57.2m)

で奈良 。室町時代の遺構を検出したが、平安時代の遺構を検出することはできなかった。

Ⅲ 検出遺構

検出した主な遺構には、十坪・十五坪坪境小路西側溝 1条、奈良時代の掘立柱建物 4棟、

掘立柱塀 1条、橋、井戸 2基、土坑 1、 室町時代の粘土採掘坑がある。

S D01 発掘区東辺で検出した南北方向の素掘りの溝で、十坪・十五坪坪境小路西側溝

である。南北ともに発掘区外へ続く。後述する室町時代の粘土採掘坑で壊されている箇所

もあるが、幅2.1～2.3m、 検出面からの深さ0,2m、 長さ34m分 を検出した。埋土は茶褐色

上である。溝内埋土から奈良時代後半の土師器・須恵器、丸・平瓦が少量出上した。溝心

の国土座標は、X=-148,322.000、 Y=-18,977.100で ある。

S B02 SD01溝底で検出した 1間分の掘立柱列である。柱間寸法は1.4m。 橋脚の痕跡

と考えられる。

S B03 発掘南西隅で検出した桁行 6間、梁間 3間 の掘立柱南北棟建物である。柱間寸
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-18,980

-148,320

(ア ミロ部分はSX■ の範囲)                     WI

第349次調査 遺構平面図 (1/300)

法は、桁行が北から30-2.1-2,0-2.0=20-2.Omと 不揃いである。梁行 は、柱穴が壊 さ

れている箇所 もあるが、おそらく2.3m等間になると考えられる。

S B04 発掘区北半部で検出した桁行 4間以上、梁間 4間 の掘立柱南北棟建物で、東側

に廂がつ く。柱間寸法は、桁行が2.5m等間、梁行 は妻柱を欠 くため身舎 は不明だが、廂

の出は2.lmである。柱掘形から、土師器・ 須恵器片が少量出土 した。

S B05 S B03の 北側で検出した桁行 4間以上、梁間 2間の掘立柱東西棟建物で、西側

は発掘区外へ続 く。柱間寸法は、桁行が2.lm等間、梁行 は北東隅の柱穴を欠 くが、残存

する柱穴から27mの等間になると考えられる。

S B06 S B03と 重複 して検出した桁行 4間以上、梁間 2間以上の掘立柱東西棟建物で

ある。柱間寸法は桁行が21m等間。梁行は、妻柱の柱穴が壊 されているため詳細 は不明

ｌ
ｌ
Ｂ
凩
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だが、おそらく2.lmの 等間になると考えられる。

S A07 発掘区中央付近で S B05と 重複 して検出した東西方向の掘立柱塀で、西端は発

掘区外へ続 く。東端の柱穴は、 S D01溝底で検出した。柱間寸法は、東から1間 ～ 3間 目

までは4.2m等間、それ以外は2.lm等間である。おそらく1間～ 3間 目の間にはそれぞれ

柱穴があったものと思われる。重複関係からS B05よ りも古いことが判る。

S E08 S B05の東で検出した井戸である。掘形は、東西3.4m、 南北3.6mの 平面方形

を呈する。検出面からの深さは、3.lmである。井戸枠 は抜 き取 られており残存 しない。

埋土からは奈良時代中頃の土器片が少量と奈良三彩小壼蓋、瓦類および木簡が出土 した。

S E09発掘区西端で検出した井戸である。掘形は、東西2.4m、 南北22mの平面隅丸

方形を呈する。検出面からの深さは2,7m。 掘形は二段掘 りされ、検出面か らの深 さ0.9m

で東西・ 南北ともに一辺1.2mの掘形になる。井戸枠は抜 き取 られて残存 しないが、井戸

内埋土から幅0.12m、 長さ2.Om、 厚さ0.03mの板材が 2枚出土 しており、縦板組の井戸枠

が構築されていたものと考えられる。奈良時代の中頃の土師器・ 須恵器が若千出土 した。

S X10 S E09の東側で検出した土坑である。東西6.Om、 南北12.Om以上で、南側は発

掘区外へ続 く。検出面からの深さは、約0.4mで ある。上坑内には茶褐色粘上が堆積する。

奈良時代後半の土師器・須恵器、軒平瓦 (6702A)が少量出土 した。

SXll 発掘区のほぼ全面に及んで検出した粘土採掘による土坑群である。発掘区全体

の約70%を 占めている。検出面からの深さは、浅い所で0.3m、 深 い所では1.Omも ある。

S Xllに より奈良時代の遺構の多 くが壊されたものと考えられる。土坑内の埋土は責褐色

粘上のブロックを含んだ灰色粘土である。埋土からは、奈良時代の上師器・ 須恵器、軒丸

瓦 (6225種別不明)、 13世紀代の瓦器、15世紀後半の瓦質土器括鉢が出上 した。瓦質土器

悟鉢は、意識的に据えて埋められたかのような状態で 6ケ所で検出した。   ⊂ 好美碑

Ⅳ 出土遺物

遺物整理箱で43箱分の瓦類、土器類、石製品、木製品が出土 した。大半が奈良時代 と室

町時代の上器類と丸・平瓦である。以下、土器類と石製品、木製品について記す。

上器類 遺物整理箱で22箱分出土 した。ここでは、粘土採掘坑 S Xll出上の上器につい

て記す。 S Xllか らは遺物整理箱で13箱分の土器が出土 した。大半は奈良時代の上師器・

須恵器と室町時代の土器で、鎌倉時代瓦器椀・土師器皿が少量あるだけである。室町時代

の土器には、瓦質土器悟鉢 (5～ 12)・ 深鉢 (4)・ 方形浅鉢 (3)、 ミニチュア壺 (1)、

風炉等、青磁碗 (2)、 天目茶碗等がある。瓦質土器悟鉢・ 深鉢 はいずれ も完形またはそ

れに近い状態で、橘鉢18個体、深鉢 1個体が出土 した。瓦質土器悟鉢は、日径が25cm以下

のもの (5～ 7)、 30cm前後のもの (8～ 11)、 32cm以上のもの (12)の 3種類があり、 さ

らにそれぞれ器高が浅いものと深いものに分かれる。日縁部が全周残るものには必ず片口
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があることから、口縁部が一部欠損 して片国が分からないものも、おそらく片口があるも

のと想定できる。内面の悟目は 1単位 5～ 10本で 6～ 11条あり、橋目の単位と条数の組合

せは11種類 ものバ リエーションがあることが判る。体部外面にはハケメ調整 (ま たは板状

の工具のナデ調整)があるものとないものがあるが、いずれも外面には指または掌で押 さ

え付けた痕跡が残る。内面はナデ調整であるが、板の小日痕跡を残すものが数個体あるこ

とから、おそらくはコテで調整 しているものと思われる。なお、 7と 8は入れ子状になっ

て出土 した。 5・ 7は底部の中央を穿孔 していた。深鉢は口径24 3cm、 器高 14 8cmで 、底

部には 3足がある。外面は縦方向のヘラミガキで調整する。 ミニチュア壺は回径2 4cm、

器高2.4cm、 最大径3.5cmである。表面の炭素の吸着は部分的にしか見 られない。方形浅鉢

は角の部分の破片で、内面には炭素の吸着が見 られない。青磁碗は龍泉窯系青磁で、高台

内側まで施釉する。これらはいずれも15世紀後半のものと考えられる。 (中島和彦)

石製品 。木製品 石製品には石錯の未製品がある。 1は巡方の未製品である。厚手の景1

片を用いて、平面形がほぼ正方形の板状に加工

している。縦4,6cm、 横4.2cm、 厚さ1 6cm。 碓岩

製。遺物包含層出土。 2は丸輌の未製品である。

厚手の乗1片の一端に切込みを入れて折取った後、

厚さを整え、周縁を調整 して半円形状に加工 し

ている。折取 りに失敗 し、折れ面を再度調整 し

ている。縦3.lcm、 横4.5cm、 厚 さ1 3cm。 安山岩

製。 S Xll出 土。 3は用途不明品の木製品であ

る。厚さ0.4cm、 幅0,9cmの 細い板状に、直径約0

5cmの棒を差込んだもので、図の左端 と下部 は

欠損 している。棒状部分はなにかの軸として機

能 していた可能性 もある。 S E09内 出土。

木 簡 木簡は3点出土 した。 3点 とももと

は同一の板材と思われる。このうち 2点は文字

が接合 し、墨書後に割裂いて短冊形に整形 した

ものである。墨書は方位と数字を記 したもので、

用途は不明。いずれもS E08出 土。

1「西一二三四五六七 (220)× (23)× 5 019
五 カ六 カ

。「北一二三四□□

(158)〉〈(8→-9)〉〈6 019

(松浦五輪美)

唖―

2。「□□□□□□

―-38-
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7 平城京左京五条四坊九坪の調査 第350次

所在地     奈良市大森西町145-1

調査期間・面積 平成 8年 5月 20日 ～6月 25日  382ピ

調査原因    共同住宅建設 (奥田照雄氏届出)

I 調査の目的

調査地は、平城京の条坊復元では、左京五条四坊九坪北端部のほぼ中央にあたる。 した

がって、坪内の様相に加えて、四条大路の南側溝及びそれに関わる遺構の検出を目的とし

て実施した。また、調査地の北西では、弥生時代後期の溝が (平城京第266次 )、 北東でも

同時代の溝・土坑が (平城京第208・ 335次 )検出されており、周辺に弥生時代の集落が存

在することは疑いがない。したがって、その範囲を確認することも目的とした。

Ⅱ 調査地の層相

層序は、作土 (黒色土・暗灰色土 。暗茶灰色土・灰色土)の下が、黄褐色土あるいは黄

褐色砂 (標高627～ 62.8m)で、この上面で奈良時代、弥生時代の遺構を検出した。また、

発掘区南端でこの遺構面を掘り下げたところ、淡茶灰色粘土あるいは灰色砂が現われ、こ

の上面から掘りこんでいる遺構を検出した。

Ⅲ 検出遺構

弥生時代の遺構 竪穴住居 2棟、溝 2条がある。

S B01 発掘区北端で検出した平面隅丸方形の竪穴住居。南端部を確認 した。一辺4.5

m以上。壁溝がめぐる。

S B02 発掘区中央で検出した平面隅丸方形の竪穴住居。東半部を確認 した。一辺5.5

m以上。壁溝を確認した。

S D03 S B02と 重複した位置で検出した素掘りの蛇行溝。S B02よ り新しい。北から

南西方向にのびる。15m分を確認 した。幅0.3m、 深さ0,lm。

S D04 発掘区南端で検出した緩やかに蛇行する素掘りの溝。自然河川であろうか。東

北東から西南西方向にのびる。10.5m分 を確認した。幅2.8～ 3.5m。 深さは最 も深い部分

で0.6m。 埋土の状況は粘土と砂の互層である。

奈良時代の遺構 掘立柱建物 7棟、掘立柱塀 4条、溝 4条、土坑 1基がある。

S F05 発掘区北端で検出した道路。南端を確認したにとどまるが、検出位置からみて

四条大路と思われる。幅3.5m分を確認した。

S X06 S F05を横切る溝。暗渠と思われる。長さ2.5m分を確認した。幅0.4m。
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S D07 四条大路S F05の 南側溝。長さ2.5m分を確認した。幅1.8m。 深さ0。 15m。 なお、

溝心の国土座標はX=-147,085.75m、 Y=-16,656.32mである。

S A08 S D07の南で検出した東西方向の築地塀。堰板留の添柱とみられる柱穴を確認

した。

S D09 S A08の南で検出した東西方向の素掘りの溝。築地塀S A08の 雨落溝とみられ

る。幅1,0～36m、 深さ03m。 後述のS A12よ り新しい。

S K10 S D09と重複した位置で検出した土坑。先後関係は不明。平面は隅丸長方形で、

東西2.lm、 南北3.4m、 深さ0.15m。

S Dll S D09と重複した位置で検出した素掘りの溝。S D09よ り新しい。改修された

のか段状に掘られている。長さ4.5m分確認した。幅は4.6mだが、岸が削 られたものと思

われ、本来は2m前後であろう。深さ0.5m。

S A12A・ B S D09南岸沿いで検出した東西方向の掘立柱塀。 2間 (2.2m)分確認し

た。 柱間は1.lm等間。同位置で建替があり、Bは東から2本国の柱を欠く。

S B43 S Dllの南で検出した南北 2間 (4.Om)の掘立柱列。掘立柱建物の東側柱列と

思われる。柱間は2.Om等間。

S B14A・ B S B13と 重複した位置で検出した東西棟の掘立柱建物。桁行 2間 (3.6

m)以上、梁間 2間 (42m)の身舎に南廂が付く。柱間は桁行1.8m等間、梁間2.lm等間。

廂の出は2.4mである。同位置で建替えがあり、Bは東から2間 目に間仕切りがある。

S B15 S B14と重複した位置で検出した南北棟の掘立柱建物。桁行 2間 (4.5m)、 南

北 2間 (3.3m)。 柱間は桁行が北から2.4m、 2.lm、 梁間が西から1.5m、 1.8m。

S B16 発掘区南端部で検出した南北 2間 (3.6m)の 掘立柱列。掘立柱建物の東側柱

列と思われる。柱間は1.8m等間。

S A17 S B16の東で検出した東西 2間 (3.Om)の掘立柱塀。柱間は1.51n等間。

SA18 S A17と 平行して検出した東西 2間 (3.Om)の掘立柱塀。中央の柱穴の柱位置

は不明である。

S B19 S A18の南で検出した東西棟の掘立柱建物。桁行 2間 (4.2m)以上、梁間 2間

(3.6m)。 柱間は桁行2.lm等間、梁間1.8m等間。

S B20 S B14の東で検出した掘立柱建物。建物主軸は北でやや西に振れるため、奈良

時代より遡る可能性がある。東西 1間 (1.8m)以上、南北 2間 (3.Om)。 西側柱列の中央

の柱穴を欠く。

なお、下層で検出した遺構は、溝 1条 と土坑 1基である。溝の埋土は灰色砂礫で、自然

河川と思われる。出土遺物がなかったため、遺構の時期は不明だが、上層遺構の時期から

みて、弥生時代以前の遺構であることは間違いない。
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第350次調査 遺構平面図 (1/200)
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Ⅳ 出土遺物

弥生時代の上器・石器 (ス クレイパー・ 煮1片 )、 飛鳥時代の須恵器、奈良時代の上師器・

須恵器・ 瓦・博がある。このうち、まとまって出土 した弥生時代の溝 S D04出 上の上器に

ついて説明する。

1・ 2・ 8は壺である。 1は長頸壺の日頸部である。日径10.2cm。 やや緩やかに外に広

がる。端部は外反 し、内側にやや肥厚する。調整は、外面にわずかに ミガキがみ られる。

2は いわゆる二重口縁壺の口縁部である。端部を欠 く。日径14 8om。 外反 して外に広がる。

8は広口壺である。体部下半を欠 く。日径913cm。 体部と口縁部の境は、くの字に屈曲 し、

日縁部は外に広がる。端部は外にやや肥厚する。体部外面は斜め方向のハケメ、内面 は指

頭圧痕がみられる。日縁部外面はヨコナデののち、縦方向の ミガキが間隔を開けてみ られ

る。

3は甕の回縁部である。日径15.2cm。 体部と口縁部の境は、くの字に屈曲 し、日縁部 は

外に広がる。端部は丸い。

4は小形器台。口径8.6om、 脚径7.Ocm、 器高5 9cm。 受部は浅 く、大 きく外に広がる。脚

部はほぼ直線的に外に広がり、端部では器壁が薄 くなる。

5・ 6は小形鉢。いずれも底部を欠 くが、 6は平底 とみ られる。口径 は 5が 9.5cm、 6

が7.3om。 6の器高が5,7cm、 底径が4.7cmである。いずれも体部と口縁部の境 はくの字に屈

曲し、短い口縁部はやや内彎気味に外に広がる。口縁端部は丸い。 6は体部内外面 に指頭

圧痕がみられる。

7は高杯である。日縁端部、脚端部を欠 く。□縁部はやや内彎気味に外に広がる。脚 は

ほぼ直線的に外に開き、端部は外反する。円形の透かしが 4孔みられる。   鯨 下浩行)

溝S D04出 土土器 (1/4)
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8 平城京左京五条六坊八坪の調査 第352次

所在地     奈良市南新町19-104

調査期間・ 面積 平成 8年 5月 30日 ～ 6月 13日 105X

調査原因    共同住宅新築 (松川公明氏届出)

I 調査の目的 調査地は平城京左京五条六坊八坪の南端中央部にあたる。周辺での調

査が少ないため、遺構の把握を目的とした。

Ⅱ 調査地の層相 層序は上から砕石、真砂土 (盛土)、 黒灰色砂質土、橙褐色粘質土、

暗灰色砂質土、淡茶灰色砂質土と続き、現地表下約08mで黄褐色砂礫の地山となる。地

山の標高は概ね71.6mで ある。遺構はすべて地山上面で検出した。

Ⅲ 検出遺構 。遺物 検出遺構には近世の井戸 2基、埋甕 1、 土坑 4、 近代の井戸 1基、

時期不明の掘立柱建物 1棟がある。 S E01・ 02は石組の井戸枠が抜き取 られている。前者

から17世紀代の土師器皿・鉢・抱烙、国産陶器碗・瓶・悟鉢・ 壺・ 甕、後者から18世 紀初

頭の上師器皿 。抱烙、国産陶器碗・皿・瓶・ 壺・甕・香炉が出土 した。 S X03は 瓦質土器

甕を埋めたもので、用途は小便器である。 S K04～ 07は平面隅丸、あるいは不整形な土坑

で、深さ約0.4～ 0,7mで ある。遺構の性格は不明で、17世紀後半の上師器 。国産陶器類が

出土 した。 S E08は近代の井戸である。 S B09は 東西 2間 (4.4m)、 南北 1間 (1.8m)分

を検出した。東西柱間寸法は22m等間である。土師器片が出上 した柱穴 もあるが、時期

は特定できなかった。そのほか、建物としてはまとまらなかったが、 8～ 9世紀初頭の上

師器・須恵器片が出土 した柱穴と瓦質土器片が出上 した柱穴がある。 (宮崎正裕)

第352次調査 遺構平面図 (1/150)
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平城京左京三条五坊十二坪の調査 第354次

所在地     奈良市西之阪町 5-1他

調査期間・ 面積 平成 8年 7月 15日 ～ 8月 21日  220だ

調査原因    (仮 称)西之阪児童館他建設 (奈良市長通知)

I 調査の目的

調査地は、平城京の条坊復元では左京三条五坊十二坪のほぼ中央に位置 し、また近世奈

良町の西端に位置する。十二坪内では過去 2回 の調査が行われている。発掘区の西約80m

の第117次調査では江戸時代の上坑を10数基検出し、北東約60mの第287次調査では平安

時代後期から鎌倉時代の遺構と整地上を検出している。今回の調査においても中近世の遺

構の検出が予想され、奈良町縁辺部の様相を知る資料の確認が期待された。

-15990

1    1    1

第354次調査 遺構平面図 (1/200)北 壁土層図 (1/100)
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Ⅱ 調査地の層相

発掘区内の層序は、上から近現代の盛上、江戸時代の整地土の暗灰褐色土・淡灰褐色土、

室町時代の整地上の淡茶褐色粘質土・茶灰色粘質土で、現地表下約1.8mで 地山の明黄褐

色粘土または淡灰色砂礫になる。地山の標高は約67.8mで、発掘区内の地山はほぼ水平で

ある。また発掘区北東端で瓦器を含む整地土暗灰褐色粘質土と淡黒灰色粘質土を確認した。

発掘区内西側にはこの整地上がないことから、第287次調査で確認 した平安・ 鎌倉時代の

整地土はこのあたりで終わると考えられる。

Ⅲ 検出遺構

地山上面で奈良・鎌倉・安土桃山 。江戸時代の遺構を検出した。

奈良・ 鎌倉時代の遺構 S X01が ある。平面不正形で、深 さは約0.1～ 0.5mあ る。土師

器、須恵器の細片が出土 した。黄褐色粘土の

地山の部分のみに広がっていることから、こ

の粘上の採取坑と考えられる。

また地山上面で幅約0.5mの 耕作 に伴 うと

考えられる東西南引ヒ方向の素掘 りの溝を数条

検出した。出土遺物に瓦器椀の破片が 1片 あ

り、室町時代の整地土に覆われていることか

ら、鎌倉時代頃のものと考えられる。

安上桃山時代の遺構 溝 S D02A・ B、 井

戸 S E03、 埋桶遺構 S X04、 平面不正円形の

土坑がある。 S D02は 南北方向の素掘 りの溝

で、溝の主軸は北でやや西へ傾 く。ほぼ同 じ

場所にA・ Bの 2時期の溝が重複 してあり、

いずれも発掘区南北へ続いてゆく。古い溝 S

D02Aは、新 しい溝 S D02Bで西の肩が壊 さ

れているが、幅約 2m分、深さ約 lm分 を確

認 した。 S D02Bは 幅約 3m、 深 さ約 1.4m

である。いずれも埋土から16世紀後半の遺物

が多数出土 した。井戸 S E03は 円形石組井戸

である。掘形 は径約2.4mの 平面円形で深 さ

は約3.3mで ある。石組 は内法径1.3mの平面

円形で、底か ら1lm分残 る。石組 には五輪

塔等が使用されている。埋土から土器が少量

>
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出上した。埋桶遺構S X04は 長径2.6m、 短径1.9mの平面楕円形の掘形 1ご、`桶 を据えた遺

構であるも桶側は底から0.7m分残存しているが、西側の桶側の一部が現代の撹乱で壊さ

れている。桶は径1.57mの底板に桶側を立て、竹のタガが巻かれる。底板は厚さ約 5 cm、

幅 8 cmか 15cmの 板を木の合釘でとめ、全部で14枚ある。桶側の内面には幅約 5 cm、 長さ約

15cm、 厚さ約 2 cmの 角材が鉄釘で10個以上

打ち付けられている。角材は小日面の一方

を底板に向け、底板から5 cm上 の所にすべ

ての小日面が揃 うようにしている。埋土か

らは土器と共に獣骨等が出上 している。

江戸時代の遺構 石組溝 S D05と 土坑 S

K06が ある。 S D05は S D02の埋没後 ほぼ

同じ位置に掘削された南北方向の溝で、長

さ5.5m分、石組 1～ 2段分 (高 さ0,2～ 0.4

m分)を検出した。溝の内法の幅は北で約

0.3m、 南で約1.2mで、南に行 くに したが

い広 くなる。発掘区北壁の上層観察から溝

は深さ約 1.2mあ り、石組の上の部分 は抜

取 られていることがわかる。石組には五輪

塔や板碑仏等の石造物が使われる。 S K06

は東西3.4m、 南北1.2m以上、深 さ1.9mの

平面方形になると考えらる土坑で、発掘区

外北に続 く。18世紀後半の土器が出土した。

-146,474

|
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埋桶遺構S X04 平面・立面図 (1/40)
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Ⅳ 出上遺物

土器類は、奈良 。平安時代後期～江戸時代の各時期のものがみられる。土師器・ 瓦質土

器・国産陶器 。輸入磁器があり、大半はS D02か ら出上 した。

瓦類は軒丸瓦、軒平瓦、丸瓦、平瓦、桟瓦がある。軒丸瓦は平安時代以降の巴紋瓦 4点、

型式不明 1点、軒平瓦は平安時代以降の唐草紋 3点である。

木製品は16世紀後半の溝 S D02A・ Bと 、井戸 S E03e s

X04、 江戸時代の石組遺構 S D05。 中近世の包含層か ら合計

30点出土 している。出土 したのは漆椀 (9点)、 曲物 (8点)、

箸 (7点 )、 その他 (6点)である。

出土遺物のなかで清 S D02A上層出土の漆椀が比較的まと

まった資料であるため、主なものを図化 し、報告する。

溝 S D02出 上の漆椀はすべて高台付 きである。漆の塗方か

ら大きく2種類に分けられる。 1～ 3は厚手で、外面は黒漆

内面は赤褐色系漆を塗る。塗 りは粗 く漆の残存状況 も不良で

ある。 1は口径13.6cm、 器高8.4cm。 底面に「井」が線刻 され

ている。 2は復元径14.5cm、 器高5,lcm。 3は復元径 13 2cm、

器高4.3cm。 4・ 5は いずれ も底部 しか残存 していないが、

1～ 3よ りも薄手に仕上げ、内外面とも赤色系漆 (朱色)を

丁寧に塗る。共に底部に黒漆で字または文様がかかれている。

4は高台径5 5cm、 残存高3.2cm。 5は残存高1,9cm。

動物遺存体  S X04、 土坑 S K06、 溝 S D01、 S D05か ら

哺乳類、魚介類の動物依存体が出土 している。そのうち、 S

X04か ら比較的まとまりのある資料が出土 しており、種類 と

(中島和彦)

部位、点数を以下の表としてまとめておく。  (久保邦江)  S D02出土漆椀 (1/4)

Ⅲ∈∝闇黒漆

睡璽垂藝索
褐象

囲 豫陥 )

,Ocm

種 類 部位 偏   考 種 類 部位 ⊆右 備  考 種 類 部位 左を 備  考

イ    ヌ 頭骨 1

大型、脳 を収 り世
してるハ

イノシン 肩甲骨 石 1 ウ   マ 肋骨 1

上腕眉 右 2

1点 は刃物の痕跡滋
り。病気であったこと
が判明。もう1点はヰ
央で割られている。

上腕骨 右 3

うち 2点 に刃物痕助
うち 2点過立未訂 【
資付イヒ骨溶

ン   カ 大腿骨 右 1
近位・ 遠 位 あ るか

中足骨 右 1

撓骨 石 1 L位端化骨済、道位端対し骨

尺骨 左 1 尺骨 右 1 こ・遠位未化骨 睡骨 左右 左のものは体部

撓骨 左 I 肋骨 1 グ ロ
上

骨

一副
踊 左 1

肋骨 左 1 刃物痕跡 頸推 1 半哉される 烏回骨 1

寛骨 笙石 3
石 1-刃 靱 痕 跡・
生 2-斧 の痕

基節掲 ヒ右 右 1 。左 2 擬鎖骨 左右 |

大腿骨 左 1 岳端部未化骨 中節掲 左 2 推骨 1

椎骨 1 末節掲 4 右 2・ 左 2 ア ワ ビ 貝殻 2
阿れも破片。 接遣
するか ?

S X04出 土動物遺存体一覧表
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10

所在地

調査期間・面積

調査原因

平城京左京四条三坊六坪の調査 第355次

奈良市三条桧町168-1

平成 8年 8月 2日 ～ 9月 12日 380だ

共同住宅建設 (大西弘氏届出)

I  はじbに

調査地は平城京の条坊復元では、左京四条三坊六坪の中央やや南西よりに位置する。ま

た、同坪内で、平成 6年度に奈良県立橿原考古学研究所が本調査地の北約50mで発掘調査

を実施 しており奈良時代の掘立柱建物、掘立柱塀、溝、土坑などの遺構を検出している。

Ⅱ 調査地の層相

発掘区内の基本的な層序は、黒色土 (作土、厚 さ01m)以下、明黄灰色砂質土 (厚 さ

0.15m)、 灰褐色粘質砂 (厚 さ02m)、 灰褐色粘土 (厚 さ0.2m)、 淡灰茶色 シル ト(厚 さ01

m)、 青灰色粘土 (厚 さ0.2m)と 続き、現地表下約1.Omで暗褐色粘土の地山に至る。奈良

時代の遺構面は地山の上面で、標高は概ね59,lmで ある。

Ⅲ 検出遺構

検出した遺構には、奈良時代の掘立柱建物 3棟、掘立柱塀 6条、井戸 1基、溝、土坑が

ある。以下で概略を記す。

S A01 発掘区中央南で検出した東西塀。東西 8間 (14.4m)で ある。柱間寸法は1,8m

(6尺)等間Ь西から2番 目の柱穴はS A02の 柱穴で壊されている。西 は後述の S A03に

取 りつ く。重複関係からS A02お よびS D10・ 11よ り古い。

1,94j !    ,    IPロ

第355次調査 遺構平面図 (1/300)
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S A02 発掘区南で検出した東西塀。13間 (23.4m)分を検出した。西は後述のS A04

に取りつく。柱間寸法は西から2.卜 2.卜1.8-1.8-118-2.Ⅲ 2.卜1.8-1.8-2.1-2.1-1.8mで ある。

重複関係からS A01よ り新しくS D10・ 11よ りも古い。S A02は S A01に ほぼ重複 して建

てられていることから、S A01を 建て替えたものである。また、S A01・ 02と もに坪境小

路心南から北へ 3分の 1付近の位置にある。

S A03 発掘区中央西で検出した南北塀。 6間 (10.8m)分を検出した。柱間寸法は1.8

m(6尺)等間。重複関係からS A04、 S D10よ りも古い。

S A04 発掘区中央西で検出した南北塀。 5間 (9.Om)分 を検出した。柱間寸法は1.8

m(6尺)等間。重複関係からS A03よ りも新しく、S D10よ りも古い。 S A04は S A03

にほぼ重複するように建てられていることから、S A03を 建て替えたものである。

S B05 発掘区北端で検出した東西 2間 (3.Om)の掘立柱建物。柱間寸法は1.5m(5

尺)等間。発掘区外に続くため建物規模については不明である。

S A06 発掘区中央西で検出した南北塀。 5間 (10.5m)分を検出した。柱間寸法は2.1

m(7尺)等間。重複関係からS D10よ り古い。

S A07 発掘区中央西で検出した南北塀。 5間 (10.5m)分を検出した。柱間寸法は2.1

m(7尺)等間。北から3番目の柱穴はS D10に 壊されている。重複関係からS D10よ り

古い。               .

S B08 発掘区北辺で検出した東西 3間 (6.3m)の掘立柱建物。柱間寸法は2.lm(7

尺)等間。発掘区外に続くため建物規模については不明である。

S B09 発掘区北辺で検出した南北 1間 (2.lm)以上、東西 2間 (4.2m)の 総柱建物。

柱間寸法は東西・南北ともに2.lm(7尺)等間。発掘区外に続 くため建物規模について

は不明である。

S D10 発掘区中央で検出した東西方向の素掘りの溝。幅2.2m、 検出面からの深さ0.3

m、 長さ23m分を検出した。西は発据区外に続く。埋土から奈良時代中頃～後半の土師器・

須恵器・製塩土器、軒平瓦6664D l点、6721H l点、6691A l点、漆器が出上した。

S Dll S D10の東で検出した東西方向の素掘りの溝。幅1.5～ 2.5m、 検出面からの深

さ0.2m、 長さ7.5m分を検出した。東は発掘区外に続く。S D10・ 11共 に灰褐色粘上で埋

まちており、幅も同じで位置的にみてもS D10と 一連の溝であると思われる。S D10。 11

とも坪境小路心南から北に3分の 1付近の位置にある。

S K12 発掘区中央東で検出した平面が不整形の上坑。南北約2.Om、 東西約2.6m、 検

出面からの深さ0.15mで ある。埋土から8世紀末頃の土師器片、須恵器甕・杯Bが出上し

た。

S E13 発掘区中央で検出した掘形の一辺が約2.Omの平面が隅丸方形を呈する井戸で
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ある。検出面からの深さ1.4mで あると枠組構造は縦板組隅柱横桟留めである。井戸枠内

法は南北約0,68m、 東西約0.65mで底部から約1.Omほ どが残存する。横桟は3段分確認 し

た。井戸枠の隅柱と横桟は柄で組み合うものではなく、井桁状に組んだ横桟の上に高さ0.4

mの隅柱をのせるもので、 2段分確認した。この枠で縦板を支持している。縦板は一辺に

8～ 12枚が使われている。枠内から8世紀末年 9世紀初頭にかけての上師器、須恵器、墨

書土器、土馬、木錐、斎串、木把付き刀子などが出上した。

Ⅳ 出土遺物

今回の調査では、土師器、須恵器、丸瓦、平瓦、軒瓦、木製品、金属製品など遺物整理

箱で15箱分が出土した。以下、S D10お よびS E13か ら出土した遺物について概要を記す。

土器類 S E13井戸枠内から遺物整理箱で 3箱分、掘形から1箱分の土師器・須恵器が

出土した。これらは、南都 I期中段階 (8世紀末～ 9世紀初頭)の特徴をもつ土器群であ

る。枠内出上の上師器には杯A・ B、 杯蓋、皿A・ C、 椀A、 高杯、壺B、 甕、製塩土器

が、須恵器には杯A・ B、 皿A・ C、 ミニチュア壺、甕がある。その他に、土馬の顔面部

分が 1点出土した。掘形出土の土師器には甕、杯片、皿片、高杯、須恵器には甕、杯片、

皿片がある。土師器皿類には、河内系の特徴をもつものが多く見られる。土師器皿A(3)

と須恵器杯A(10)に は、「嵐(常 )」 と読める文字が墨書きされている。 (三好美櫛

木製品 。金属製品 木製品は井戸S E13と 、溝 S D10(奈良時代中～後半)か ら出土 し

ている。S E13の 掘形から匙状木製品 1点、箸 1点、糸巻き1点、斎串 3点が出土、枠内

から木錐 2点、曲物底板 1点、曲物蓋板 1点、斎串 9点が出上している。S D10か らは黒

漆塗りの皿 1点が出上している。以下主なものについて概要を報告する。

1は横槌である。節の多い芯持ちの丸太材を使用している。身は両端に加工痕がある他

は、樹皮を除いただけで、両面に敲打痕が残る。また、材質の強化のため黒く焦がした痕

井戸S E13枠 内出土土器 (1/4)
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0                 10                 20Cm

出土木製品 。金属製品 (1は 1/6、 2～ 12は 1/4)

跡がある。身と柄の境目は明瞭で、その部分で折れて出上した。

2～ 7は斎串である。いずれも両端が圭頭状で、上部の左右各―ケ所に切り込みを入れ

るBⅡ 型式に属する。

8は匙状木器の身の部分である。先端の平面形は半円形で、先縁を両側から削りだして

いる。表面は平滑に加工されているが、割り裂いた際にできた段差が残る。

9・ 10は木錐である。円柱状の材の側面中央を左右から荒く削り込み細くする。 9は樹

皮を除いた丸太材を用いている。片端は材を切り離した際の加工のままであるが、もう一

方は材の角を取るように斜めに削り込まれている。10は両端の角を落としている。

11は漆器皿Aである。器壁は非常に薄く仕上げられており、黒漆を全面に丁寧に塗布す

る。木取は縦木取りである。

金属製品はS E13の 枠内から木把付きの刀子が 1点 (12)出土した。刀身を固定するた

め、細い糸を幅 l cmで 2箇所に密に巻き付け漆で固めている。       (久 保邦江)

V まとめ

今回の調査では、坪内を南から3分の1に区画する東西塀 S A01・ 02、 東西溝S D10・

11を検出した。重複関係からS A01→ S A02→ S D10・ 11の順で作られている。 S D10か

ら は奈良時代中頃～後半にかけての遺物が出上している。坪は分割され使用されていた

ことがわかる。またS D10と S Dllの 間には約7.5mの空閑地がある。通路として利用さ

れていたと思われる。坪内を西から3分の 1付近を南北に区画する溝や塀はない。S D10

の国土座標はX=-146,897,730、 Y=-17,355,000で ある。

日

　
　
崇
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11 平城京左京三条四坊一坪の調査 第357次

所在地 奈良市芝辻二丁目10-2・ 3

調査期間・面積 平成 8年 10月 2日 ～10月 23日  136∬

調査原因    事務所付共同住宅建設 (西田嗣氏届出)

I 調査の目的

調査地は、平城京の条坊復元では、左京三条四坊一坪の北東部にあたる。しかし、調査

地の北側を佐保川が東流 しており、氾濫によって遺構が損なわれている可能性があったた

め、試掘調査 (96-5次調査)を行なったところ、北半部 は損なわれていることが判明 し

た。したがって、調査は、南半部に発掘区を設け、坪内の様相を知るために実施 した。

Ⅱ 調査地の層相

層序は、上から造成土 (0.6～ lm)、 黒色土 (作土)、 灰色粗砂、灰色粘土 (約 0.5m)、

明茶灰色砂質土、灰色砂上、茶灰色砂質土、暗褐色粘砂土とっづ く。明茶灰色砂質土上面

で耕作に伴 うと思われる数条の素掘 りの溝を、茶灰色砂質土上面 (標高64,Om)で 奈良時

代の遺構を、その下の暗褐色粘砂土上面 (標高63,7m)で蛇行する溝を検出した。

Ⅲ 検出遺構

時期不明の素掘 りの溝数条、蛇行する溝 1条と、奈良時代の掘立柱建物 5棟、掘立柱塀

2条、溝 1条がある。

S D01 蛇行する東西方向の素掘 りの溝。溝底は西に下る。幅0.8～ 1.OmЬ

S D02 東西方向の素掘 りの溝。溝底は西に下る。幅1.2～ 1,8m。

S B03 東西 2間 (4.2m)以上、南北 2間 (3.6m)以 上の掘立柱建物。東の 1間 は廂

になると思われる。柱間は東西2.lm等間、南北1.8m等間。

S B04 S B03の東で検出した掘立柱列。南北 2間 (3.4m)を確認 した。掘立柱建物の

西側住列と思われる。柱間は1.7m等間。

S B05 梁間 2間 (3.Om)、 桁行 2間 (3.3m)以上の東西棟掘立柱建物。東の 1間 には

間仕切 りがある。柱間は桁行が西から1.6m、 1,7m、 梁間は北から1.6m、 14m。

S A06 S B05と 平行する東西方向の掘立柱塀。 1間分 (2.lm)を確認 した。

S A07 S A06と 平行する東西方向の掘立柱塀。 1間分 (2.4m)を確認 した。

S B08 南北 2間 (4.2m)の掘立柱列。掘立柱建物の東側柱列。柱間は2.lm等間。

S B09 南北 2間 (3.3m)、 東西 1間 (1.8m)以上の掘立柱建物。柱間は南北1,65m等

間。
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12 平城京左京二条六坊十坪の調査 第359次

所在地     奈良市法蓮南二丁目1144-1

調査期間・面積 平成 8年 9月 25日
～

10月 24日  189だ

調査原因    共同住宅建設 (五十鈴建設株式会社届出)

I 調査の目的

調査地は、現佐保川の北側に位置しており、地形からみて川の氾濫によって遺構が削平

されている可能性が考えられた。そこで、奈良市教育委員会では96-4次調査として平成

8年 7月 31日 に、遺構の有無を確認するために3カ 所にトレンチを設定し試掘調査を行なっ

た。その結果、届出地の北半で一段高くなっている部分のトレンチで井戸と思われる遺構

を検出した。届出地の南半は川の氾濫をうけており遺構はなかった。その成果に基づき本

調査を実施した。平城京の条坊復元では、左京二条六坪十坪のほぼ中央部に位置する。ま

た、天地院が天喜元年 (1053)に焼失以降に移建されできたとされる法蓮寺や、江戸時代

の絵図に描かれているエンマドウの推定地とされているが詳細は不明である。

Ⅱ 調査地の層相

発掘区内の基本層序は、盛土 (厚 さ0。 lm)以下、黒色土 (作土、厚さ0.lm)、 黄褐色土

(厚 さ0.3m)、 灰褐色色土 (厚 さ0.35m)、 暗茶褐色粘質土 (厚 さ0.45m)、 灰茶色粘土 (厚

さ0.4m)と 続き、現地表下約1,7mで茶灰色砂礫の地山に至る。地山の標高は概ね、75.0

mである。

|

-15,596

第359次調査 遺構平面図 (1/200)
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Ⅲ 検出遺構 。遺物

弥生時代の自然流路 1条、奈良時代の井戸 1基、平安時代末～鎌倉時代にかけての上坑

3基、溝 1条、掘立柱建物 1棟である。いずれも地山上面で検出した。

S D01 発掘区中央西で検出した弥生時代の流路。最大幅3.5m、 深さ約0.2mの 断面か

まばこ形を呈する。埋土は責灰色粘上で畿内第V様式でも新 しい様相を示す弥生土器の甕・

高杯が出土 した。

S E02 発掘区中央西で検出した掘形の一辺が約3.Omの 平面隅丸方形を呈する井戸で

ある。検出面からの深さは1.8mで ある。井戸枠は抜 き取 られて存在 しない。抜 き取 りの

埋土から奈良時代の上師器杯 。皿、須恵器杯・重が出土 した。遺構の埋積時期の上限が奈

良時代と考えることは可能である。

S D03 発掘区中央東で検出した東西方向の清。南肩が発掘区外にあるため幅員は不明

であるが、幅4.5m以上、深さ0.2m、 長さ10m分を確認 した。埋土は責灰色粘土で奈良時

代の須恵器片、12世紀前～後半にかけての瓦器椀、土師器皿、羽釜が出土 した。

S B04 発掘区中央東で検出した桁行 2間 (4.8m)、 梁間 2間以上の南北棟建物。重複

関係よりS D03よ り新 しいことがわかる。

S K05 発掘区南辺東で検出した平面が隅丸方形の上坑。東西 1.lm、 南北 14m、 深 さ

0.2mで ある。埋土は暗灰色粘土で13世紀後半～末の土師器皿、羽釜が出土 した。

S K06 発掘区南辺南で検出した平面が円形掘形の上坑。東西0.8m、 南北09m、 深さ

0.2mで ある。埋土は暗灰色粘土で14世紀初頭の土師器皿、羽釜、須恵器鉢 と、巴紋軒丸瓦

1点が出土 した。

S K07 発掘区北辺で検出した平面が不整形の土坑。東西1.3m、 南北 1.6m、 深 さ03m

である。埋土は暗灰褐色粘上で13世紀末～14世紀初頭の上師器皿、羽釜、須恵器、国産陶

器 (常滑甕)が出土 した。

Ⅳ まとめ

今回の調査地か ら北西約700mで 行なわれた調査 (市第264次)で も、同じように自然流

路から弥生時代後期の土器が出土 しているので、近接地に集落遺構が存在する可能性があ

る。また、調査地の南半は南側を流れる佐保川の氾濫によって、奈良時代の遺構面 は削平

されていることがわかった。この地域は13世紀後半に住居地として南都の一部として再度

宅地化されたことがわかる。また、平安時代中頃以降に成立 したとされる法蓮寺や、江戸

時代のエンマ ドウにかかわる遺構は検出できなかったが、今後の周辺地域の発掘調査成果

を待って検討 していきたい。

1)奈良市『奈良市史 寺社編』1985 P259

2)永島福太郎氏に御教示頂いた。
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13 平城京左京五条二坊十五・十六坪の調査 第361次

所在地     奈良市大安寺西一丁目

調査期間・面積 平成 8年 10月 7日 ～11月 15日  300だ

調査原因    大安寺西一丁目緑住まちづくり推進事業

I 調査の目的

本調査地は大安寺大池と呼ばれる明治時代に造られた溜池に位置し、奈良時代の条坊復

元では平城京左京五条二坊十五・十六坪に相当する。また周辺の調査で弥生・古墳時代の

遺跡が確認されており、これらの時代の遺跡が存在する可能性もある。本調査は、大安寺

西一丁目緑住まちづくり推進事業に伴い、池内の遺跡残存有無確認を目的とした。このた

め第 1・ 2・ 4・ 6・ 10発掘区 (各50ピ )、 第 3・ 5● 7～ 9発掘区 (各 10だ )の計10箇

所の試掘坑を設け、さらに図中にO印で示した地点で、検土杖によるボーリング調査を行っ

た。

Ⅱ 調査地の層相

第 1～ 10発掘区においては、浅褐灰色細砂 (表土)、 灰色細砂(灰色砂質シルト (作土)、

燈掲色砂質シルト (床土)、 灰白色砂質シルト (作土)、 暗燈色砂質シル ト (床土)、 褐灰

色砂質シルト (遺物包含層)、 浅褐灰色砂質シルト (奈良時代遺構面)、 黄白色砂質シル ト

(弥生時代遺構面・地山)が基本である。これに対し、池の中心付近は大幅な削平のため、

灰色泥 (⌒ ドロ)直下に奈良時代遺構面、あるいは弥生時代遺構面があると考えられる。

また奈良時代遺構面の検出レベルから、旧地形は池の西側中央部が最も低く、そこから周

辺へ緩やかに高くなり、池の東側に向かって緩やかに低くなっていたと考えられる。

Ⅲ 検出遺構

大きく分けて 3時期の遺構がある。奈良時代の遺構としては第 1・ 2・ 4～ 7発掘区で

柱穴および土坑、第10発掘区で溝を検出した。奈良時代の遺構は、ほぼ池の全面に残存 し

ていると考えられる。ただ、C-6付近ではヘドロ層が厚く、遺構が20ん 30cm削 られてい

る可能性が高い。弥生時代の遺構としては第 2・ 3発掘区に土坑、および第 4発掘区に溝

を検出している。なお第 4発掘区では奈良時代の遺構面と同一面で、第 2発掘区では奈良

時代の遺構面のさらに下層でこれを検出した。奈良時代以降の遺構としては第 3発掘区に

土坑を検出した。これらの遺構は池内の地形から考えて、堤防付近にのみ残っていると考

え られる。
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14 平城京左京四条五坊十二坪の調査 第360次

所在地 奈良市杉ケ中町11-2他

調査期間・面積 平成 8年 10月 1日 ～10月 11日  80だ

調査原因    事務所ビル新築 (松川公明氏届出)

I 調査の目的 調査地は平城京左京四条五坊十三坪の北西隅にあたり、調査地の北端

に十二 。十四坪境小路が想定される。条坊遺構と十二坪内の様相の確認を目的とした。

Ⅱ 調査地の層相 層序は上から暗灰色砂質上、茶灰色砂質土、淡黄灰色粘砂と続き、

現地表下約0.6mで黄褐色粘上の地山となる。地山の標高は概ね67.8mで ある。遺構はすべ

て地山上面で検出した。          '

Ⅲ 検出遺構・遺物 掘立柱建物 2棟、土器埋納遺構 2、 溝 1条があるが、確認できる

ものはすべて古墳時代以前の遺構である。そのほか、建物としてまとまらなかったが、多

数の柱穴および小柱穴がある。S B01は 南北 2間 (4.Om)、 東西1間 (2.lm)分を検出し

た。南北柱間寸法は20m等間である。S B02は 南北3間 (5.4m)、 東西1間 (1.8m)分 を

検出した。南北柱間寸法は1,8m等 間である。

S B01002と もに北で大きく西に振れる建物で、

土師器片が出土した柱穴もあるが、時期は判然

としなかった。S X03004は いずれからも弥生

時代後期～古墳時代初頭の高杯脚部、あるいは

鉢底部の細片が出上した。特にS X04か らは鉢

1個体分がまとまって出土している。S D05は

深さ約0.lmの 素掘りの斜行溝で、長さ1.4m分

を検出した。埋土は灰褐色粘砂であるが、遺物

がないため時期は不明である。そのほかの柱穴

および小柱穴から、土師器片が出土したものも

あるが、時期は特定きなかった。

条坊遺構は確認できなかったが、遺構の遺存

状態から、坪境小路の南側溝が削平されたとは

考え難く、発掘区外北にあると考える。また、

周辺の奈良時代以降の遺構は古墳時代以前に比

べ、稀薄になることが判明した。  鱈 崎正裕)

大
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第360次調査 遺構平面図 (1/150)



15 平城京左京八条二坊三坪の調査 第362次

所在地     奈良市杏町427-1

調査期間・面積 平成 8年 10月 23日 ～11月 15日 323♂

調査原因    杏南第11号市営住宅建替 (奈良市長通知)

I 調査の目的

調査地は平城京の条坊復元によると左京八条二坊三坪の南西辺にあたる。また、このあ

たりには奈良時代の佐保川が流れていたと想定されている。今回の調査は三坪内の様相の

確認を目的とし、敷地内東側に第 1発掘区を設けた。調査の結果、第 1発掘区全体が旧河

道であることが判明したため、西岸の検出を目的として、敷地内北西に第 2発掘区を、敷

地内南西に第 3発掘区を設けた。

第362次調査 遺構平面図 (1/250)
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第362次調査 第3発掘区北壁土層図 (1/50)

Ⅱ 調査地の地形と層相

いずれの発掘区もほぼ同じ層相で、茶褐色砂質土 (作土)、 暗灰色砂質土 (旧作土)、 灰

色粘土、灰色粘砂と続き、現地表下約0.6mで灰色砂または灰色粗砂の旧河道堆積物とな

る。旧河道は東西約25m、 南北約25m分 を検出した。旧河道上面からの深さは約1.9mま で

は確認できたが、湧水とそれによる壁の崩壊のため、河底を確認することはできなかった。

堆積物中には奈良時代から室町時代にかけての土器片を含む。旧河道上面の標高は51.9～

52.lmで ある。

Ⅲ 検出遺構・遺物

検出した遺構は溝 7条で、すべて旧河道上面で検出した。主なものについて記す。

S D01 第 1発掘区で検出した北で東に振れる素掘りの溝である。第 3発掘区で検出し

た溝と1連のものとおもわれる。幅は約1.Om、 深さは0.1～ 0.15mで ある。埋土は灰色粘

細砂である。埋土から漆塗木椀が出土した。

S D02 第 2発掘区で検出した】ヒから西へ屈曲する素掘りの溝である。幅は1.2～ 1.8m、

深さは約0.18mで、長さ約10,Om分 を検出した。埋土は緑灰色砂である。

S D93 第 1発掘区で検出した北で東に振れる素掘りの溝である。幅は約0.5m、 深さ

は約0.lm、 長さは約5.5mである。埋土は灰色粘砂である。

遺物は遺物整理箱で 1箱分出上した。須恵器、土師器、瓦質土器、陶器、漆塗木椀があ

る。出土遺物の大半が旧河道出上のものである。

Ⅳ まとめ

平城京の条坊復元によると奈良時代の佐保川は、本調査地周辺では北東から南西方向に

流れており、今回検出した旧河道も佐保川の一部とおもわれる。旧河道埋土から14世紀代

の土器が出土したことから、14世紀以降に耕作地に変わったと考えることができる。なお、
∋

今回の調査地の南西の調査でも、佐保川の一部と考えられる旧河道の南岸を検出しており、

位置関係からみて一連のものと思われる。 (原田憲二郎)

註)奈良市教育委員会「平城京左京八条二坊四坪の調査 第305次」『奈良市埋蔵文化財発掘調査概報 平成 6年度』1995
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16 松林苑跡の調査 第367次・第369次

第367次調査

所在地     奈良市佐紀東町内

調査期間・面積 平成 8年 11月 18日  13ど

調査原因    市道中部194号線拡幅 (奈良市長通知)

調査地は八上池から南へ延びる道路の北端部で、調査地の現状 は水田である。約0.2m

の作土直下が小礫の混る橙色粘上の地山となっており、地山面の標高は79。 4m前後である。

奈良時代以前の遺構・遺物は検出できなかった。

第369次調査

所在地     奈良市佐紀中町二丁目他

調査期間・ 面積 平成 8年 12月 10日 ～12月 13日  69だ

調査原因    公共下水道築造 (奈良市長通知)

第367次調査位置図 (1/2,000) 第369次調査位置図 (1/2,000
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調査地は瓢箪山古墳の東に建並ぶ住宅  v

地内で、松林苑の西を画す築地が痕跡を  ｀

残 している地域である。下水道管埋設予  tJ:

定地に大小 8カ 所の発掘区を設定 した。   1

第 1発掘区 西面築地の推定延長上に  3

設定 した。厚さ約04mの、瓦片を含む褐  6

色土の下に小礫と粘土の混 じる橙褐色土

5 明灰褐色粘質土      L___― _____― 督
m

7 黄灰色粘質±  8 暗黄灰色粘質土

砕石

撹乱坑

造成上

淡灰褐色粘質土

赤褐色粘質土

第369次調査 第 2発掘区北壁土層図 (1/100)

が lm以上続いている。橙褐色土層上面は標高84.3m前後で東へ緩やかに降 っており、南

へ急激に落ち込んでいる。橿原考古学研究所の第 2次調査の結果から考えると、この部分

では築地本体は削平されているようであり、橙褐色土層が築地基壇部の盛上の一部と考え

るのが妥当と思われる。築地の雨落溝や瓦の集中堆積は確認できなかった。

第 2発掘区 第 1発掘区から北東へ約 4m離れた地点に設定 した。ここでは瓦片を含む

層が深さ約 2mま で達 している。地山は砂礫混 じりの赤色粘質土で、上面の標高 は82.8m

前後である。しかし後述する第 3発掘区から東は地山上面の標高が急激に上がっているこ

とから、第 2発掘区付近は谷状になっていたと推測される。このことは、この付近が猫塚

古墳の周濠を利用 した池の一部と推定されていることと一致するが、水が溜まっていたよ

うな状況は観察されなかった。第 2発掘区の第 5層 には江戸時代の遺物が含まれており、

ここが完全に埋まるのは近世になってからと考えられる。

第 3～ 6発掘区 猫塚古墳の北部に設定 した。これらの地点では、地山が削平されて現

地表面となっている。標高は各発掘区とも85.Om前後であるが、第 6発掘区北端 は地山面

が北に落ち込んでおり湧水 も激 しい。崩落のため掘削不可能となったが、地山面はlm以

上下がっているものと思われ、池がこの辺 りまで広がっていたことが推測される。

第 7・ 8発掘区 西面築地のす ぐ東脇に沿 う位置に設定 した。地表下約0,7mで 地山と

なり、上面の標高は87.5m前後である。その直上に瓦小片を含む橙褐色粘質土が約0.lm堆

積 しており、築地本体はもとより、基壇状盛土 も確認できなかった。

松林苑跡については、県立橿原考古学研究所が昭和54年から継続 して調査を行なってい

るが、推定範囲が広大なこともあり、その大部分は未解明と言わざるを得ない。奈良市教

育委員会においては、これまで試掘調査等を行なったことはあったが、本調査としては今

回が初めてである。ただし、いずれの調査 も工事の性格上調査対象地が極めて制限されて

おり、十分な成果を得るには至 らなかった。ただ、少なくとも現道路部分は築地本体が全

て削平されているものと思われる。 (松浦五輪美)

参考文献 1990 奈良県立橿原考古学研究所編『松林苑 I』 奈良県史跡名勝天然記念物調査報告第六十四冊

―
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17 平城京左京四条五坊十二坪の調査 第372次

所在地 奈良市杉 ヶ町23番地

調査面積・期間 平成 9年 1月 10日 ～ 1月 20日  144∬

調査原因    奈良市生涯学習センター建設 (奈良市長通知)

I 調査の目的

調査地は平城京左京四条五坊十二坪の南辺部に相当し、四条大路の確認を主目的とした。

Ⅱ 調査地の層相

層序は、造成土・作土の下、褐灰色砂質シルト、褐灰色砂質シルト (1～ 2 cm礫多含)、

明褐灰色砂質シルト (1～ 2 cm礫多含)と続き、地表面下約0.9mで橙灰色シル ト質極細

砂 (以下A層)に達する。この上面が奈良時代から平安時代の遺構面で、標高は概ね66.6

mである。以下灰白色シルト質極細砂 (以下B層 )、 灰色砂礫 (以下 C層 )と 続 く。A・

B層からは弥生時代後期から古墳時代前期の土器に加え、須恵器も出土しており、A層 の

形成時期の上限は古墳時代中期と考えられる。堆積状況からA・ B・ C層は河川等の水成

堆積層と考えられる。河底は現地表面下約 2mまで掘削したが、検出できなかった。

Ⅲ 検出遺構

主な検出遺構は、奈良時代後半から平安時代初頭の素掘りの溝 S D01、 方形土坑 S X02

で、他に時期不明の掘立柱塀 S A03、 柱穴 3基がある。四条大路に関連する遺構はなかっ

た。S D01は 幅0.3m、 深さ0.lm。 奈良時代中期以降の上器が出土した。S X02は 東西13.9

m、 南北3.8m以上、深さ約0.4mで あり発掘区外へ続く。東 1/3部分を掘削したが、上層・

中層 (3層 に分かれる)・ 下層があり、中・下層から奈良時代末から平安時代初頭の土器

が出土した。また土馬の破片が 4点あり、条坊関連の遺構の可能性もある。堆積状況から

いずれも水成堆積層の可能性が高い。 (大窪淳司)

1電 Iぽ

|-16′ 120
S D01

1   9
発掘区北辺の一点連鎖線は遺構検出範囲封ど辺を示す。  ~

第372次調査 遺構平面図 (1/250)
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18 平城京左京七条一坊五坪の調査 第374次

所在地     奈良市八条四丁目369-1、 370-1、 371-1、 377-1、 378-1、 378-4、 379-1、 380

調査期間・面積 平成 9年2月 10日 ～2月 25日  502∬

調査原因    (仮 称)奈良市灰からセンター建設 (奈良市長通知)

I 調査の目的

調査地は佐保川と岩井川が合流する堤

防上に位置 し、運動場に造成される以前、

敷地の東半部は溜池であったことが地籍

図よりわかる。調査は遺構在存状況の確

認のため、東と西の 2カ 所に第 1。 第 2

発掘区を設け行なった。

Ⅱ 調査地の層相

第 1発掘区 現地表から盛土 (41m)、

溜池埋上である黄灰色粘土 (1,Om)、 黒

灰色粘土 (02m)の 順であり白色砂の地

山に至る。地山は発掘区北東隅で

標高531m、 南東隅で標高52.Om

で北から南へ下降する。

第 2発掘区 現地表から盛土・

作土・床土の下、黄灰色 シル ト、

責灰色粘砂 (中 世河川地積層 )、 灰

白色砂 (中世河川堆積層 )、 暗灰色

粘土、灰色粘土、黄灰色粘質土 (奈

良時代遺物包含層)、黄灰色粘質土、

白色砂、灰色砂、黒色粘質土、灰色

粘砂、青灰色粗砂、白色粗砂、暗灰

色粘砂、黒灰色砂、青灰粘色砂、黒

色砂の順で堆積する。遺構は黄灰

色ンル ト上面 (標高54.5m)で 江戸

時代の遺構を、黄灰色粘質土上面

第374次調査 発掘区位置図 (1/5,000、 網目は旧溜池)

第374次調査 第 2発掘区西壁堆積土層図 (1/100)
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標高534m)で奈良時代の土坑を確認 した。

Ⅲ 検出遺構 。遺物

第 1発掘区 発掘区全面で溜池 S X01の 南

堤と池底を検出した。 S X01は 発掘区全域か

ら発掘区南側へ広がり摺鉢状を呈する。池の

埋土は上層が責灰色粘土、下層が黒灰色粘土

である。池底は、白色砂の地山である。遺物

は出土 しなかった。

第 2発掘区 奈良時代の土坑 S K02、 中世

の河川堆積、江戸時代の上坑 S K03と 溝 SD

04005を検出した。 S K02は黄灰色粘土質上

面で検出した南北1.2m以上、深 さ0.6mの 断

面U字形土坑である。埋土は上層が黄灰色粘

土(0.5m)下層が灰色粘土 (0.lm)で ある。遺

物は奈良時代の土師器、須恵器が出土 した。

S K03は 、東辺 と北辺が発掘区外へ広がるが、東西22m以上、南北4.6m以 上、深 さ0.2m

以上の平面不整形掘形の上坑である。埋土は灰色粘土で江戸時代の土師器皿が出土 した。

重複関係からS D04・ 05よ り古いことがわかる。 S D04は発掘区南で検出 した幅3.Om分 、

深さ06m、 長さ108m以上の南北方向の素掘 りの溝で、南肩は発掘区外である。埋土の堆

積状況か ら3時期に分けることができる。 S D04Aは 幅3.Om以上、検出面か らの深 さ0.6

m。 埋土から19世紀前半の伊万里焼染付け椀が出土 した。 S D04Bは幅0.9m以上、検出面

からの深さ0.5m、 断面U字形を呈す。S D04Cは S D04Bを改修 した溝である。幅0.6m

以上、検出面か らの深さ045m、 断面U字形を呈す。埋土から18世紀後半の土師器皿 。胞

烙が出土 した。 S D05は 発掘区北側で検出した幅 lm、 深 さ0.15m、 長 さ10.8m以上、断

面U字形を呈す東西方向の素掘 りの溝である。遺物は出上 しなかった。重複関係から土坑

S K03よ り新 しいことがわかる。

Ⅳ まとめ

調査の結果、第 1発掘区は運動場造成以前には溜池であったことがわかった。この池は、

第 2発掘区で検出した奈良時代の遺構面 (標高53.4m)よ り深いことから、奈良時代の遺構

面を掘削 して築造されたものと思われる。また第 2発掘区では、地表下4.Omの深 さで奈良

時代の上坑を確認 し、地表下3.Omか ら33mの深さで中世の河川堆積、地表下28mの深 さ

で江戸時代の溝を検出した。このことから、調査地東半は池のため奈良時代の遺構面が残っ

ておらず、西半では奈良時代遺構面が残 っていることを確認 した。

1    9   2m l 引晶70

第374次調査 西発掘区遺構平面図 (1/150)
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Ⅱ 平城京内寺院の調査



史跡大安寺旧境内の調査

史跡大安寺旧境内では、本年度、第72・ 第73次調査の2件の発掘調査を実施 した。第72

次調査は食堂井大衆院地区で実施した現状変更許可申請に関わる調査である。第73次調査

は保存整備事業に関わる調査で、北西中房の基壇東端部及び北東中房の基壇西端部を確認

した。本書では、昨年度実施した第69・ 71次調査と本年度実施した第72次調査を報告する。

なお、第73次調査の成果は保存整備事業完了時に報告する予定である。

史跡大安寺旧境内 発掘調査位置図 (1/5,000)

一蓬

飴
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(1)講堂、回廊、僧房の調査 第69次

所在地     奈良市大安寺一丁目地内

調査期間・規模 平成 8年 2月 1日 ～ 3月 8日 延239.4m(A:68.5m B:51.8m Cil191nJ

調査原因    公共下水道築造 (現状変更等許可申請 奈良市長提出)

I 調査の目的

当該工事は、東面僧房地区 (位置図A)、 北面僧房地区 (同 B)、 講堂・ 回廊地区 (同 C)

の市道に公共下水道管を埋設するもので、主要伽藍に関連する遺構に影響が及ぶことが予

測された。そこで、文化庁長官の指示に基づき、遺構の状況を確認する事前の発掘調査を

実施 した。発掘区は、工事の性格から工事の掘削範囲に設定 した。

Ⅱ 調査地の層相

遺構は地山上面 もしくは伽藍構築時の整地上面で検出した。講堂回廊発掘区の層序は、

伽藍復元と調査位置 (1/3,000)
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地表下0.34mま では盛土、以下0.lmの 暗灰色砂質土、0.25mの橙褐色土 (焼土層)、 0.14m

の灰褐色砂質土、0.lmの 黄褐色砂質土とつづき、地表下0。 93m、 標高62.46mで地山の黄

褐色砂礫に達する。

地山の標高は東面僧房地区で61,7～ 62.lm、 北面僧房地区で61.5～ 61.7m、 講堂地区で

61.3～ 61,9m、 回廊地区で60。 7～61.5mで ある。

Ⅲ 検出遺構

今回の調査で検出した主な遺構は、古墳時代の杉山古墳の外堤斜面の葺石と周濠、大安

寺の基壇がある。杉山古墳外堤斜面の葺石は、東面僧房地区のA-1地点で確認した。大

安寺の主要伽藍に関する調査成果は、以下のとおりである。

北東・東中房推定地 東面僧房地区では、A-2～ 4地点で凝灰岩の切石を検出した。

各地点の検出状況は図に示すとおりである。位置関係から、いずれも東中房の礎石の可能

性がある。なお、北面僧房地区では既存の水道管の掘形で遺構が破壊されていた。

北東・東太房推定地 東面僧房地区では、A-5地点で凝灰岩の切石を検出した。検出

状況は図に示すとおりである。位置と形状から、東僧房東側の基壇外装の一部の可能性が

ある。なお、北面僧房地区では既存の水道管の掘形で遺構が破壊されていた。

講堂・回廊推定地 推定講堂の東端から北面回廊東辺を横断し、回廊内部に達する位置

にあたる。調査区の北半は既設の水道管の掘形と重複しており、講堂の遺構は検出できな

かったが、講堂の推定位置で廃瓦を処理したと思われる瓦溜りを、講堂と金堂の間と推定

される位置では厚さ25cmあ まりの焼土層を確認した。

位置図のC-6～ 8地点で北面回廊東辺を検出した。C-6・ 7で基壇北辺を、C-8

では南辺を検出した。いずれも延石と地覆石が遺存することから、基壇外装が凝灰岩切石

o                               2m

第69次調査 北東 。東中坊推定地凝灰岩切石検出状態 (1/40)

A-2地点 A-3地点 A-4地点
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1 アスファル ト      9
2 暗灰色礫 (路盤)    10
3 暗灰色±        11
4 黒灰色砂質±      12
5 焼±          13
6 淡黄褐色砂質±     12
7 淡黄褐色土 (土器、瓦多含)14
8 木杭          15

暗茶褐色土

黒灰色砂

黒灰色砂

暗灰色砂

責褐色土

嗜灰色砂

嗜灰色粘土

凝灰岩粉混 じり淡茶灰色土

16

17

18

19

20

21

22

茶褐色土

黄茶灰色土

炭、焼土

淡灰色土

水田用暗渠

淡灰色砂

茶褐色砂質土

0                            1m

C-8地 点 C-6地 点

ユ_________― ――=」尊聖________― ――――――――――――■S290

第69次調査 北面回廊東辺基壇 (1/25)

の壇上積であったことがわかる。延石は幅35cm、 厚さ10cm、 長さは確認できたC-6の も

ので84cmo C-7・ 8の ものは上面前角の風化が著しい。地覆石は幅29～ 40cm、 厚さ22cm、

長さは40cm以上。上面後角に、羽目石を納めるための幅10～ 20cm、 深さ1～ 5cmの欠込みが

ある。基壇築成上は版築されていない。基壇北辺では地山上に数層の築成上を積上げる。

基壇南辺では地山が南に向かって下降することから、地山の上に厚さ15cmほ どの整地上を

置き、そこに築成上を積上げている。基壇規模は、C-6と C-8地点間で地覆石外面間

の幅員11,Om、 羽目石、葛石が残っていないので高さは不明である。

Ｆ

Ｉ

ヽ

＼フィ
ー
上
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また、C-6地 点には、調査区外へつづ くので全体は不明だが、基壇北辺の延石に直交

する上下三段の凝灰岩切石がある。下段は幅19cm以上、長さ67cm以上、厚さ 5 cmの 板状で

あるが、側縁が割れておりもとの形状は不明。上段は一部を下段に重ねて据えられ、長 さ

87cm、 幅10cm、 厚さ10cm。 石階か軒廊の延石、地覆石と考えられなくはないが、下段が薄

い板状であることと、上段を地覆石とみた場合、その上面が回廊基壇の延石上面とそろっ

ていることに疑間が残 る。

南面回廊推定地 調査では、基壇上で礎石の据付け痕跡を、基壇北側では雨落を検出 し

ているが、本発掘区ではどちらの痕跡 もなかった。中門への取付き部での回廊の桁行柱間

寸法は14.8尺 であることがわかっているので、その成果からみて、本発掘区は柱筋に位置

しておらず、桁行の柱間にあるものと思われる。

C-9地点以南は地山面が徐々に下降する。発掘区の南端では現地表下 1.2m以下 は軟

弱な灰色粘土と砂層で、地表下1.5mま で確認 したが地山には達 しなか った。大 きな窪地

状の地形が伽藍構築時に埋められ、整地されたものと考えられる。

なお、この他に講堂・ 回廊地区において地山上面で古墳時代中期後半の土坑を検出した。

埋土中から須恵器蓋杯が出土している。 (安井宣也)

修)西面大垣推定地の調査 第71次

所在地     奈良市大安寺四丁目1037-3～9

調査期間・面積 平成 8年 3月 15日 ～ 3月 20日   22.5だ

調査原因    住宅建設 (現状変更等許可申請 森田真和氏提出)

I 調査の目的

申請地は史跡大安寺旧境内の北辺西端にあたり、一部が寺域の西を限る東二坊大路にか

かる可能性があることから、これの確認と北辺西端の様相の確認を目的とした。

Ⅱ 調査地の層相

調査区内の基本層序は、現在の表上である厚さ0.2mの 淡責色土、0.2mの 暗灰色粘質土

の順で、地表下0.4mで地山の黄褐色砂質土に達する。地山の標高は概ね60.5mで ある。

Ⅲ 検出遺構

東二坊大路東側溝が想定される発掘区西端で、幅3.3m以上、深さ1.3mの南北方向の溝

を検出した。溝内の堆積物は6層 ある。最上層は緑灰色砂質土で染付磁器片を含む。以下

灰色の泥質上が4層あり、最下層は灰色砂礫である。上から3層目以下には奈良時代の瓦・

土器片を含む。調査面積が小さく、東側溝かどうか断定できない。
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俗)食堂推定地の調査 第72次

所在地     奈良市大安寺四丁目1127-1・ 4

調査期間・面積 平成 8年 7月 16日 ～ 8月 13日 98だ

調査原因    個人住宅建設 (現状変更等許可申請 桝谷紘氏提出)

I 調査の目的

調査地は、大安寺の伽藍復元によると、講堂の北、食堂の推定地にあたる。 しか し、 こ

れまでの周辺の調査ではそれに相当する遺構は検出されておらず、また、食堂の位置を講

堂の東と考える意見 もある。したがって、今回の調査は、食堂にあたる遺構の確認を主 目

的とした。また、調査地は杉山瓦窯から西へ約50mの位置にあり、これと関連する遺構 も

予想された。また、杉山古墳の周濠および外周にもあたるため、今回の調査は、これ らの

遺構の確認 も目的とした。

Ⅱ 調査地の層相

発掘区内は、近現代の撹乱によって大きく乱されているが、基本的な層序は、上か ら、

表土 (0.1～0.5m)、 中世の茶褐色整地土 (02～ 0.5m)、 平安時代の灰褐色あるいは黄褐色

整地土 (0.1～0.2m)で、黄褐色粘上の地山に至る。平安時代の遺構面 は、最 も残 りの良

いところで、地表下約03m、 標高約62.Omで ある。

Ⅲ 検出遺構

検出した遺構の時代は、古墳時代、平安時代、中世、近世である。

古墳時代の遺構 杉山古墳の周濠 S D01の 外岸を検出した。周濠は平安時代に埋め られ

ており、埋土を部分的に掘 り下げ、底、及び外岸の葺石を確認 した。底面には凸凹があり、

深さは最深部で0,9mである。葺石は、南半部は撹舌しされていたが、北半部の岸斜面上半

部に遺存 していた。斜面中腹には、基底石と思われるやや大 きな石が葺かれており、下半

部には当初より存在 しなかったものと思われる。周濠底にたまった暗茶褐色土から、外堤

あるいは外周に置かれたと思われる円筒埴輪、形象埴輪が出土 した。

平安時代の遺構 杉山古墳の周濠 S D01は 、平安時代に暗灰色砂土、灰色砂で埋められ、

さらに灰掲色あるいは責褐色整地土が、地山上、及び周濠外岸上端から東へ幅約 5mま で

を覆 っていた。周濠上の整地土中には、部分的に平瓦、丸瓦の破片を敷きつめ、東端では、

周濠外岸に沿って軒平瓦を瓦当面を東側に向けて並べてあった。おそらく整地を行なう範

囲を示 した区画であろう。なお、整地上中から、奈良三彩の破片が散 らばった状態で出土

した。

発掘区の西端では、整地上上面で、掘立柱穴 2個からなる掘立柱列 S X02を 検出 した。
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発掘区外に続いていくものと思われる。掘立柱建物の東側柱列であろうか。掘形は、 とも

に平面隅丸方形で、一辺1.2mで ある。柱間は2.7m(9尺)である。建物主軸 は北でやや

東に振れる。

掘立柱列 S X02の す ぐ東の、杉山古墳の外周部分で、土坑群 S K03を 検出した。杉山古

墳の外岸上端に沿って、一列あるいは二列に重なるように掘 られている。土坑はいずれも

平面円形で、直径は1.5mほ どである。深さは03～0.5m残存する。粘土採掘坑と思われる。

杉山瓦窯操業時の粘土採掘坑であった可能性が高い。掘立柱列 S X02と 重複 しており、

それよりも新 しい。

また、土坑群 S K03の 底で、平面円形掘形の上坑 S X04を 検出した。直径0.55m、 深 さ

はわずかに0.06m残存する。底には、掘形の内側に沿って、長方形あるいは三角形に打ち

欠いた平瓦を置き、さらにその内側に、バラスを敷きつめている。土坑群 S K03に よって、

上部は大部分が破壊されていると思われ、瓦は少なくとも数段は積まれていた可能性があ

る。性格は不明である。

中世の遺構 杉山古墳周濠埋土上面で土坑、清を検出した。なお、周濠埋上の一部か ら

14～15世紀の土師器皿が集中して出土 した。遺構は認識できなかったが、土坑あるいは落

ち込みが存在 したものと理解する。

また、発掘区北端の周濠外岸で、平面円形掘形の井戸 S E05を 検出した。掘形の半分以

上が発掘区北壁にかかるため、底まで掘 り下げることができなかった。したがって、出土

遺物は皆無だが、奈良、あるいは平安時代の瓦を小日積みして井戸側を作 っており、付近

の調査例からみて、中世のものと思われる。掘形の直径は1lm、 井戸側の直径 は0,7mで

ある。

第72次調査 北壁土層図 (1/80)
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第72次調査 遺構平面図 (1/80)
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第72次調査 杉山古墳周濠平面図 (1/80)
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近世の遺構 発掘区のほぼ中央で、南北方向の溝 S D06A・ Bと 平面方形の上坑 S K07

を検出した。溝 S D06は 改修されており、新 しい溝 Bは、南半部は素掘 りであるが、東岸

の北半部に護岸の石積みをともなう。石積みは小口積みで、掘形 との間に小礫を充填 して

いる。西岸では、東岸の石積みに対応するように、北半部に杉山古墳の葺石が残存 してお

り、あるいは、そのまま護岸の石積みとして利用 したのかもしれない。清 Bは南北に直線

的にのび、底には部分的に平瓦が敷かれている。幅は0.9m、 深さ0.25mで ある。また、古

い溝Aは発掘区の北端で大きく東に曲がる。溝Aも 、溝 Bと 重複 していない湾曲部の岸に、

やや乱れているが、護岸の石積みと思われるものが残っている。

土坑 S K07は 東西1.6m以上、南北1.7m、 深さ04m。 遺構の重複があり、 S K07が SD

06よ り古い。

Ⅳ 出上遺物

古墳時代の埴輪、奈良時代の瓦類・土師器・ 須恵器・ 奈良三彩・ 銅箸・ 水晶玉、平安時

代の瓦類・ 土師器・ 黒色土器・緑釉陶器、中世の土師器、近世の土師器・ 瓦質土器があり、

ほかに鉄釘・鉄滓・ 石製硯・ 砥石がある。遺物整理箱140箱分出土 した。

このうち、122箱分は瓦類で、大半は丸瓦 。平瓦である。ほかに、軒丸瓦・ 軒平瓦・ 凸

面布目瓦・蜂がある。軒丸瓦は、奈良時代のもの 5型式 6種 12点、型式不明のものが 5点、

平安時代以降のもの 3点である。軒平瓦は、奈良時代のもの 5型式 8種27点、型式不明の

もの 5点、二重弧紋 1点、平安時代以降のもの 8点である。軒丸瓦の型式、種、数量の内

訳は、6091 A l点、6137A3点 、6138C4点 (う ちCa2点 、Cbl点 )、 6138」 1点、62

31C l点、6304D2点 である。軒平瓦の内訳は、6664A5点、6690A l点、6712A9点、6

712B l点、6712 C l点、6716C4点 、6716 F l点、6717A5点 である。

また、奈良三彩は整理箱 1箱分である。また、銅箸 2点、水晶丸玉 1点 は周濠埋上の暗

灰色砂土、灰色砂から出土 した。なお、出土遺物の詳細については、『史跡大安寺旧境内

I』 奈良市教育委員会、1997年 に報告 している。

V まとめ

これまでの食堂推定地の調査では、奈良時代の遺構は検出されていなかったが、今回の

調査でも、奈良時代の遺構は検出できなかった。今回の調査地では、奈良時代でも依然 と

して杉山古墳の周濠が存在 し、平安時代になって初めて、周濠が埋められ、整地されて掘

立柱建物あるいは塀が建 っている状況がうかがえる。食堂の位置をめぐっては、講堂の北

に配されたとする説と講堂の東に配されたとする説があるが、奈良時代の食堂が想定され

る位置では、杉山古墳の周濠が埋まっていないことから、少なくとも講堂の真北に想定す

るのは困難なように思われる。講堂の北に配されたと考えるならば、これまでの想定位置

よりも、杉山古墳の周濠から離れた、西に想定せざるをえないだろう。
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